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　　彼と彼女の夜の事情







　それは薄い霧の中を漂うような、ぼんやりと流れる懐なつかしい景色だった。

　見慣れた小川。

　変わらぬ田でん園えん風景。

　深い山間の分け目に沿って、そこにネコの額ひたいほど土地を拓ひらいたちっぽけな里さと───。

　アレは多分、七歳さいだったか八歳だったか。ちっぽけなガキだったオレにとって、世界とは里の中が全てみたいなものだった。つーか、他の世界なんて知らなかった。

　来る日も来る日も、鍛たん錬れん鍛錬。

　けれども一向に炎えん術じゆつの使える素そ振ぶりも出せず、美みヶか速はや家け始まって以来のオチコボレ。

　キツくてツラくて嫌で嫌で、隙すきを見ては鍛錬をサボって屋や敷しきから抜け出して───。

　そんな毎日を繰り返してきた、そんなある日の事だ。

　オレはいつものように鍛錬を抜け出していた。

　里の外れのお気に入りの場所で、オレは見知らぬ先せん客きやくを発見した。

　それは二人の女の子だった。一人は野原の上にちょこんと座って花を摘つみ、もう一人は腰まで届く長い髪かみを風に泳がせて、元気一いつ杯ぱいに走り回っていた。

　あの二人が里さとの外の女の子だって事は、直ぐに判わかった。

　なにせ狭い里だから、知らない顔は大たい抵ていが外の人間なんだよね。

　ただ、同年代の女の子ってのは珍しかった。

　何よりその女の子が姉妹で、それなのに仲良しだったって事が驚きだった。

　オレは──二人の兄あに貴きとは、そのどちらとも仲が悪かったから。

　いや、悪いっていうよりも、一方的に侮ぶ蔑べつされていた。

　兄貴に限らず、オレを見つめる親しん族ぞく一同の目は例外なく冷たかったから、兄貴との不ふ仲なかが際きわ立だつって事はなかったけど。でも、それは当然だ。炎えん術じゆつの使えない炎術使いなんて、燃えないマッチよりも存在価か値ちが低いと思われたって、仕方のない話だから……。

　だからオレは、そんな現実から目を背けようとしていた。

　それに今はダメでも『いつか』はきっと──って、そんな風ふうに考えていたから。

　でも、オレは全然、判っていなかったんだよなぁ〜。

　軟なん弱じやく者ものの『いつか』なんて、いつまで経たってもやって来ない事に……。




　だから、あの一件に関して多くを語るのは、ハッキリいって気が進まない。

　人間誰だれしも、触れられたくない心の傷の一つや二つくらい持っているだろ？

　せっかく塞ふさがった心のカサブタを好んで剥はがすほど、オレは心のマゾじゃないんだ。

　オレにとってあの一件は最大級のカサブタであり──恥ち部ぶだ。思い出すダケで、不快感で一杯になる。カメムシを鼻の穴に突っ込まれたって、この不快感には到とう底てい及ぶまい。

　──一方で、決して忘れるワケにもいかない一件だって事も、また事実だと思う。

　あの屈くつ辱じよくが、軟弱だったオレに進歩を促うながした。

　まぁ、アレだ。

　生物の進化の陰に、地球規き模ぼの災さい厄やくアリ。

　オレみたいな弱よわ虫むしが進歩するのにも、それくらいの代だい償しようが必要だったってワケ。




　あの時───。




　里の連れん中ちゆうが、仲良く遊んでいた姉妹にチョッカイを出しやがった。

　いや、アレはチョッカイなんていう可か愛わいいレベルじゃない。

　カゴメリンチだよ、カゴメ。ガキはガキらしく、スカート捲めくりで止めとけっつーの。だったらオレも一緒に参加……もとい、十歳さいにも満たない女の子を十人近い人数で──下は小学生から上は中学生まで──取り囲んで、あまつさえ炎術まで使って怪け我がをさせたら、それはもう子供のイタズラじゃねぇーだろ。

　しかも連れん中ちゆうときたら、本気で楽しそうに笑ってやがったんだ。

　ワンワン泣いている妹を───。

　それを必死に庇かばおうとする姉を───。

　からかって、脅おどして、傷付けて──ケラケラ笑っていやがったんだ。

　見ていてムカついた。いや、マジでムカついた。

　だからアイツらを止めようと思った。

　妙みような正義感とか、そういうのじゃなくって──なんていったか、ホラ、アレだ。

　義ぎを見てせざるはなんとやら──ってヤツ？

　でも、結果はこれまで何度も語ったように、アッという間にボッコボコ。

　浦うら島しま太た郎ろうのカメだって、もうちょっとマシな抵抗をしただろう。

　そう思えるくらいの圧倒的な戦力差さで、オレは見事にボロ雑ぞう巾きんにされちまった。つーか、むしろよく殺されなかったくらいだと、我ながら思う。だからその後、助かったオレは、おぼろげな記き憶おくの中で「助けられた」と思ったんだが……。




　──いや、実際にオレはあの時、あの子に助けられた。

　ボコボコになって倒れたオレを、その子は──美み空そらちゃんは、庇ってくれたんだ。

　ここまで来たら、流石さすがにオレも認めざるを得ない。

　アレは──あの姉妹は、美み風かぜと美空ちゃんだった。

　オレの代わりに蹴けられ、踏み付けられ、『焔ほむら』で炙あぶられて……。それでも美空ちゃんは、オレを庇い続けた。見ず知らずのオレを、手て加か減げんってモノを知らない連中から、庇い続けようとしてくれた。それが悔くやしくて、情なさけなくて、それでいて助かったとホッとして……。

　全く、美風のアホめ。

　しっかり一部始し終じゆうを見ていれば、オレがお前を助けたなんて勘かん違ちがいするワケねぇーのに。

　さっさと気を失ったりするから、都つ合ごうのいいパーツしか覚えてねぇーんだよ。

　まぁ、ガキの頃の話とはいえ、アイツにボコボコにされた姿を見られなかったのは、不幸中ちゆうの幸いなんだけど……そんな弱い自分が、嫌で堪たまらなかった。炎えん術じゆつが使えるからとか、使えないとかは関係なしに。どうしようもないくらい、嫌になった。




　だから、強くなりてぇーと思った。

　泣いている女の子を、助けて上げられるくらいには。

　もう二度と、あんな思いはしたくなかった。

　そう自分に誓ちかうきっかけになった、とても大きな一件だったワケなんだが───。




　その前に一つ、やぁ〜っと思い出した記き憶おくがある。




　ついさっき思い出すまで、ずっとずっと忘れていた記憶の断だん片ぺん。

　なかなか思い出せなかったワリに、一度思い出したら結けつ構こう鮮明に思い出せるんだから、いい加か減げんなもんだ。もっとも、アレだけの恐怖を身体からだに刻み込まれたら、完全に忘れるってのも難しい注文だろうな。……いや、だからこそ意い図と的に忘れようとしていたのだろうか。まぁ、それはこの際、どうだっていい。思い出したのは、美み空そらちゃんの事だ。

　虐しいたげられる理由もないままに暴力を振るわれて、恐怖と苦痛で心を潰つぶし──それが多分、引き金になっちまったんだろう。

　それは一いつ瞬しゆんだった。

　背中で風が小さく動いたと思ったら、いきなり轟ごう音おんが炸さく裂れつ。

　金こん色じきに輝くデタラメな突とつ風ぷうが分ぶ厚あついカーテンのように渦うずを巻き、カゴメリンチを楽しんでいた連れん中ちゆうを木この葉はみたいに宙を舞わせた。まるで何かのコメディー映画みたいに、圧倒的過ぎる火力の差で御み火か速はや霊ひ流の炎えん術じゆつ使いのタマゴ達が、反はん撃げきどころか踏ん張る事すらできずに、オレの目の前で次々と吹っ飛ばされていったんだ。

　だから連中も、即そく座ざに悟さとったんだろう。

　自分が踏ん付けて遊んでいた尻しつ尾ぽが、実は眠れる獅し子しどころか伝説上のモンスターよりも恐ろしい相手だったって事に。そうと気付いた後の、連中の逃げ足の速いこと速いこと。瞬まばたき二回分くらいの間に、視し界かいの中からパッと消えちまいやがった。

　後に残ったのは、オレと気を失った美み風かぜだけ。

　それは美空ちゃんの次の標ひよう的てきが、二に者しや択たく一いつになったというシンプルな構こう図ずだ。

　そして選ばれたのは──美風だった。

　両腕に金色の『焔ほむら』を揺らす美空ちゃんが、ゆっくりと美風に歩み寄る。

　その様よう子すはどう見ても、妹を心配する姉の姿には見えなかった。一方で、倒れた美風はずっと気を失ったままで、ピクリとも動かない。豪ごう快かいに捲めくれたスカートもそのままに、イチゴのパンツも丸まる見みえ状態で──だったら、オレが動くしかねぇーじゃんか。

　そう思って、オレは美空ちゃんの背中に突とつ撃げきした。

　何も考えずに、とにかく突撃して背中から抱き付こうとした。

　──でも、無む理りだった。

　後あと一歩というところで熱風に弾はじかれて、オレまで木の葉みたいに宙を舞った。

　クルクルとキリモミ状に落下して、オレは顔面から地面に突っ込んだ。

　砂じや利りと一緒に、血の味が口の中に広がった。

　もちろん鼻血もダラダラで、メチャ痛かったけど──その程度で戦意を喪そう失しつするほど、オレは諦あきらめのいいお子様じゃなかった。むしろ闘志に火が付いた、って感じ？　それに孫そん子し先生だって仰おつしやっている。押してダメなら、押し倒せって。

　直ぐさまオレは起き上がって、今度は正面からタックルを仕掛けた。

　すると不ふ思し議ぎな事に、今度は熱風に邪じや魔まされなかった。

　理由は、判わからん。

　オレに興味を抱いたのか、ソレとも自分の手で命を手た折おってみたくなったのか───。

　ともあれ、正面から突とつ撃げきしたオレだったが、美み空そらちゃんはビクともしなかった。まるで現役の横よこ綱づなに突撃した小学生並みに、オレの突撃は威い力りよく不足だったらしい。逆に捕まえたつもりのオレの身体からだに、美空ちゃんの金こん色じきの『焔ほむら』が巻き付いてきたから、さぁタイヘン。振り払う事も引き千ち切ぎる事もできない『焔』の帯おびに、絡み付かれたワケだからな。

　そん時のオレの恐怖ときたら──正直、灼やき殺されると本気で思った。

　皮ひ膚ふの表面を金色の『焔』が焙あぶり始め、肉の焦こげる嫌な臭においがオレの恐怖に拍はく車しやをかけた。

　どんなに暴れようが、オレに巻き付いた『焔』の帯はビクともしない。

　逆に「ベキッ」と、左腕から骨が砕ける不ぶ気き味みな音が、オレを恐怖のドン底へと突き落とした。死にたくない。止めときゃよかった。とっとと逃げ出しておけばよかったと、泣き叫びながら──実際は、声も出せなかったが──後こう悔かいした。

　そんなオレの頬ほおを、美空ちゃんの手が愛いとしげに撫なでてくれた。

　白い指先で、ボロボロと溢あふれる大おお粒つぶの涙をそっとすくい──ペロリと唇くちびるに含む。

（────が──しい──）

　不意に、その唇から声がこぼれた。

（──っくり──熔とけて───つに──）

　淡たん々たんとした抑よく揚ようのない、それなのに歓かん喜きに打ち震えているような──そんな聞きたくもないような声だった。こんな声を聞くくらいなら、ド素人しろうとの量産型声せい優ゆうが演じるエロゲーの喘あえぎ声を聞いている方が、まだヌケる。

　それくらい耳みみ障ざわりな声だった。

（──命──肉と──肉と血を───）

　だから、もう止めろ。もうたくさんだ。

　つーか、これ以上は気が狂いそうになっちまう。

　恐怖に引き攣つる夢の中のオレを視るオレのイライラは、既すでに臨りん界かい点てんを突破していた。

（──息い吹ぶき──『焔』は月夜に───）

　だから、もう止めろっ、つってんだろっっっ！！！







　怒ど鳴なった瞬しゆん間かん、オレは白しらみ始めた空を目にして、そのまま身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　そこは日ひ取どりの里さとでも夢の世界でもなく──いつもの見慣れた、明あき羽ば神社の境けい内だいだった。

　まぁ、見慣れたとはいっても、多少は破壊の傷きず跡あとが残っているけど。

　倒れた石いし燈どう籠ろうとか穴の開いた狛こま犬いぬの台だい座ざとか、メチャクチャに飛び散った玉たま砂じや利りとか。

　一体、何があったんだ？

　つーか、なんでこんな所で寝ているんだ？

　ひょっとしたらオレ、まだ寝ボケているのか？

　バカな。あり得ん。仮にオレが寝ボケたのなら、行く先は美み空そらちゃんのベッド───。

「……あっ」

　そうだった。美空ちゃんだ……。

　自分のオデコをペシリと叩たたき、つい数時間ほど前の出来事を思い出す。

　この境けい内だいの荒れようも、それが原因じゃねぇーか。ついでに誰かさん達に寝ぐらを荒らされたせいで、今夜は境内で寝るハメになったんだっけ……。ったく、今日一日くらい、拝はい殿でんの中に泊めてくれたっていいじゃないか。いくら夏なつ場ばだからって、下へ手たすりゃ風か邪ぜを引くぞ。美空ちゃんが健けん在ざいなら、拝殿どころか母おも屋やの方に、温かぁ〜く招待してくれただろうになぁ〜。それを美み風かぜのヤツめ、なぁ〜にが「彩あや雲も姉ねえさんも居ないのに、優ゆう夜やを母屋に入れるなんてキケン過ぎるわ！」だ。誰が貴き様さまの部屋なんかに、忍しのび込むものか。

　オレはオレのポリシーに従い、断だん固こ、美空ちゃんの部屋に忍び込む！

「………」

　美空ちゃんの部屋に──か。

　呟つぶやき、自分の足元に視線を落とす。

　──情なさけない。思い出したダケで、脚あしが震えてやがる。

　こんな臆おく病びような人間が、誰の部屋に忍び込むだって？

　ケッ、自分で自分が笑えてくるぜ。

「……多くの人殺してける心ぞかし……か」

　有名な『竹たけ取とり物語』の一いつ節せつを口にして、けれどもオレは頭を横に振る。

　カグヤヒメ───。

　日本で一番有名な御お伽とぎ噺ばなしのヒロインにして、史し上じよう最悪の悪女。

　そして炎えん術じゆつ使いにとっての、最大の禁忌タブー────。

「………」

　冗じよう談だんじゃねぇー。

　美空ちゃんが、そんな野や蛮ばんで残ざん酷こくな女の子であるハズがない。バカバカしい。朝になっていつも通りに「おはよう、美空ちゃん」って声を掛けたら、笑顔で「おはよう、優夜くん」って返してくれるに決まっている。そうしたらまた、今まで通りの日常の始まりだ。ただそれダケの話じゃねぇーか。ビビる事なんて、なんにもねぇー。

「そうと決めたら、さっさと寝よ寝よ……」

　まだ暗いし、美み空そらちゃんだって、さすがにこの時間は夢の中に決まっている。

　自分を納なつ得とくさせると、オレは再び縁えん側がわの上に寝ね転ころがった。

　寝転がったけど……クソ、脳のう味み噌そが冴さえちまって眠れやしねぇー。

　オレは眠れないまま瞼まぶたを閉ざし続け、無限に増ぞう殖しよくする羊ひつじの群れを延えん々えんと数え始めた。

「───クション！」

　頭から被かぶる布ふ団とんがない事を、今日ほど恨うらめしく思った事はない。

　つーか、夏なのに、ちょっと寒くない？




　　　　　　　　　◇◇◇




　それでもちゃんと眠ってしまえるんだから、オレって凄すごい。

　寝ね床どこもマクラも変わっても、オレの睡すい眠みん欲は無限大だい。

　よく食べて、よく動き、よく眠る。

　これぞ超ちよう々ちよう健康優良児じ・美みヶか速はや優ゆう夜やの健康の秘ひ訣けつだ。

　さぁ、瞼をパッチリ開けて、清すが々すがしい朝の光を───。

「………」

　瞼を開けたら、そこにはグニャグニャと歪ゆがむ薄うす汚よごれた天てん井じようがあった。

　──天井？　あれ？　オレ、外で寝ていたハズだよな？

　しかも、奇き妙みように暑あつ苦くるしい。

　拝はい殿でんの縁側で寝ていたハズのオレが、目が覚めたら何ど処こかの部屋の中ってダケでもワリと驚きなのだが、この暑苦しさとグニャグニャに歪んだ視し界かいはもっと驚きだ。一体、どういう状況なんだ？　それを確かめようと身体からだを起こし──って、なんじゃこりゃあ!?

　オレは何度も、目を瞬しばたたかせた。

　身体が毛布で包まれていた。しかもご丁てい寧ねいに、紐ひもまで結ばれていた。

　……スマキ？

　え？　これってどう見ても、簀す巻まきだよね？

「………」

　って、誰だ！　こんなフザケだイタズラを仕掛けたヤツは!?

　オレはクワっと目を剥むいた。

　ナメやがって。これくらいでオレの自由を封じたと思ったら大おお間違いだぜ！

　つま先を揃そろえてピンっと天井に伸ばし、一気に下ろす。その反動と背せ筋すじを使って、コメツキバッタの如ごとく跳ね上がり、シュタンと着地。一〇・〇〇の着地を決めて──決めてから……って、アラ？　あらららら〜〜？

　くらくらくらぁ〜〜。

　激しい目まいに、オレの意思とは無関係に膝ひざが崩れた。

「わっ、ダメよユウくん、まだ無む理りしたら！」

　と、部屋に入ってきた唯ゆい子こが、慌あわててオレに駆け寄った。

　倒れかけたオレを支えてくれるのは、非常にありがたいのだが───。

「取りあえず唯子……」

「うん？」

「いいからとっとと、このクソ熱い毛布を外してくれ……」

　熱くて熱くて、のぼせ気味の頭がクラクしていて……正直かなり辛つらい。

「ああ、ホラ。いいから大人おとなしく横に……えいっ！」

　ゲシッ！

　言うと同時に、唯子はオレの足元を思いっ切り蹴けり飛ばした。

　いきなり足元をすくわれて、抗あらがう事もできずにフトンの中へと叩たたき付けられるオレ。

　イジメか？　これってやっぱりイジメなのか？

「目が覚めたところで、さぁ、ユウくん♪」

　コテンとオレの横に転がる唯子。

　そのオレを見る瞳ひとみの輝きは、まな板の上の鯉こいを見つけたネコのようだった。

「……な、なんのつもりでしょうか、唯子さん？」

　我ながら滑こつ稽けいなくらいに声が震えていた。

　多分、養よう豚とん場のブタですら、ここまで哀あわれな声は出せまい。

「もう、判わかっているクセにぃ〜。一緒にぃ〜、そ・い・ね♪」

「せんでいい！」

　メキッ！

　今度は顔面にグーが飛んできましたよ？

「なによ、本当は嬉うれしいくせに。それともアタシに添い寝されて嬉しくないなんて……まさかユウくん、不能になっちゃったとか？」

「失しつ敬けいな事を言うな！　つーか、いきなり殴なぐんな！」

「あっ、でも、ホラ。こうやってくっ付いていると。思い出さない？　里さとに居た頃、一緒に古ふる井い戸どに落ちちゃった時の事とか」

　聞けよ、人の話を……。

　しかもアレは一緒に落ちたというか、オレが唯子に突き落とされたと記き憶おくしていたが。

　挙あげ句くに、助けに降りてきたまでは良かったものの、結けつ局きよく自分も登れなくなって一晩一いつ緒しよに井戸の底で過ごすハメになったダケだろ。危うくミイラ取りがミイラになるっていうか、高い場所から降りられなくなった仔こ猫ねこにも劣る計画性を、どうにかしてくれ。

「寒くて、こうやって一緒に温め合ったっけ……」

　そうだったか？

　それもオレの記き憶おくだと、寒い寒いとダダをこねてオレの服を強ごう引いんに剥はぎ取って、それでもまだ寒いとオレを湯タンポ代わりに抱きしめていたダケだろ。

　つーか、いい加か減げんにこの毛布と紐ひもを解ほどいてくれ……。

「あ、優ゆう夜や。目が覚め──って、なにやってんのよ、アナタ達は……」

　そこへ美み風かぜが、手に洗面器とタオルを持って部屋に入ってきた。

　オレを見るなり呆あきれた顔をしやがったが、いっておくが悪いのはオレじゃねぇーぞ？

「……なんでもいいから、この毛布をなんとかしてくれ」

「え〜。だってユウくん縛しばっておかないと、毛布とか蹴け飛とばしちゃうんだもん」

「それと添い寝は、全く関係ないでしょ！」

　ゴツンッ！

　唯ゆい子この後こう頭とう部ぶに突き刺さった美風のチョップが、小こ気き味みのいい音ね色いろを奏かなでた。

　ザマァ〜ミロ。

「何すんのよっ！」

「何すんのよじゃないわよ。コレじゃ却かえって、優夜が苦しいダケじゃない」

　美風は肩を怒らせながら、オレをスマキの戒いましめから解放してくれた。

「……ふん、だ」

　唯子は不ふ服ふくそうに唇くちびるを尖とがらせたが、知った事じゃない。これでやっと自由だが……けれどもオレは、布ふ団とんから起き上がらなかった。いや、正確には起き上がれなかった。さっきの唯子とのやり取りで、かなりの体力を消しよう耗もうしてしまったらしい。

　だが、ちょっと妙みようだな。

　なんだってこんなに、オレは疲れているんだ……？

　ボーっとした脳ミソを捻ひねっていると、美風が体温計を差し出してきた。

「ホラ、取りあえず熱を計って」

「はぁ……？」

　オレは怪け訝げんな眼まな差ざしで、美風を見やった。

「……ひょっとして優夜？　自分に熱があるって自覚、ないの？」

　熱って、このオレが……？

　取り敢えず、受け取った体温計は脇わきに挟むけど……そんな呆れた顔をするなよ、美風。

　確かに息苦しいし身体からだもダルイ。それに──ズズッ──鼻はな水みずも出ている。挙あげ句くに前ぜん頭とう葉ようの辺りなんか、まるで彩あや雲もさんのアイアンクローで締め付けられている……つーか、うん。指折り数えてみたら、コレは確かに噂うわさに聞くところの『風か邪ぜ』の症状にピッタンコ？

「そういえばユウくん、風邪で高熱を出すなんて初めてなんじゃないの？」

「むぅ……」

　確かに、唯ゆい子このいう通りだろう。オレも記き憶おくしていない。

　しかし、この超ちよう々ちよう健康優ゆう良りよう児じたるこのオレが、軟なん弱じやくにも風か邪ぜを引くだなんて、随ずい分ぶんと堕だ落らくしたものだ──と、いいたいところだが……。コレが「風邪」で「高熱」というヤツか。知識としては知っていたが……くぅ……コイツは、思っていた以上に…ツライかも………。

「はぁ〜。風邪を引いた事がないって、優ゆう夜やってやっぱり……」

「やかましい、美み風かぜ……。その先をいったら、この状態からでも押し倒す……」

「そんな女を押し倒さなくっても、あたしなら何い時つでもドコでも準備はＯＫよん♪」

「お前も黙っとれ──ゲホッ、ゲホッ……」

　唯子に看病されるなんて、真まっ平ぴら御ご免めんだ！

　病やまいで動けなくなったオレは、飢うえた野や獣じゆうの檻おりに放り込まれた高級松まつ坂ざか牛ぎゆうと同じだ。ココがチャンスと舌なめずりする唯子が、一体どんな既き成せい事実を成立させるつもりなのか、判わかったもんじゃねぇー。つーか、例えどんな状況であれ、唯子の調ちよう略りやくでオレの股こ間かんがトリガーハッピーになるようなシチュエーションなど、そんな屈くつ辱じよくには耐えられん！

「ほら、落ち着きなさいよ優夜。熱を計ってんだから、興奮しないの」

「そうそう。照れない照れない。下しものお世せ話わだって、ちゃんとするから♪」

　せんでいいから、頼むから里さとに帰ってくれ……。

　ニコやかにシビンを取り出す笑顔の唯子に、余よ計けいに疲労が滲にじみ出してきた。

　全く、こんな事なら昨夜に妙みようなフォローなんか入れるんじゃなかった。そうすりゃ唯子だって大人おとなしく里に帰ったかもしれねぇーし、オレだってテントを吹き飛ばされる事もなかったかもしれないし、野の宿じゆくをして風邪を引く事も……それに、美み空そらちゃんだって───。

　ＰｉＰｉＰｉＰｉ───。

「っと……」

　電でん子し体温計の電子音に、オレは思し考こうを中断する。

　危ない危ない。危うく埓らちのない仮定の泥どろ沼ぬまに足を突っ込むところだった。

「あ、計れたみたいね。え〜〜と………えっ…？」

「ちょっと、自分だけ見ないで、あたしにも見せなさいよ」

　美風の手元の体温計を覗のぞき込むように、顔を突っ込む唯子。

　と、二人の眉まゆ根ねが厳きびしく歪ゆがんだ。

「うわっ、三十九度二分……」

　うわっ、とか言うなぁ！

　──でも、三十九度二分とは、道どう理りでしんどいワケだ。

　それに体温を聞いたら、余よ計けいに目め眩まいが激しくなってきやがった……。我ながら、なんとも判りやすい反応だ。まぁ、オレの場合、高熱を出す体験なんてなかったから、それに対する耐たい性せいがないってのも原因なんだろうけど……。

　これは大人おとなしく、横になっているしかないか。

　無む駄だに体力をスリ減らして四十度を突破したら、冗じよう談だん抜ぬきでシャレにならん。

「取りあえず絶対安あん静せい。今日はとにかく、大人しくすること。薬とか食事とかは、わたしが用意してあげるから。いいわね？」

「あたしも手伝う」

　言うが早いか、二人は慌あわただしく部屋を飛び出していった。

　その様よう子すに、なんでだろう？　漠ばく然ぜんとした不安が、胸をよぎってしまうのは？　しかもこういう嫌な予感に限って、よく当たるものと相そう場ばは決まっている。例えばコレ。この氷ひよう嚢のう。妙みようにゴツゴツした感かん触しよくだと思ったら、氷ばっかで水が入ってねぇーときた。ったく、これが美み空そらちゃんなら、看病から下しもの世せ話わまで安心して任せられるのに……。

「………」

　そういえば、なんで美空ちゃんは居なかったんだろう？

　つーか、なんでオレは美空ちゃんの様子を一言も訊たずねなかったんだ？

　硬い氷嚢を頭の後ろに敷いて、オレは薄うす汚よごれた天てん井じようのシミを眺ながめながら思った。

　……まさかオレ、無意識の内に美空ちゃんを避けようとしていないか？

　ぱっと浮かび上がったその考えを、しかしオレは即そく座ざに否定した。

　バカな。あり得ん。朝になったら普通に挨あい拶さつを交わして、いつもの日常を取り戻す予定だったハズだろ。それがなんだ？　無意識の内に避けている？　バカバカしい。そんなデタラメな発想を突とつ拍ぴよう子しもなく思いついてしまうとは、オレの脳ミソは熱でもあるのか？

　……いや、あるんだっけ、実際に。
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「え〜と……三十六度九分。ちょっと高めだけど、取りあえずは平熱ね」

「……うん」

　受け取った体温計にホッとしながら、美み風かぜはベッドの中で小さくなる美空を見やった。

　今にも泣き出しそうに震える睫まつ毛げに、美風は声を詰まらせる。

　そして唐とう突とつに降り積もる沈ちん黙もくの澱よどみ。

　今け朝さから自室に閉じ籠こもった切りの美空は、今もベッドから出ようとはしない。

　美風は小さく嘆たん息そくした。

　理由は──判わかり切っていた。

　昨夜の一件。

　それが全てだった。

「……ごめん、美風……」

　と、不意に沈ちん黙もくを破って、美み空そらの声がポツリと響ひびいた。

「べ、別に謝る必要なんてないから。姉ねえさんは取りあえず……その……落ち着くまで、ゆっくりと眠っていたらいいと思うから」

「うん……。ねぇ、美み風かぜ……。優ゆう夜やくんの様よう子すは、どうだった……？」

　やっぱり、それを訊たずねてきた。

　美風は一ひと呼吸を入れ、あらかじめ用意していた台本を読み上げるようにいった。

「ん〜〜。熱があるから少しは辛つらそうだったけど、別に問題ないんじゃない？」

「………」

　ベッドの中から向けられる不安そうな眼まな差ざしに、美風は敢あえて気が付かないフリをした。

　その眼差しの意味を、美風はほぼ正確に理解している。

　だが───。

「野の宿じゆくしたくらいで風か邪ぜを引くなんて、弛たるんでいる証しよう拠こだわ」

　美空の眼差しを遮さえぎるように、美風は憤ふん慨がいしてみせた。

　実際、優夜に対して全く怒ってないといえば、そうでもないのだ。優夜がこの神じん社じやに来て以来、なにかと頭痛と騒そう動どうの種たねが尽きた事がない。毎日毎日、問題ごとばかり。それが優夜一人ダケならともかく、巻き込まれる方としては堪たまったものではない。

　別に賑にぎやかなのが、悪いとは思わない。

　けれども、自分のペースを乱されるような苛いら立だちを感じてしまう。

　ましてや今回の一件は、遂ついに美空まで深く巻き込んでしまった。

　いつかはこんな事になるのではと、密ひそかに危き惧ぐしていた通りに───。

　そして危惧しておきながら、いつしかソレを見て見ぬフリをしてきた自分自身に───。

「ねぇ、美風……。私は大丈夫だから、優夜くんの様子を見てきてくれない……？」

「優夜なら、放っておいても大丈夫よ」

　ゾウが踏んでも壊れない、大おお昔むかしの筆ふで箱ばこみたいな頑がん丈じようさダケがとりえの優夜だ。

　よもや風邪を引いたくらいで、どうこうなるほどヤワでもないだろう。

「お願い、美風……」

　だが、美空が縋すがるような眼差しを向けてくる。

　美風がこの世で最も苦にが手てとしている、捨てられた仔こ犬いぬのような眼差しを。

「う……」

　その目を向けられると、美風は極きよく端たんに弱い。例えどんなに理り不ふ尽じんな要求でも──実際に、美空が理不尽な要求をした事はないが──頷うなずいてしまう。

「判わかったわよ、姉さん。だからそんな目をしないで……」

　結局、美風は美空に約束をすると、優夜の看病をするために部屋を後にした。

　それになんのかんのといったところで、優夜を全く心配していないかというと、ソレもまたウソになってしまう。オマケにいうと、今の優ゆう夜やをほったらかしにしていたら、間違いなくあの唯ゆい子ことかいう女が張り切って看病をするに違いない。

　階段を降りると、台所の方から鼻はな歌うたらしきものが聴きこえてくる。

　見れば案あんの定じよう、唯子が料理か何かを作っているところだった。

　あの女が甲か斐い甲が斐いしく看病する光景を思い浮かべると、それはそれで腹が立つ。

　百歩譲ゆずって、それで優夜が全快するならいいが、却かえって悪化する可能性も捨て切れない。

　そして理由はどうであれ、優夜の病状が悪化したと知れば、美み空そらは感じる必要もない罪ざい悪あく感かんに心を痛めるだろう。それダケは避けなければならない。自分の課せられた使命は、遅くても夜までには帰ってくる予定の彩あや雲もが戻るまで、最悪でも現状を維い持じする事なのだ。

　何があっても美空を不安にさせる事なく、ゆっくり静かに休ませる。

　そうすれば、やがて危機は嵐あらしのように過ぎ去って、元の日常が戻ってくるだろう。

　美み風かぜは自分にいい聞かせながら、キッチンで何かを作っている唯子の背後に───、

「♪〜〜」

　気配を消して、忍しのび寄った。
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「……ヒマだ」

　ぼんやりと天てん井じようを眺ながめながら、オレは呟つぶやいた。

　横になっている間、ずっと同じ事を考え続けていた。

　すなわち、昨夜の事と──美空ちゃんの事。

　交互に訪れる浅い眠りと覚かく醒せいの狭はざ間まで、幾いく度どとなく考えを巡らせてみた。

　でも、思し考こうの行き着く先は堂どう々どう巡めぐりで、ロクな結論が出る前に気がつきゃ浅い眠りに沈んでいる。そんな事を何度も繰り返して、だんだんと考える事が億おつ劫くうになってきた丁ちよう度どその時、卜タトタと部屋に近付く足音に気がついた。

「入るわよ、優夜」

　静かに引き戸を開けたのは、エプロンを着けた美風だった。

　手にしたお盆ぼんには、いい感じに湯気を噴ふき出す土ど鍋なべと小こ鉢ばち。

　たったソレだけなのに、いつもの粗そ野やで乱暴な美風の雰ふん囲い気きが掻かき消えているように感じてしまうのは、なんでだろう？

「具合はどう？」

「変わりねぇーけど……取りあえず、喉のどが渇かわいた………」

「うん。そう思ってスポーツ飲料水も買ってきた。風か邪ぜであんまり汗をかき過ぎちゃうと、脱水症しよう状じようになるからって。だから、水分の補給は小まめに必要らしいわよ」

　美み風かぜが差し出したコップを受け取り、ゆっくり一ひと口くち分を咥こう内ないに含む。

　ああ、ウメェ……。

　ヒンヤリと冷たい甘かん味みを含んだ液体が、ザラついた舌を溶かして喉の奥を湿しめらせる。

　微かすかに流れた咥内の清せい涼りよう感かんに、生き返った気分だ。

「お粥かゆを作ってきたから、ちゃんと食べてよね。それから薬ね……」

「……薬だけ、くれ」

　食欲なんかカケラもねぇーから。

「ダメよ。胃の中が空からっぽで薬なんか飲んだら、お腹なかを痛めるんだから」

　諌いさめるように、細い眉まゆを美風は吊つり上げる。

　本気で怒っているワケでもなく、さりとて有う無むを言わせない微び妙みような面おも持もちだ。

「じゃあ、ちょっと待ってて。今、よそってあげるから──」

　そして土ど鍋なべの蓋ふたに手を伸ばす美風の姿に、オレの心しん臓ぞうは何な故ぜか早足になっていた。

　ううむ……恐るべしは、風邪の熱か。この熱のせいで思し考こうがボーっとして、ワケも判わからず美風が可か愛わいく見えてしまうとは──ゲホッ、ゲホッ！

「わっ。大丈夫、優ゆう夜や？」

　スリスリ、スリスリ───。

　あああっ、かいがいしく背中を擦さするんじゃねぇー！

　今日の美風はオオカミさんか!?　そんなに接近して、顔を近付けたら───！

「あっ……」

「ぐっ……」

　ホラ、目と目が合っちまったじゃねぇーか……。

「………」

「………」

　ちょっと吊つり目がちで、微かに赤あか味みを溶かしたような茶色の瞳ひとみ。

　朱しゆ色いろに染まった白い頬ほお。

　熱っぽいのは美風の瞳か？　それともオレの思考か？

　ドクン、ドクンと脈打つ鼓こ動どうに、全身が金かな縛しばりにあったみたいに動かない。

　──カチャンっ！

『───っ!?』

　刹せつ那な、瞬しゆん間かん移動みたいな速さで、オレと美風は飛び退すさった。

　普段からこれくらいの身しん体たい操作が可能なら、彩あや雲もさんの拳こぶしどころか、飛んでくる銃じゆう弾だんだって躱かわせるかもしれない……けど……だとしてもだ。

「………（くらぁ〜）」

　現在進行形で高熱にうなされている人間には、負ふ担たんが大き過ぎる……。

「わっ、優ゆう夜や!?　ホラ、しっかりしてよ」

　美み風かぜに支えられながら、オレは布ふ団とんの中に戻った。

　今度もさっきと負けず劣らず、かなり密着した状態だったのだが……流石さすがにココまでフラフラになるとなんの反応も起きやしねぇー。胸のスイッチはピクリとも動かず、股こ間かんのハッピーホイッスルも眠ったまま。結局、人間を動かしているのは『心』なんだろうけど、その『心』を支えているのは『身体からだ』だって事だ。『心』と『身体』は主しゆ従じゆうみたいな関係なんかじゃなくて、車輪の両輪。どっちも同格のパートナーで、大切なのはバランスだって事で……。

「むぅ……」

　──なんて、心体の理ことわりに思いを馳はせている場合じゃない。

「取りあえず、今はゆっくり休んで」

　いわれるままに、布団の中で大人おとなしくなるオレ。

　まぁ、それにしても───。

「………」

　お互いに目め線せんを切った時、チラっと映った美風の眼まな差ざしが名な残ごり惜おしそうだったなんて、きっと見み間ま違ちがいか目の錯さつ覚かくに決まっていると思い込みたいファンタジー。

　……何いってんだろ、オレ。

　ちなみにオレと美風を高速で離り脱だつさせた音の正体は、小こ鉢ばちの上を滑すべったレンゲだった。

　こんな小さな物音に過か敏びんに反応するなんて、オレも美風もどうかしている。ましてや熱ごときで美風を意識するなんざぁ、オレの思し考こう回路……いや、嗜し好こう回路もヤキが回ったもんだ。呆あきれちまうね、全く。これ以上、変な事を考えちまう前に、美風の作ったお粥かゆでも食って大人しく寝るとしよう──って、美風の作ったお粥ですと？

「はい、優夜。熱いから、気をつけて食べてよね」

「………」

　美風の差し出した椀わんの中身に、オレはいい知れぬ戦せん慄りつを覚えた。

　まず、目につくのが黒い粉。白い粥の表面に、黒ゴマを磨すり潰つぶしたような粉が大量に混じっている。それになんか、匂においも変だ。ハナミズで詰まった鼻でも判わかるほど、漢かん方ぽう薬やくに似た独特の匂いがプゥ〜ンって漂っている……。

　コレは本当に食い物……なのか？

「最初にいっておくけど、コレは薬やく膳ぜん粥ですからね。京きよう都とで教えてもらった薬やく草そうを数種類、お粥と一緒に炊たいたダケよ。……まぁ、そのせいで風ふう味みは漢方薬に近いし、味も保証できないけど、その代わり身体には良いし風か邪ぜにも効くから」

　薬やく膳ぜん粥がゆ……ねぇ……。

　オレは椀わんの中身に視線を落とした。

「もう、どうしたの優ゆう夜や。いっつも意い地じ汚きたないくらい、ゴハンを食べているクセに」

　ああ、そりゃ普段のオレは、少しは意地汚いだろうさ。

　食える時に食っておくってのが、オレの胃い袋ぶくろライフだから。

　けど、それは口に含んで咀そ嚼しやくして、疑問もナシに飲み込める料理に限った話だ。

「あっ。ひょっとして、優夜……」

　って、なんだその何かを含んだ湿しめった目め線せんは？

　とてつもなく嫌な予感に震えるオレを無視して、美み風かぜは小こ鉢ばちの粥をレンゲですくった。

　そしてフゥ〜フゥ〜と息を吹き掛け──って、おい。

「はい、優夜。コレでいいんでしょ」
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　怒ったような照れたような、茹ゆでタコみたいな顔でレンゲを突き出す美風さん。

　ソレをヘビに睨にらまれたカエルの如ごとく、脂あぶら汗あせを浮かべて凝ぎよう視しするオレ。

　ドコでそんな知識を手に入れてきやがった？

　つーか、食えと？　オレに「ア〜ン」されたコレを、食えと？

「は、恥ずかしいんだから、早く食べなさいよ！」

「恥ずかしいんったら、別に無む理りをせんでも───」

「ムッ……（ギラリ）」

「ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　パクッ───。

　有う無むを言わせぬ眼光に、オレは差し出されたレンゲを一口に咥くわえ───。

「───っ!?」

　一いつ瞬しゆん、薄はつ荷かみたいな刺し激げきが鼻び梁りようを貫つらぬいた。

　直後にドギツイ苦にが味みの暴風が、味覚の全てを瞬またたく間に席せつ捲けん。

　な、なんじゃコリャ……？　自分がお粥かゆだと信じ切っているオハグロを口くち一いつ杯ぱいに含んだような不快感に、目め眩まいすら感じた。不ま味ずいとか、不味くないとか──そういう次元じゃない。

「あのねぇ。そんな真まっ青さおな顔をしないでよ。さっきもいったけど、薬なんだから。だから……その………お、美お味いしくなくったって当然なの！」

　ほう……。あくまでも不味いのは、薬だからといい張るつもりか……。

　モゴモゴと口の中を動かしながら、美み風かぜを見やる。

「はい、ア〜〜ン」

「………（パク）」

　──とかいいながら、なんで二口目まで食べるかな、オレ？

　意識も味覚も拒きよ絶ぜつ反応を示しているのに、口が勝かつ手てに動いていた。

　喉のどの奥に嫌な感かん触しよくを流し込む度たびに、これで打ち止め、もう限界とか思いつつ、三み口くち目め、四口目と食べているオレが居た。これが他ひ人と事ごとなら、肩を竦すくめて部屋から出て行くところだ。イカレたバカップルが醸かもし出す甘ったるい空気に耐えられるほど、オレの精神は頑がん強きようじゃない……って、ちょっと待て。

　なんでオレと美風が、バカップルみたいな真ま似ね事ごとをしなけりゃならんのだ。

　そんな事よりも、訊きかなきゃならん事がオレにはあるだろ。

　美み空そらちゃんの様よう子すとか、身体からだの方は大丈夫なのかとか──ジャリ──って、はい？

「………？」

　今、口の中で「ジャリ」って音がしませんでしたか？

　オレの知る限り、粥の中身にこんな音のする具ぐなんてねぇーぞ。でも、さっきの食感が勘かん違ちがいではない証しよう拠こに、奥おく歯ばの間には確かに硬くて粉っぽい、炭を齧かじったみたいな苦にが味みが挟まっている。黒コゲにした焼き魚に似ているような、ちょっと違うような……。

　………。

　まさか、コレって───。

「なぁ、美風……。お前まさか………」

　ゴクリと、喉を鳴らす。多分、今のオレって、もの凄すごく情なさけない顔をしていると思う。

「お粥の中に、イモリの丸焼きとか入れてねぇーだろうな？」

　恐る恐る、訊たずねる。

「あのねぇー、優ゆう夜や？　今時、そんなマンガみたいな真ま似ねをするワケないでしょ？」

「……だよなぁ」

　眉み間けんにシワを寄せる美み風かぜに、オレはホッと胸を撫なで下ろした。

「食べやすいように、ちゃんと粉ふん末まつ状にして入れたに決まっているじゃない」

「って、入れたんか！」

「え？　だってイモリの丸焼きは風か邪ぜにも効く健康食品だって………アレ？」

「全然違う！　イモリの丸焼きは媚び薬やくだ！　もしくはホレ薬だ！　ついでに言うと、イモリの成分はナチュラルに毒どく物ぶつだ、このバカっ！」

　と、吼ほえた瞬しゆん間かん、騒そう々ぞうしい足音がコッチに向かって迫ってきた。

　ドカンッと衾ふすまを蹴け破やぶるような勢いで、部屋の中に飛び込んできたのは唯ゆい子こだった。

「高たか倉くらの雌め狐ぎつね！　何を姑こ息そくに抜ぬけ駆がけしようとしているかぁ！」

　抜け駆け？

　怪け訝げんな眼まな差ざしを美風に向けると、美風の目め線せんが畳たたみの表面を彷徨さまよった。

「いきなり当あて身みをしておいて、あたしが居ない間に何をするつもりだったのよ！」

　当身？

　物ぶつ騒そうな言葉に眉まゆ根ねを寄せると、美風の目線が天てん井じようを彷徨う。

「覚かく悟ごなさい、高倉の雌狐───ッッ！」

　肩を震わす唯子の背後で、大気がいびつにグニャリと歪ゆがむ。

　まさか唯子のヤツ、こんな狭い部屋で『焔ほむら』の羽を使うつもりか!?

「この、バカ！」

　叫ぶと同時にオレは布ふ団とんを跳ね飛ばし、足の裏うら全体を使って一気に畳を押し抜いた。彩あや雲もさんの動きを真似して学んだ、重心のみをスライドさせる独特の歩ほ法ほう。多分、抜ばつ刀とう系けいや居い合あい系の足あし捌さばきなんだろうけど、跳ぶんじゃなくって滑すべるように前に──出る！

　──ハズだったんだけど、膝ひざに力が入らなかった。

　達たつ人じんともなれば、三間けん（五・四メートル）の間合いですら制せい空くう権けんとする奥おう義ぎの歩法。

　けれども哀かなしいかな、オレが踏み出した距離は、三間どころか一間にも満たなかった。

　カクンと崩れた上半身は、そのままもち直す事すら叶かなわず、前のめりに転倒。

　ガシッ──ズルッ！

「ひっ───」

　倒れた拍子に、突き出した指先に何かが引っ掛かったか？

　目線を向けると、伸ばした腕が唯子のデニムのミニスカートを掴つかんでいた。

　そしてそこからニョキリと生はえる、二本のあんよ。

　ゆっくりと視線を上げると、膝ひざ小こ僧ぞうさんとコンニチワ。

　更に上に向って顔を動かすと───。




　………。

　………………。

　………………………。




「なぁ、唯ゆい子こよ………」

「……なぁに？」

「お前に黒いパンツは、まだ早い」

「うるさいっ！」

　ゲシッ！

　直後、黒い下着に包まれた脚あしが、オレの顔を踏み抜いた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「はぁ……」

　便べん座ざに座り、オレは大きなため息を吐き出した。

　疲れた……。いや、正しよう味みな話メチャ疲れた……。

　アイツらはオレを看病するつもりなのか、それともトドメを刺すつもりなのか……？

　ＰｉＰｉＰｉＰｉ───。

　あ、体温が計れたか。どれどれ……ン？

　三十九度六分……。さっきより、熱が上がってるじゃねぇーかよ、おい……。看病された方が、される前より悪化しているなんて本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはしい。

　コレは思っていた以上に、事じ態たいは深しん刻こくなのかもしれん。

　四十度に近づく高熱に、腹はら具ぐ合あいもなんだかおかしくなってきた。加えて、お互いの足を引っ張る事すらあれ、一向に協力の姿勢を示さない美み風かぜと唯子……。このまま事態が進んだら、オレの病院送りは時間の問題だ。いや、行き先が病院ならまだいい。病院をスキップして、いきなり火か葬そう場ばなんかになった日には、目も当てられん。

「いつもなら、こんな時に美み空そらちゃんが……」

　………。

　いや、止めておこう。

　今は美空ちゃんに、どんな顔をして逢あいに行けばいいのかすら判わからん。

　それは多分、美空ちゃんだって同じだろう。それに美空ちゃんも、今け朝さから体調崩くずしているみたいだから、そんな状態でオレの風か邪ぜがうつったら大変だ。だから、ここは美空ちゃんにすがるより、自力で切り抜ける方策を考えよう。

「………とはいえ、コレでは……」

　壁に手を当てないと、自分の体重を支える事すら危うい。

　……とっとと部屋に帰って、大人おとなしく寝てよう。確かに高熱だけど、オレの体力なら二、三日も寝てりゃあ治るハズだ……多分。後はまともな風か邪ぜ薬ぐすりさえ入手できれば、もっとマシになるんだろうけど、美み風かぜと唯ゆい子こにソレを期待するのは自殺行こう為いだろうし──ん？

　トイレから出たオレの足元に、小さな紙かみ袋ぶくろがポツンと置いてあった。

　怪け訝げんに思いつつも、紙袋を拾い上げる。ガサガサと袋の中に手を突っ込むと、中から出てきたのは市販のプリンと、顆か粒りゆうと錠じよう剤ざいの二種類の飲み薬。そして丁てい寧ねいな文字が書かれた、一枚の紙切れだった。




『風邪の具合はいかがですか？　プリンと一緒に薬を用意したので、あまり具合が良くないようなら使って下さい。顆粒は胃を保護する薬で、錠剤が風邪薬です。錠剤は少し強めで胃が荒れるので、必ず顆粒から先に呑んで下さい。後、熱が高いと汗を沢たく山さんかくので、水分は小まめに摂とって下さい。

　夏なつ風邪は拗こじらせるととても辛つらいので、少しくらい元気になっても無む理りをしないで、ゆっくりと養よう生じようして下さい。


それではどうか、お大事に───　』






「……アホか」

　ポツリと、オレは呟つぶやいた。

「アホか、オレは……！」

　グッと拳こぶしを固く結び、もう一度、吐き捨てるように呟く。

　メモ書きに名前はなかった。けれども、丁寧に書かれた綺き麗れいな文字は、それが美み空そらちゃんの字だと直ぐに判わかった。何よりこういう細かい気き遣づかいができる子は、この神社には美空ちゃんをおいて他に居ない。それなのに、オレは……救いがたい、大アホだ。オレがグダグダといい訳を並べている間にも、美空ちゃんはオレの心配をしてくれていたのに、それなのにオレはどうだ？　美空ちゃんのために、何かできないかと一度でも考えたか？

「………」

　頭が、揺れた。

　無意識の内に壁に寄り掛からなければならない程ほど、体力が消しよう耗もうし切っている。

　だが、だとしても───。

　オレはゆっくりと、フラつく足を、脱だつ衣い場じように向かって踏み出した。




　　　　　　　　　◇◇◇




「……で、何をやってんだ、お前らは？」

　自分の部屋に戻ったオレは、およそ想そう定てい外がいの光景に唖あ然ぜんとした。

　オレの布ふ団とんの中に潜もぐり込んでいる唯ゆい子こと、ソレを引きずり出そうとする美み風かぜに。

「あ、ひどいのユウくん。この女！」

「何がひどいのよ！　ふざけてないで、さっさと布団から出なさい！」

　ズルズルと引きずり出される唯子の姿に、オレはため息をついた。

「ああん、もう……。せっかくアタシの温ぬくもりでお布団を暖めていたのにぃ〜」

　木きの下した藤とう吉きち朗ろうか、貴き様さまは……。

　微び妙みように頭が痛いが、今はそんな事もいってられん。

「悪いけど唯子。なんかもう大丈夫そうだから。ンな事はしなくてもいいぞ？」

　いたって平気そうな声で、オレはいった。

　ともすれば、歯の根がガチガチ鳴り出しそうになるのを必死に抑えて。

「大丈夫って……あんなに熱が出てたのに、もう？」

「ユウくん。別に無む理りしなくてもいいんだよ？　この唯子さんが、看病してあげるんだから」

　突然の全ぜん快かい宣言。やっぱり納なつ得とくがいかないか。

　戸と惑まどいを隠かくし切れない眼まな差ざしを、唯子も美風もオレに向けてくる。

「いや、本当に大丈夫だから。……ひょっとしたら、イモリの丸焼きが効いたのかもな。世の中万ばん事じ、塞さい翁おうが馬うまってね。サンキューな、美風」

「え？　えっと……ありがとう……なの？」

「なによ、その微妙な疑問系けいは」

「う〜〜ん。でも、本当に大丈夫なの？」

　怪け訝げんそうに訊たずねる美風。

　ったく、疑うたぐり深い女め。だが、こんな事もあろうかと、コッチも準備は万ばん端たんだ。

「本当だって。熱も引いてるからさ、ホラ──」

　美風の腕を掴つかむと、強ごう引いんにオデコに触れさせた。

「え──。あっ───アレ？」

　美風は大きな瞳ひとみをパチクリとさせた。

　冷たかろう？　冷たくて当たり前だ。風ふ呂ろで頭から冷水を浴びて、頭といわず身体からだ全体を強制冷れい却きやくしてきたからな。美風の手のひらどころか、体温計を騙だます事すらチョロイもんよ。まぁ、その代だい償しようっていうか、アレだね。そろそろ立っているのも、辛つらくなってきたけど……。

「確かに熱は下がっているみたいだけど、なんだか逆にすごく辛そうなんだけど？」

「それにユウくん、顔色がなんか蒼あおいし……」

「うん。唇くちびるだって、ムラサキ色だし……」

「なんかアヤシイ……」

　猜さい疑ぎに満ちた二組の眼まな差ざし。

　ならば───。

「ならばとくと視みやがれ！　この健康美び溢あふるる男の美び肉にくを──うりゃ！」

　二人が制止する間もなく、オレは上着を脱ぎ捨てた。

「ひっ───」

「キャ────」

　そしてボディービルダーの如ごとく、鍛きたえ抜かれた鋼はがねの肉体でポージング。

　ミロのヴィーナスとだってタメが張れる肉体美に、二人の首が真まっ赤かに染まった。

　染まりつつも、オメメはしっかりオレの裸ら体たいにロックオン。

　視られているよ、ママァ〜ン。

　ボク、毛け穴あなの奥まで視し姦かんされているよ、ママァ〜ンッッ！！！

　それなのに、何？　このゾクゾクと背中を駆け上る、悪お寒かんのような快かい楽らくは!?

　──いや、ソレは単なる風か邪ぜの悪寒だろうという気がしないでもないが、ともあれ、まずは言わねばなるまい！

「アンタも好きね♪」

　わたしも好きよ♪　──じゃなくってだ。

「どうだ、この肉体美は！　コレを視て尚なお、オレを風邪だといい張るのか!?」

　クネクネ＆ピクピクと筋肉を蠕せん動どうさせつつ、オレは白い歯をキラリと輝かせた。

「判わかった！　判ったから、早く服を着てよ！」

　耳まで真っ赤に染めながら、慌あわてて両手で目を覆おおう美み風かぜ。

　もっとも指の隙すき間まから、しっかりとオレの肉体を覗のぞき見している事はバレバレだ。

　だが、コレでオレの健康はアピールできたハズ。

「ホラ。判ったんなら、お前らも帰った帰った！」

「わっ、ちょっとちょっとユウくん!?」

「そんな無む理りやり押さないでよ！」

　オレは唯ゆい子こと美風の背中を掴つかみ、部屋の外へと押し出した。

　ともすれば力が抜けそうになる足あし腰こしを叱しつ咤たして、押して押して押しまくる！

「見ての通り、オレはピンピンしている。けど、今日は大事をとってもう寝るから、邪じや魔ますんじゃねぇーぞ！　判ったな！」

　バシンッ！

　有う無むを言わせず、オレは襖ふすまを閉じた。

「………」

　そして、しばしの沈ちん黙もく。

　耳を澄すませても、反応は──ない。

　多分、呆あつ気けにとられているんだろうが、ソレでいい。

　頼むから、当分の間はそこで大人おとなしくしてくれ……。

「ふぅ………」

　嫌な感じの汗が、こめかみを伝ってアゴから流れた。

　予定よりも体力を消しよう耗もうしちまったが、仕方がない。

　オレは静かに窓を開けると、窓まど枠わくからコッソリ外へと抜け出し───。

「う……」

　ムワッっと蒸むされた濃のう密みつな大気に、思わず立ちくらむ。

　頭上で輝く太陽が、暴力的に眩まぶしかった。情なさけ容よう赦しやのないクソ暑さに、セミの一匹ぴき、鳴いちゃいねぇー。……だが、ココで引き下がるワケにはいかんのだ。自分で自分を叱しつ咤たして、オレは重い足を引きずりながら、一歩、また一歩と歩みを進めた。

　右にフラフラ、左にフラフラ傾きながら、どうにかこうにか移動する。

「チキショウ……。なんでこんなに……暑いんだ……」

　ダラダラと、滝たきのように汗が流れる。

　ここまで暑いと、溶けた脳ミソまで一緒に流れ出してしまいそうだ……。

「ふぅ〜〜」

　大きく息を吐きながら、トンと背中で木の幹みきを叩たたく。

　ふと空を仰ぐと、鮮やかな濃のう緑りよくに覆おおわれた太い枝と美み空そらちゃんの部屋の窓が見えた。

　登るなら、ココからしかないか……。

「問題は、今のオレの体力で、あそこまで登り切れるかどうかだが……」

　ツルツルの木の幹に、そっと手を触れる。

　登れるか、登れないかの問題じゃない。登らないと、いけない。ここで登らないと、きっと後こう悔かいすると思うから……。だから、堅い木の皮の隙すき間まに指先を引っ掛けて、オレは木の幹をよじ登りはじめた。

　薄はく情じよう者ものなオレを、それでも気を掛けてくれる美空ちゃんが待って──ズルッ！

「あわわわ───」

　指先に痛みが走った瞬しゆん間かん、バランスが崩れて上体が大きく仰のけ反ぞった。が、反射的に大だい腿たい筋きんを使って幹を挟む。メスの背中にしがみつくアマガエルの如ごとく、死んでも離れるものかと両フトモモを使って必死に踏ん張り、鍛きたえ抜かれた腹ふつ筋きんを──絞しぼる！

「な・め・ん・な・よっ！」

　腰のギアをシフトチェンジ。

　ベッドのオンナを鳴かせるハードトルクで、ゆっくりゆっくり、上体を戻す。

「ぜぇ、ぜぇ、ぜぇ……。ったく、何が哀かなしくて植物相あい手てに逆ぎやく駅えき弁べん体たい位いだ……。危うく人類として、取り返しのつかない領りよう域いきに踏み込むところだったぜ……」

　軽かる口くちを叩たたいてみたものの、今のでまた随ずい分ぶんと体力を消しよう耗もうしちまった……。

　それでも、引き返すなんて論ろん外がいだ。

「この……クソッ………！」

　ゆっくりと幹みきを掴つかみ、枝を引き寄せ、着実に上を目指す。

　普段の数倍の時間をかけて、ゆっくりと、ゆっくりと。

　どうにか、こうにか、最後の枝を掴んで──よっ、と。

　ガシッ───。

　最後の枝を掴み取り、そこから逆さか上あがりの要よう領りようで一ひと息いきに上体を入れ替える。

　取りあえず枝の上に腰を落とすと、ドッと疲れが沸いて出た。

「……頭が、グラグラ揺れる」

　堅い幹に頭をコツンと当てて、瞼まぶたを閉ざす。

　ズキン、ズキンと眼底とその奥が、締め付けられるように疼うずく。

　このまま休憩したかったが、これ以上瞼を閉ざしていたら、体力が回復する前に本気で眠っちまうだろうな……。いや、寝るっていうか、そのまま気を失ってしまうだろう。この高熱に加えて、これダケ体力を消耗させた状態だと、次に目を覚ますのはいつの事やら……。

「だから、そうなる前に……ちゃんと、美み空そらちゃんに………」

　薄く開いた眼まな差ざしで、美空ちゃんの部屋の窓に視線を送った。
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「優ゆう夜やくん、大丈夫かしら……」

　誰に問うでもなく、敢あえて言うなら自分に聞かせるために、私はその言葉を紡つむぎ出す。

　呟つぶやく毎ごとに苦しみが増すばかりだというのに、それでも繰り返してしまう。

　何度も、何度も……。

　熱は下がったのだろうか？　薬はちゃんと飲んでくれただろうか？

　自分の事ながら、随ずい分ぶんとネガティブだと思う。そんなに心配なら、直接顔かおを見に行けばいいのだから。実際、一度は行こうとしたし、部屋からも出た。それなのに部屋から出てくる優夜くんを見た瞬しゆん間かん、なけなしの勇気は綺き麗れいに吹き飛んでしまった。

　昨日の今日で、随分と弱気になってしまったのだろうか……。

　それはきっと、半分は正解で、半分は間違い。

　逢あうのは、確かに怖い。

　逢あって、恐がられるのが──怖い。

　けれども、それ以上に怖い事が、私の中に──在る。

「………」

　胸の襟えりを、ギュッと掴つかむ。

　そこに押し込まれた存も在のを決して表おもてに出さないように、ギュッと──ギュッと──。

　想うだけでザワザワと顫せん動どうを始めるソレは、もう二度と外に出してはいけないモノだ。だからこそ、今は逢えない。逢ってはいけない。逢えばきっと、また求めてしまうから。それだけは絶対に、何があっても赦ゆるされる事では──ない。

「いっそ美み風かぜが、優ゆう夜やくんを取っちゃえばいいのに……」

　いってから、酷ひどく自分が嫌になった。

　優夜くんと美風。

　あの二人が、お互いを意識し合っている事は知っている。

　最近の美風の口から一番出てくるのは優夜くんの名前だし、初めて優夜くんとデートをした時も、優夜くんと話した話題は殆ほとんど美風のものだったから。二人とも気のないフリをして、しっかりと相手の細かいところまで良く見ているのだから、間違いないと思う。

　そんな二人がいつまでも進展しないのは、お互いに「押し」が足りないからだろう。

　けれどもそれは見守るべきものであって、利り己こ的な理由から「取っちゃえばいい」などと願ってしまう自分が、とても醜みにくく思えた。実際、醜いのだと思う。二人が付き合うようになればいいと勝かつ手てに願っておきながら、ソレが決して本ほん心しんでない事も判わかっているのだから。

　でも……それでも………。

　私は思う。

　二人が付き合うのなら、私は私を抑える事ができるかもしれない。

　そして多分、そうなった方が、少なくともあの二人にとっては幸せなはずだと……。

　いずれにしても、もう余り時間もないだろう。

　どんなに悔くやんでも過去には戻れないし、その日はきっと遠からずにやって来る。

　だから私は、せめて私の大事な人達が、私のために哀かなしい思いをしないように、あの日と同じ過あやまちを繰り返さないようにする。その為ためにも、今はまだ逢えない。せめて二日──いや、一日だけでいい。膨ふくれ上がってしまったこの想いを、きちんと折り畳たたむ時間が欲しい。

　明日になれば、きっといつもの自分に戻れると思うから。

　そうしたら、きっと……。

　コン、コン───。

「………？」

　不意に窓から、小さな物音がした。

　コン、コン───。

　今度はさっきより、もっとハッキリと。

　首を傾かしげながら、私は閉め切っていたカーテンを開いた。

「……よぉ」

「優ゆう夜やくん……！」

　窓の外の木の枝に、どうして優夜くんが……！

　目を丸くした瞬しゆん間かん、胸の内側で「ドクン」と何かが野の太ぶとく脈みやく打うった。

　驚きながら、震える指先がそっと窓の鍵かぎを外す。理性ではダメだと判わかっているのに、身体からだが勝かつ手てに動いていた。逢あいに来てくれたというその事実が、抑え付けようとしていたソレを呼び覚まし、細い理性の糸を引き千ち切ぎる。

　窓を開けると真夏の蒸むし暑い風が吹き込み、髪を撫なでた。

　けれども、その風の中に微かすかに混じった彼の気配に、私は引き寄せられていた。

　ドクン、ドクンと脈打つ鼓こ動どう。

　私の中でソレがゆっくりと目覚め、首をもたげてゆく。

　それなのに、私は───。

　私は───。
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　窓が開いた瞬間、オレは美み空そらちゃんの部屋に転がり落ちた。

　とうてい着地とは呼べない、不ぶ様ざまな顔面ダイブ。柔らかなベッドの上に沈みながら、どうにも締まらない自分自身に我ながら思う。せっかく女の子のお見舞いに、しかも窓の外から訪れたっていうのに、もうちょっとカッコイイ登場のしかたはなかったのだろうか。

　まぁ、オレらしいといえば、オレらしいのだが……いつまでも、ベッドに突き刺さっているワケにもいかない。両手をついて顔を起こし──グイッ──って、はい？

　顔を起こした瞬間、温かな手のひらに顔を包まれ、引き寄せられた。

　──ポスン。

　そして顔かお全体を包み込む、柔らかくて弾だん力りよくのある温ぬくもり。

　いい匂においがした。
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　高熱にクラクラと揺れる思し考こうが、優しい温もりと匂いで満たされてゆく。

　これって、もしかしなくても、このトクン、トクンと頭の芯しんに控え目に響ひびくのは、美空ちゃんの鼓動？　首の後ろに回された手は、美空ちゃんの手？　つー事は、つまりオレは今、美空ちゃんの胸でハグされているという事で──ＯＫ？

「………」

　で、でも、そろそろ息苦しいとか思うかも……。

　このナイスなオッパイの中で窒ちつ息そく死しできるなら、ソレはソレで男子の本ほん懐かいといえなくもないけど、他にも色々と犯やって──もとい、ヤッておきたい前ぜん座ざが──じゃなくって、ホンバン──ええいっ！　と、とにかく、今日は漢おとこの浪ろ漫まんが目的じゃねぇーんだ！

　かなり名な残ごり惜おしいんだけど、そろそろ離れて───。

　ギュッ───。

　離れて、くれない……？

　首の後ろに回された手が思いのほか情熱的で、解ほどけなかった。

　過か激げきな愛情表ひよう現げんもキライじゃないけど、マジで離してくれないと本気で息苦しい。

　けれども首に回された腕は、オレを離すどころか益ます々ます情熱的に抱き締め──いや、これはもう抱き締めるというより、本気で絞められているっていうか……ちょ、ちょっとタンマ。ギブです。ギブアップだって、美み空そらちゃん───!?

「……て………つに……」

　───っ！

　その呟つぶやきに、背せ筋すじが凍った。

「……み…そら…ちゃん？」

　じゃあ──ない？

　頸けい椎ついを絞める腕を掴つかんでも、ピクリとも動かない。

「……は熔とけて……は月に………」

　呪じゆ詛そのような呟つぶやきが、頭の芯しんでガンガンと響ひびく。

　おいおい待てよ。なんだコレは。こんなのアリか!?　冗じよう談だんにしても、ワケが判わからん───。

「っ───」

　脳のう裏りの片かた隅すみで、これと似たような光景がフラッシュバックした。

　ああ、そうか。そういやコレと似たような状況を、一いち度ど経験したんだよな──って、思い出に浸ひたっている場合じゃねぇーだろ。なんとかしねぇーと、なんとかしねぇーと。コレ以上は酸素が……酸素がもたない………。

（……情なさけないにもほどがあるな、優ゆう夜や）

　グッ……だ、誰だ……。

　耳鳴りの奥から、聞き覚えのある男の声がした。

（だが、それでも生きている。その事実を、先まずは奇き跡せきと褒ほめるべきか……）

　そのムナクソの悪い声はまさか──オヤジか!?

（資し質しつでもあるというのか？　……いや、それはないな。こやつの炎えん術じゆつの才など、我が息むす子こながら水みず浸びたしになった石炭よりも、不ぶ様ざまなものだ）

　大きなお世せ話わだっつーの！

（だが、いずれにせよ可能性はゼロではないという事か……）

　なんの話だ！　つーか、一応でも親だったら、息子のピンチを助けろよ！

（ならば布ふ石せきは、打っておいても損にはなるまい。仮に布石が、捨て石になろうとな）

　それも大きなお世話だ！　人を勝かつ手てに布石とか捨て──捨て石だと、コラァ!?　だ、誰が捨て石だ！　いい加か減げんにしとけよ、このクソオヤジぃ〜〜！

　白はく濁だくとした意識を突き破るように、オレはカッと眼めを見開いた。

　諦あきらめてたまるか！

　このまま手も足も出ないまま、腹ふく上じよう死しならず窒ちつ息そく死しとは情けないにもほどが──足？

　そ、そうか！

　白く濁にごり始めた思し考こうの中で、一いち条じようの閃せん光こうが奔はしった。

　手がダメなら、足がある！

　掴んでいた右手の指を放し、オレはその手を美空ちゃんの内腿に差し込んだ。

　そして間かん髪はつ入いれずに、薄いパジャマの生き地じ越ごしにスベスベなフトモモを──撫なでる！

　サワサワサワ〜〜。

「───っ！」

　瞬しゆん間かん、美み空そらちゃんの身体からだがビクンと跳ねた。

　反射的に内うち腿もも同士をくっつけようと、腰が微かすかに浮き上がる。

　その隙すきを見逃さず、すかさず左手を腰の下に回し込み、お尻しりのお肉をツツツッ〜〜♪

「ひっ──」

　小さな悲鳴がこぼれると同時に、首の拘こう束そくが微かに緩む。

　柔らかい！　まるでプリンをラップで包んだような──じゃなくって、しめた！

　腕の力が緩んだその一いつ瞬しゆんに、残された体力でベッドをエビのように蹴けり飛ばす！

　スポンッ！

　見たか、足からお尻に繋つなぐ連れん携けいコンボ攻撃！

　小こ気き味みのイイ音と同時に、オレの頭が腕から抜けて、そのままベッドから落下する。

　受身を取る体力的な余よ裕ゆうもなく、背中と後こう頭とう部ぶの辺りを硬い床がモロに叩たたいた。

　ごんっ！

「───っっっ！」

　こ、こっちもコッチで、イイ音だ。

　なんつーか、後頭部の内側にまで響ひびくいい打撃音だネ……。

「どうしたの、姉ねえさん！　今なんかスゴイ音がしたみたいだけど!?」

　ドアを開けて飛び込んできた美み風かぜの姿に、オレは心しん底そこホッとした。

　ったく、もうちょっと早く登場しろってんだ……。

　美風の顔を見た途と端たん、オレの意識は急速に深い闇やみへと沈んでいった。
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「……おい。いつまで寝ているつもりなんだい、お前さんは？」

「………」

「おい。起きな」

「………」

「起きろ、っつってんだよ、コラ」

　ゲシ───。

　唐とう突とつに、水すい月げつの上に理り不ふ尽じんな蹴けりが叩たたき込まれた。

「ゲホッ、ゲホッ──い、いきなり何をしますか、彩あや雲もさん！」

　口から贓ぞう物もつがハミ出しそうな激げき痛つうに、オレは涙の滲にじんだ眼光を飛ばした。

「ふん。ようやくお目覚めとは、随ずい分ぶんと呑のん気きなもんだね。三日三晩もぐーすか寝やがって」

「そりゃ、どうも」

　適当に返事を返しつつ、身体からだの状態を確認する。

　腕……良し。足……問題ない。夏風か邪ぜの症状も完全に消えている。腹が痛いのは、さっきの物理的衝しよう撃げきによるダメージだが、これも問題ない。これなら次の瞬しゆん間かん、彩あや雲もさんが何か仕掛けてきても即そく座ざに対応できるだろう。しかし、三日……三日か……。

　三年寝ね太た郎ろうほどじゃないにしろ、随ずい分ぶんと長い眠りに落ちていたんだな……。

　まぁ、アレだけの熱と体力消しよう耗もうを考えれば、それも妥だ当とうなんだろうけど───。

　彩雲さんには気付かれないように、そこはかとなく視線を左右に振ってみる。

　だが、そこに求める顔は見当たらなかった。

「美み風かぜなら、今いま頃ごろは弓きゆう道どう部ぶで学校だ」

　う……。ピシャリといい当てられちまったか。

　しかし、そうか……学校か……。残念なような、ホッとしたような……。

「美み空そらは、ずっと部屋に引き籠こもったままだよ。誰かさんのおかげでね」

「………」

　それってやっぱり──オレが原因に、決まってるよなぁ……。

「ところで唯ゆい子こから聞いたんですけど、美空ちゃんて、本当に───」

「ああ……。美空は、アタイらのいうところの──カグヤヒメだ」

　キッパリと、彩雲さんは言い切った。

　カグヤヒメ───。

　およそ日本人で、彼女を知らない人間はまず居ないと思う。

　でも、その実態は高い知名度とは裏うら腹はらに、謎なぞだらけだって事は知っているだろうか？

　例えば桃もも太た郎ろうや浦うら島しま太た郎ろう、なんなら金きん太た郎ろうも付け加えようか。

　彼らはそのモデルとなった人物から伝でん承しようの発はつ祥しよう地ちまで、ほぼ特定されている。

　ところがカグヤヒメは諸しよ説せつ紛ふん々ぷん。南は九きゆう州しゆうから北は富ふ士じ山さん麓ろくの広域にまでその伝承は広がっている上に、人物に至っては豪ごう族ぞく、皇こう族ぞく、渡と来らい人じん説せつから宇宙人説まで、呆あきれるくらいに何でもアリ。エキストラ役の時の帝みかどや、カグヤヒメに求愛する色いろ男おとこ達、それに育てのお爺じいさんはほぼ特定されているのに、ヒロインのカグヤヒメだけが謎の人物のままなのだ。

　──もっとも、ソレは表おもての世界に伝わっている民話レベルのカグヤヒメ。

　炎えん術じゆつ使いに伝わるカグヤヒメの真相は、月のお姫さまなんかじゃない。

　ましてや固こ有ゆう名詞ですらない。

　カグヤヒメの『カグ』とは、炎ほのおが激しく燃える様さまを表す古こ語ごで、『ヤ』は『矢』を表す。

　要するに『神の火ひ矢や＝カグヤ』で、神話では『天あまの迦か具ぐ矢や』という名前でどこぞの色男な神様が携たずさえていたそうな。その威い力りよくは神をも殺す「神殺し」だという。

　荒あらぶる火の神の神しん威いを宿した武ぶ具ぐを祭さい祀しし、具ぐ現げん化かできる巫み女こ。

　そんな巫女をオレ達の一族は、畏い怖ふを込めて『カグヤヒメ』と呼んでいるのだ。

「じゃあ、美空ちゃんをウチの里さとに連れてきた理由って……」

「美空の『力』に封ふうを貼はるため……さ。高ウ倉チの本家はね、美空を恐れると同時に、お前さん家ちの『美みヶか速はや』に対する切り札になると考えたんだよ。手の届く範はん囲い内に監かん禁きんしておいて、イザって時は──ってね」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな」

「無茶なもんかい。あの子はカグヤヒメなんだよ」

　……ごもっとも。

　本物のカグヤヒメなら、里さとを一つ地図から焼滅させるくらい、ワケもない。

「そこいらの炎えん術じゆつ使つかいとは次元の違う火か力りよくを秘ひめた、神の弓ゆみ矢やを放つ巫み女こだ。そこに高たか倉くら本家秘ひ蔵ぞうの神しん剣けん『布都御魂フツノミタマ』と合わせて保有する事が叶かなえば、いくらお前さんのオヤジがバケモノじみた火力を誇ろうが、対たい等とう以上の立場を作れる……ってね」

「………」

　理り屈くつでは、確かにそうだろう。

　でも──無茶だ。つーか、無む理り。

　人間という限界を持った「器うつわ」が、仮にも神様の武器なんか扱えるワケがねぇーだろ。

　人間を超ちよう越えつした存在だから「神」であって、その神を殺せる威い力りよくを持った武器なんだぞ？

　敵を灼やくのと一緒に、自分自身も灼き尽くしちまう。

　一ひと度たびその火力が発現したら、ソコに敵と味方の区別なんかあるものか。

　丸ごと全部、チリまで残さず灼き尽くす。

　実際、記録に残っている歴代のカグヤヒメの最後は───。

「……だからだよ」

「はい？」

　唐とう突とつな彩あや雲もさんの言葉に、オレは弾はじかれたように顔を上げた。

「だからお前さんところに飛び込んだんだよ、ウチの両親は。本家に対たい美ヶ速用ようの最終兵へい器きとして扱われるよりも、美ヶ速家との取り引きの『道具』として利用される方が、まだマシだと結論づけたんだよ」

　それって本当に「まだマシ」な待たい遇ぐうなのだろうか？

　オレには厄やつ介かいな存在の娘を、他た家けに押し付けたようにしか思えねぇーんだが……。

「……ところで優ゆう夜や。お前さん、身体からだの方はもう大丈夫なのかい？」

「へ？」

　何な故ぜにいきなり、話題がオレの風か邪ぜなんかに？

「いや、まぁ、その……大丈夫といえば、大丈夫ですけど……？」

「だったら着替えて、アタイについてきな」

　言うが早いか彩雲さんは緋ひ色いろの袴はかまを颯さつ爽そうと翻ひるがえし、部屋を後にした。







　真夏の太陽に炙あぶられた境けい内だいは、まるで地じ獄ごくのように蒸むし暑い。

　打ち水もしないで、灼しやく熱ねつの陽ひ射ざしを真まつ昼ぴる間ままで浴び続けていれば、さもあろう。

　けれども焼けた石いし畳だたみの上で煙草たばこを咥くわえた彩あや雲もさんは、汗あせ一つ流していない。

　時々、思う。

　この人ひと絶対にバケモノだ、って。

　季節感を地球の裏側に投げ捨てたような態度で、ただ静かに煙草の煙を揺らしている。

　──え？　煙草の煙？

　彩雲さんが境内で煙草を吸っているのって、初めて見たような？？？

「───フゥ〜」

　深いため息を吐き出すかのように、彩雲さんの口から煙が溢あふれた。

　憂うれいを含んだ煙草の煙が、蒸された大気の中に溶け込む寸すん前ぜん──彩雲さんが動いた。

　シュタンッ！

「───え!?」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか頭では理解できなかった。

　だっていきなり、彩雲さんの姿が掻かき消えたから。

　──と、思った次の瞬しゆん間かんには、息が掛かりそうなほどの距離に彩雲さんの顔があった。

「そんじゃ、始めるとするかい」

　そのニコチン臭い呼こ気きに、心しん臓ぞうが凍り付くような恐怖を感じた。

　シュンッ！

　ムチのように鋭い左のハイキックが、首を竦すくめたオレの頭とう髪はつを掠かすめる。

　咄とつ嗟さに反応できたのは、ほとんど偶然に近い幸運だった。当たっていたら額ひたいは割れて、一いち撃げきで勝負は決まっていただろう。下へ手たすりゃ陥かん没ぼつ骨折で、残りの人生をおバカなオツムで暮らすハメになっていたかもしれん。

　だが、ホッとする間もなく、彩雲さんが次の動きに移っている。

　躱かわされた左足がそのまま弧こを描いて反転、脳のう天てんに踵かかとが降り注そそぐ！

「うおっ！」

　受けたクロスガードごと弾はじかれる、スンゴイ衝しよう撃げき！

「い、いきなり何をするんですか！」

　ビリビリ痺しびれる両腕に、思わず叫ぶ。

「何をする、だぁ？　お前、目の前の状況が本気で判わかってねぇーのかい？」

「綺き麗れいサッパリこれっぽちも判りません！」

「これはなぁ、果はた死し合あいってんだ。よく覚えておきな」

「はた、果死合いＤＥＡＴＨデスとぉぉぉ〜〜!?」

「そう心配すんな。美み風かぜは学校、あの小こ生なま意い気きなお前さんの幼おさな馴な染じみは、昨夜里さとに追い返してやったよ。つまりアタイとお前さんとのサシの勝負を邪じや魔まするヤツは、誰だれ一人いねぇー」

「いや、サシの勝負って──おい！」

「ガタガタ喚わめいているヒマがあったら───」

　神しん速そくの歩ほ法ほうから、左脚あしが間合いに踏み込んでくる。

　僅わずかに反はん時計回りの体勢から、繰り出されるのは弧こを描く右ハイキック──と、思わせておいて、緋ひ袴ばかまに包まれた膝ひざが真っ直ぐに顔面へと迫る！

　バキッ！

　鉄てつ塊かいというか鉄てつ杭くいというか、とにかく鋭い膝ひざ蹴げりだった。

　ガードした腕の骨ごとヘシ折られそうで──つーか、マジ痛いんじゃあ！

「本気を出さなきゃ、マジで死ぬよ？」

「………」

　コ、コイツはマジだ……。

　抑よく揚ようのない声こわ色いろが、季節感を無視して周囲の気温を氷点下かにまで引き下げる。

　静かに揺れる茶色の髪。

　アレだけの動きをみせておきながら、未だに汗も浮かべない艶つやのある肌はだ。

　そして度たび重かさなるハードアクションに、ユサユサ揺れるロケットおっぱい。

　全ての状況が雄ゆう弁べんに物語っている。

　こいつは、マジでヤバイ───。

「安心しな、優ゆう夜や。今、ココに立っているのは御み火か布ふ津つ流炎えん術じゆつ、高たか倉くら彩あや雲もじゃねぇー。高倉美み空そらの姉、高倉彩雲だ。だから今日は、炎えん術じゆつは使わないよ」

　炎術は、使わない……だと？

　自分から真しん剣けん勝負をふっかけて、なのに自分は最強の手て札ふだを封じるという。

　ナメとんのか？　それともハンデのつもりか？

　開かい手しゆを構える彩雲さんに、頬ほおの筋肉がピクリと震えた。

　その言葉、後でキッチリ後こう悔かいさせてやろうじゃないの。それに彩雲さんが炎術を使わないのは勝かつ手てだけど、オレがそのルールに付き合う必要は微み塵じんもねぇ！

　ゴォゥン───！

　紅ぐ蓮れんの『焔ほむら』を両足に纏まとわせ、軽くステップを踏んで間合いを詰める。

　単純に叩たたき付けるダケのオレの『焔』だって、蹴りに重ねりゃ威い力りよくは跳ね上がる。その威力たるや倍ばい率りつドン。更に倍にしてドン、ってな具ぐ合あいよ。目には目を、炎術には炎術を。彩雲さんが炎術を使わない限り、普通にガードしたってダメージは通る。つまりこの時点で、アドバンテージは圧倒的にコッチにあるって事よ！

　──と、両足の『焔』を見せ付けた上で、クルリと回転。

　回し蹴げりと見せかけて、背中越ごしから巻き込む遠えん心しん力を乗っけた左の裏うら拳けん！

　パシンッ！

　乾いた音を響ひびかせて、オレの手首に激げき痛つうが奔はしった。

　オレの手の甲こうは彩あや雲もさんの頬ほお骨ぼねではなく、突き出された左肘ひじを叩たたいていた。そう簡単にフェイントの効く相手じゃないとは判わかっていたが、攻撃を防ぐと同時にダメージを与えるオプションを瞬しゆん時じに選択してくるとは──ならば、コレならどうだ！

「せいっ！」

　左手の激痛を遮しや断だんして膝ひざをひねり、腰をねじってゼロ距離から鋭くターン。

　時計回りの鋭角な高速ターンから、右の裏うら拳けんを最さい短たん距離でジャブのように打ち出す。

　咄とつ嗟さに防ぐ彩雲さんのガードを、真下から──砕く！

「───っ！」

　強ごう引いんにこじ開けた防御の隙すき間まから、息を呑む彩雲さんの表情が見えた。

　その隙間を狙って、踏み出した右足を軸じくに『焔ほむら』を乗せた左のミドルキックを放つ！

　ガッ───。

「なっ──！」

　驚きよう愕がくの声を滑すべらせたのは、しかしオレだった。

「はんっ。狙いがバレバレなんだよ」

　打点を微び妙みように逸そらされたオレの左足は、抱え込まれるように綺き麗れいに受け止められていた。折せつ角かくの燃える足も、着ちやつ火か点てん以外を掴つかまれちまったらタダの足だ。それどころか右足一本で立っている今の状態だと、煮るなり焼くなり好きにして──ガクン──おおっ!?

　抱えられた左脚あしの膝ひざ裏うらに、左の膝ひざ蹴げり!?

　変則的な「膝カックン」に、オレの上半身も一緒にカックン。

　瞬しゆん間かん、お腹なかの真ん中を、体重を乗せた重いキックが垂直に貫つらぬいた。

「が、ぶっ……」

　胃い壁へきが破れそうな激痛に、オレの身体からだがくの字に折れる。

　膝カックンからヤクザキックへの連れん撃げき──？

　あ、あり得ねぇー。幾いくらルール無用の果はた死し合あいだからって──いや、だからこそ、そんな素人しろうとのケンカみたいな技法が飛び出すなんて、どういう屈くつ辱じよくだ……！

　ヨロケたフリをして、重心を──腰を落とす。

　重心を乗せた左の踵かかとを内側に捻ひねり、溜ためた力を右足の蹴りで一気に解放。

　ゴォゥンッ！

　人間ひとりを破壊するには、おつりが出るほどの前蹴りだった。

　顎あごの下にでもクリーンヒットすれば、ほぼ確実にケガ程度じゃ済まない。

　生なま身みの人間を相手に炎えん術じゆつを使うっていのは、つまりはそういう事だ。

　大おお怪け我がを負わせ、蹂じゆう躙りんし、屈くつ服ぷくを強きよう要ようさせる──十年前のオレがそうだったように。

　パシンッ！

　なのに、なんでこんな簡単に防がれるんだぁ!?

「ったく、バカの一つ覚えかよ……」

　彩あや雲もさんの左手の甲こうが、オレの『焔ほむら』を避けるように膝ひざ頭がしらの上から押さえていた。

　クイ───。

「うおっ──」

　彩雲さんが動かす手の動きに、オレの膝まで一緒になって吸い付いたように離れない!?

　理解不ふ能のうな力の流れに引っ張られ、蹴けり上げた脚あしが左下へといなされる。

　刹せつ那な、オレを見み据すえる彩雲さんの瞳ひとみと、目め線せんが交差した。

「─────」

　怒りとか、失しつ望ぼうとか、哀かなしみとか──そんな諸もろ々もろの感情を超えた静かな瞳だった。

　本当に静かで、それ故ゆえに、心しん臓ぞうが止まりそうなくらいにゾッとした。

　なんでそんな眼めをされなきゃならんのか、サッパリ判わからなかった。

　そして無限に続くかに思えた空白の時間は、一いつ瞬しゆんにしてピリオドを迎えた。

　バキィン！

　頭ず蓋がい骨こつを突き抜けるハイキックに、七なな色いろの火花が無数に散った。

　グラリと。視し界かいが傾いた。

　その次の瞬しゆん間かんには、地面にバタリと転がっていた。

　起き上がるどころか、意識があるのが不ふ思し議ぎなくらいのクリティカルヒットだった。

「こんな弱っちぃヤツに期待しちまうなんて、アタイもヤキが回ったかね」

　期待って……このオレに……？

　ソイツはまた、面白くもない冗じよう談だんだ。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、オレは自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

　だって、そうだろ。生まれてこの方、オレが誰かの期待を受けていた事なんて、一度だってございませんよ？　でも、それは当然の話だ。チロっと燃えたらパッと散る、地じ味みで火か力りよく不足な線せん香こう花火に、一体誰だれが何を期待するってんだい……？

「場合によっては、テメェーに美み空そらを預ける約束になってたんだがね……」

　預ける……だと？

　その言葉に、ピクリと眉まゆが動く。

　美空ちゃんを、オレに、預ける───。

　それはきっと、オレのオヤジとの間に交わされた密みつ約やく───。

　比ひ布ぶ瀬せ高たか倉くらを──カグヤヒメを──美みヶか速はやの中に取り込み、あわよくば子を産ませて血を取り入れる。そんな──そんな時代錯さく誤ごの腐くさり切った意味と、苦にが味み。

　胸の奥で、何かがザワついた。

　口に含んだ砂じや利りと一緒に、歯の奥を食い縛しばる。

「オレも、美み空そらちゃんも……ネコの子じゃねぇーんだぞ……！」

　軋きしんだ身体からだのそこかしこから、悶もん絶ぜつするような激げき痛つうが奔はしる。

　それでも──右手と左手は、まだ無む傷きず。両脚あしの『焔ほむら』は消えちまったけど、立って動かす事くらいは……まだ、できる。

　オレの……将来を、オレ以外の連れん中ちゆうが、勝かつ手てに決めやがって……。

　そういうのを昔から、勝かつ手てな親切余よ計けいなお世せ話わっていうんだよ！

「あの子には、資し質しつがある。それは誰にも──本人にもどうにもならない資質さ。望むと望まないに関わらず、あの子はいつだって『焔』の寵ちよう愛あいを受けている。けれどもそれ故ゆえに、どんな高位の術じゆつ者しやが封ふうを施ほどこそうが、所しよ詮せんは酔って感情を乱すダケで綻ほころびが生まれる……その程度の気休めさ。今後もあの子が生き続けていく限り、何度だって封は綻ぶ」

　だから、諦あきらめろってか？

「……ザケンじゃねえーぞ……」

「あの子が何かを強く望む度たびに、巫み女ことしての資質が『焔』を呼び覚ます。……お前みたいな青あお二に才さいには、あの子が本当は何に苦しんでいるのか、理解なんかできないだろうけどね」

「フザケんじゃねぇーぞ、っていってんだよっ！」

　起き上がると同時に、彩あや雲もさんに飛び掛かっていた。

　理り屈くつじゃなかった。

　理屈を置き去りにした激げき情じようが、オレの身体を突き動かした。

　握った拳こぶしを彩雲さんの顔面に叩たたき付けたいという、獣けもののような欲求だった。

「フンッ。今までのパンチの中では、随分ずいぶんとマシな部ぶ類るいじゃないかい。でも───」

　ベキッ……。

「かはっ───」

「まだ、甘い」

　喘あえぐ口から、少量の血ち飛沫しぶきが散った。

　冷れい徹てつに、表情一つ変えない彩雲さんの膝ひざが、オレの腹にメリ込んでいた。

「フザケんじゃねぇーだって？　それこそフザケんじゃねぇーよ。テメェーみたいな甘ったれに、何が判わかるってんだい。美空が苦しんでいるのは、誰のせいだと思ってんだい？　お前にあの子の苦しみの、何が判るってんだい？」

「………」

　じゃあ、オレのせいで美空ちゃんが苦しんでいる……とでも、いいたいのか。

　折れそうになる膝を叱しつ咤たして、オレは目もく前ぜんの彩雲さんを睨にらんだ。

　一発だけでいい。

　あの冷めた眼めをした茶ちや髪ぱつのヤンキーの顔面に、握った拳を叩き込んでやりたかった。そう思っているのに、オレの足は踏ん張るどころか、逆に後ろに退さがってゆく。

「……チッ」

　苛いら立だちを含んだ舌した打うちが響ひびくと同時に、彩あや雲もさんの姿が掻かき消える。

　刹せつ那な、冷たい殺気がオレの心しん臓ぞうを貫つらぬいた。咄とつ嗟さに後方に飛び退のいたのは、彩雲さんの動きを見切ったからじゃない。動物的な直感のなせるワザだ。だが、完全に飛び退く直前──オレの身体からだがガクンと止まった。

　予期せぬ急きゆう制せい動どう。

　正面に立つ彩雲さんの左足が、オレの左足の甲こうを踏み抜いている。

　まるで釘くぎで縫ぬい付けられたように、足が地面から離れない。一体、どれくらいの技量を備えた人間なら、こんなフザケタ芸げい当とうが可能なのか。踏み抜いた靴くつ底ぞこでオレを固定し、上体をつんのめらせたオレの後こう頭とう部ぶに、緋ひ色いろの旋せん風ぷうが容よう赦しやなく叩たたき付けられた。

「ガッ───」

　会かい心しんの延えん髄ずい切ぎり。

　金属バットをフルスイングすれば、丁ちよう度どこんな衝しよう撃げきになるのかもしれない。

　だが、後頭部を蹴けり飛ばされても尚なお、オレは昏こん倒とうする事を赦ゆるされていなかった。

　昏倒する寸すん前ぜん、オレは拝はい殿でんの柱に顔面から激げき突とつした。

「………」

　口の中で、歯が折れたような感かん触しよくがした。

　生なま臭ぐさい血が咥こう内ないに溢あふれ出し、呻うめき声すら出なかった。

　過去の記き憶おくを紐ひも解といても、ここまで痛めつけられたのはあの時以い来らいだろう。

　あの時……か。ククク……あの時、ね……。

　塗料の剥はげたオンボロの柱を真しん紅くに塗り直しながら、なんつーか……もう。ここまで不ぶ様ざまな勘かん違ちがいをしてきたかと思うと、笑うっきゃねぇーわ。あの時から始まった『せめて後もうちょっとくらいは強くなりたい！』って渇かつ望ぼうは、巡り巡ってフリダシに戻ったワケだ。

　あの時、美み風かぜと美み空そらちゃんに出で逢あわなければ──助けようと出しゃばらなければ、オレがココに送られる事もなく、こんなにも不様で惨みじめな思いをする事もなかった。ましてや他人が勝かつ手てに決めた将来を、押し付けられるような事もなかったハズだ。日ひ取どりの里さとで、落ちこぼれなりの日々を、それ相そう応おうに甘かん受じゆしていただろう。

「ったく……。テメェーみたいな甘ったれのせいで美空や美風が苦しんでいるかと思うと、一発くらいブン殴なぐっておかねぇーと気が済まないねぇ」

　一発どころか、軽く五、六発はブン殴っているクセに、よくいうぜ……。

「世の中には『殴るより殴られない方がツライ』なんて言葉があるらしいけど、アタイの方針は百八十度逆ぎやくでね。本気でブン殴られた事のないような甘ったれに、それ以上の痛みがある事なんて……相像できるもんかい」

　……多分、それは正しい。

　グワングワンと鐘かねのような耳鳴りが響ひびく中、それダケは理解できる。

　理り屈くつをこねるより、百万の正論を並べるより──たった一発の拳こぶしが、何よりも雄ゆう弁べんに物語る時ってのは、確かにある。でも、理解はできるが、納なつ得とくはできない。

　つーか、したくもない。

　そもそもその理屈でいくなら、オレが受けた痛みは誰が請うけ負ってくれるんだ？

「……今け朝さ、本家からウチに連絡が来たよ」

「………？」

　唐とう突とつな話題の変へん更こうに、思し考こうが一いつ瞬しゆん、追い付かなかった。

「お前さんを本家の客として、迎える用意があるんだとさ」

　……なんだ、そりゃ？

　話が突とつ飛ぴ過ぎて、何がなんだか……。オレを高たか倉くら本家の客にって、どういう話だ？

「捕ほ虜りよにするつもりか、それとも人ひと質じちか。或あるいは懐かい柔じゆうして、美みヶか速はや宗そう家けへの切り札にするつもりなのか……。大おお方かた、身み内うちが美ヶ速に切り崩される寸すん前ぜんで、慌あわてているんだろうさ。笑わせてくれるよ。身内がガタガタなんて、今に始まった話じゃないのにさ」

　……よく判わからんが高倉家は高倉家で、色々と問題を抱えているという事か。

　オレという因いん子しが、比ひ布ぶ瀬せ高倉を──つまり、美み空そらちゃんと美ヶ速宗家を結び付けてしまうから、それは困る。多分、そういう事か？　だから美ヶ速宗家に切り崩される前に、逆にオレを取り込みたいって魂こん胆たんか……。なるほど、確かにコイツは笑えるぜ。

　どうやらオレは炎えん術じゆつ使つかいとして三流以い下かでも、政治的利用価か値ちだけは無限大だいらしい。

「行きたいなら好きにしな。これ以上、テメェーがウチに居ようが居まいが、メリットなんてドブネズミのフンほどもねぇーよ。つーか、めざわりなダケさね。まっ、それに腐くさっても鯛たいだ。本家で学べるならココに居るより、有ゆう益えきかもしれないね。それに何より───」

　比布瀬の土地から、美空ちゃんの側そばから離れる事ができる──か。

　何もかもを投げ出して、尻尾しつぽを巻いて逃げ出せる絶好のチャンスってワケだ。

　……くそっ！

　その提案に魅み力りよくを感じてしまった自分自身に、オレは吐はき気がした。

　ココから離れられるって──美空ちゃんと距離が置けるって判った瞬しゆん間かん、オレは心のどこかで安あん堵どした。どうせココに残ったところで、何もできやしない。居るだけ邪じや魔ま──いや、邪魔になるダケならまだいいが、三日前みたいに事じ態たいを悪くするダケじゃねぇーのか、って。

　わずか一いつ瞬しゆんで、これだけ逃げ出す理由を考えちまった。

　……情なさけねぇー。

　オレはいつから、こんなにも意い気く地じなしになっちまったんだ？

「まぁ、いいさ……。アタイからいえる事は、一つ。お前さん、弱くなってるよ。炎術が使えるようになったと思っている分、弱っちくなってるね。ウチに来た頃の方が、まだゲンコツに魂たましいが籠こもっていたもんさね」

「………」

「行くか行かないか、空からっぽの脳ミソで考えな。ちなみに迎えは、明日だとよ」

　明日という言葉に、オレはまた愕がく然ぜんとした。

　考える時間も、ロクに与えてくれないって事かよ。

　大してあり難くもない話だけど、オレという美みヶか速はや印じるしのオモチャは、意い外がいに人にん気き商品だったんだな……。全く、世間ってヤツはオレの想像以い上じように歪ゆがんでいるらしい。しかも、高たか倉くら本家に送られて、それで終わりっていう保証はどこにもない。誰かにとって、より都つ合ごうのいい送り場所が見つかったのなら、オレはなんの躊躇ためらいもなく送り出されちまうだろう……。

　オレってサッカーボールより、軽い存在だったんだな。

　美ヶ速本ほん家けから、高倉分ぶん家け、高倉分家から、今度は高倉本家───。

　次はドッチに向かって蹴けり飛ばされる事やら──だ。

「結局、オレはココに来て、何をやってきたんだろうな……」

　熱を失った空くう虚きよな呟つぶやきは、陽炎かげろうのように揺れる真夏の熱気の中で霧む散さんした。










　　　　　　　　　◇◇◇




　──助けてくれて、ありがとう。




　その女の子は、オレにいった。

　ボロボロの半はん死し半はん生しようの状態から、長い夜が明けた翌よく日じつの夕刻の事だった。




　あの時から、オレの記き憶おくは曖あい昧まいになっていた。

　なんで自分が大おお怪け我がをして、布ふ団とんの中で眠っているのかすら判わからなかった。

　考えて、考えて、考えて───。

　やっと出てきた答えが、美み空そらちゃんにボコられたんじゃなくって、双ふた子ごの姉妹を助けようとして、逆に里さとの連れん中ちゆうにやられちまったという結論だった。

　殺されかけた極きよく限げんの恐怖が、まだ幼かったオレの記憶の一部を塗り潰つぶしたのか、或あるいは美ヶ速家と高倉家の今後の為ために、呪じゆ術じゆつ的に記憶を改かい竄ざんされたのかは判わからない。ただ折れた腕と、全身を突き刺す傷の痛みと、助けてあげられなかった──と、思い込んでいた──姉妹に謝らないとという、ちっぽけな義務感だけが残っていた。

　だから人ひと目めを盗んで、オレは屋や敷しきを抜け出した。

　もう居ないかもしれない、居ても逢あってくれないかもしれない姉妹を、探し歩いた。

　歩きながらオレは、胸に空あいた大きな空くう洞どうに何度も立ち止まった。

　自分が他人より劣っている事は、それなりに自覚していたつもりだった。

　でも、所しよ詮せん「つもり」は「つもり」だ。

　頭の中の知識であっても、身体からだは全然、自覚していなかった。

　それを全身で思い知らされたという意味でも、あの一件は始まりだったのだろう。

　情なさけないを通り越して、自分で自分に絶望しそうになった。

　あてもなく歩き続けて、そしてあの女の子──美み風かぜとバッタリ再会した。




　──助けてくれて、ありがとう。




　口を尖とがらせながら、ちょっと不ふ貞て腐くされたように美風はいった。

　美風が何を怒っているのか、あの時はサッパリ判わからなかった。

　でも、今なら少しは判る。自分の力で美み空そらちゃんを護まもれなかった事が、どうにも悔くやしかったんだろうな。だって美風は、そういうヤツだから。一いち途ずで、一方的で、負けず嫌いで、思い込みも激しいけど──でも、受けた義ぎ理りはキチンと返そうとするヤツだから。

　生き真ま面じ目めな美風らしい、律りち儀ぎな話だ。

　──ま、いずれにしてもこの時のオレは、何も判っちゃいなかったが。

　茜あかね色いろに染まった少女の顔。

　それが夕ゆう陽ひを弾はじいた赤だったのか、それとも照れ隠かくしの赤だったのか。

　そもそもなんで女の子がオレに礼をするのかすら、オレには判らなかった。

　唯ゆい一いつ、判っていた事は、オレが礼をするに値しない存在だって事くらいで……。




　強くなりたかった。

　次があるなら、今度はちゃんと護りたい、って。

　泣いている女の子を、普通に助ける事ができるくらいに。

　理り屈くつじゃなくって、いい訳じゃなくって、自己満足じゃなくって──切実に。




　そして屈くつ辱じよくのアノ日から数年が過ぎて、十七歳さいになって、比ひ布ぶ瀬せに送られて───。




　オレは未だに、ちっとも強くなっていなかった───。




　　　　　　　　　◇◇◇




　ふと目が覚める。

　薄く開いた瞼まぶたの隙すき間まで、御ご神しん木ぼくの枝葉がサラサラと風に揺れている。

　──いつの間にか、気を失っていたらしい。

　瞼に差し込む眩まぶしい光が、やたらと目に染みる。

　ズキズキと痛む身体からだを僅わずかに傾けると、陽炎かげろうが立ち昇る炎えん天てん下かの境けい内だいが見えた。

　ペチャ───。

　首を傾かしげた瞬しゆん間かん、額ひたいから濡ぬれたハンカチが滑すべり落ちた。

　白く可か愛わいらしい女物のハンカチは、当たり前だけどオレの物じゃない。

　つーか、なんでオレ、御神木の木こ陰かげに移動しているんだ？

「………？」

　首を捻ひねっても、何も判わからない。

　匂においを嗅かいでも──クンクン──判るワケがない。

　むぅ……。

　多分、どこかの親切な御ご婦人が、境内で倒れていたイケメンに胸をときめかせつつ、木陰まで運んでくれたのだろう。しかも名前も告げずにハンカチだけを残して姿を消すとは、なんと奥ゆかしい御婦人だろうか。でも、一体──誰だ？

　彩あや雲もさん──なワケは、絶対にない。あの人はオレが干ひ乾からびたミミズみたいに悲ひ惨さんな事になっていたとしても、眉まゆ一つ動かさずに煙草たばこでもふかしているだろう。

　だったら美み空そらちゃん──は、それこそないか。

　少なくとも、今はまだ……。

「しかし、まさか本当に美空ちゃんがカグヤのヒメさんかよ……」

　挙あげ句くにオレの婚約者。

　ったく、何がどうなってんだか……。

　美空ちゃんがカグヤヒメだってのは、この際さい置いておくとしてだ。問題は、後者だろ。ある意味、コッチの方がビックリだ。だって、そうだろ？　婚約って事はアレだ。結婚したら新婚さんがいらっしゃいで、イエスノーマクラで初夜突とつ貫かんなんだぞ？

　………。

　つまり、合法的に夜の境内で巫み女こ服ふくプレイを所しよ望もうする事も可能──って事か。

　将来的には、ＥどころかＦすら超えるかもしれない、あのナイスなボディーで。

　アンナ事とか、コンナ事とかも、それはもう色々と……。




　………。

　………………。

　……………………。




　いや、待て。

　今、一いつ瞬しゆんでも「それもアリか」とか思ったオレよ、ちょっと待て。

　人間、正直なのが一番だが、正直過ぎる生き様ざまは寿じゆ命みようを削けずるような気がする。

　………。

　でも、確かにオイシイ話ではあるな……。可か愛わいいし、性格もいいし、家庭的で料理は上う手まいし、そしてオッパイも大きい。棒に振るには勿もつ体たいない話だ。巫み女こ服ふくプレイで新婚合がつ体たいでも決めれば、人生の勝ち組間ま違ちがいナシ──って感じがしないでもないが、問題はソコじゃない。

　そう──問題は、ソコじゃねぇーんだ。

　どうせヤルなら放課後ごの教室の方が、甘あま酸ずっぱくてメチャすてき──じゃなくって。

　勢い良く頭を振って、ピンクの色しき素そを追い散らす。

　どうにもオレの脳のう内ないは、ピンク色の面積が多過すぎる。少しはシリアスな空気ヨメ。もしくは頭を冷やせ。この干ひ物ものになっちまいそうな容よう赦しやのない熱ねつ射しやの中、そろそろアホな妄もう想そうに終しゆう止し符ふを打たねぇーと、どうにかなっちまうぞ──色々な意味で。

　とにかく、まずは起き上がろう。

　ゆっくりと膝ひざを立て、身体からだを起こそう。

「痛ってぇーなぁー、チクショウ……。まだ頭がクラクラしやがる」

　骨が折れていないのが、むしろ不ふ思し議ぎなくらいに全身が痛む。

　──いや、骨が折れない程度には手て加か減げんしてくれたって事か……ムカツク話だけど。

　ヨロヨロとした足取りで、オレは木こ陰かげの下から手水ちようず舎やまで移動した。

　先まずは頭を冷やしたい一心で、清らかな水の中に頭から突っ込む。

「っ───！」

　冷たい水が傷口に染みるが、熱ねつ暴走気ぎ味みの脳ミソが冷れい却きやくされて気持ちいぃ〜〜。

　生き返るっていうのは、まさにこういう意味なんだろうな。

　ほどよく熱が冷めると、普段の思し考こう回路がちょっとずつ動き出してきた。

「………」

　動き出しては、いるんだが……。

「ぷはぁ───」

　滴したたる水滴を飛び散らせ、水面から首を引っこ抜く。

　新鮮な空気を貪むさぼるように吸い込み、空からっぽの肺の奥へ流し込む。

　──オレは、コレからどうすればいい？

　問い掛けてみても、水面に映るはマヌケなオレのツラばかりだった。

「取りあえず……」

　天高く輝く太陽を見上げ、ぼんやりと思った。

「ハラ、減ったなぁ………」

　起きてから何も食べてない事を思い出し、オレはその場にヘタリこんだ。




　　　　　　　　　◇◇◇




　学校へと続く山道を歩いていたオレは、不意に麓ふもとの方角を振り返ってみた。

　なんとなく、自分が歩いてきた道を確かめてみたくて。

　何な故ぜに、学校を目指しているのか───？

　それはまぁ、追い追いと。

　取りあえず、振り返った先には、斜面に沿って右に左に蛇だ行こうする坂道が見た。

　距離にしたら、二、三百メートルくらいだろうか。

　比ひ布ぶ瀬せに移ってから、もう何度も登った道だ。

　長くて単調な坂道がワリと鬱うつ陶とうしくて、真ま夏なつ日びともなれば歩くダケで汗が噴ふき出す。シャツも背中も、もうとっくにベッタリだ。包ほう帯たいの下に隠かくした額ひたいの傷が、ジクジクと滲しみる。遅刻ギリギリの時なんかは鍛きたえているオレですら、この坂を全力疾しつ走そうすると心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなくらいバックンバックンになったものだ。

　そんでもって、何かと三人で登校した道。

　今までなんとも思わなかったこの道を、こうして独りで歩く。

「………」

　オレは今、この道を歩いている。

　道を、選んで、歩く。

　大おお袈げ裟さにいったら、ソレは明確な意思の表ひよう示じに他ならない。

　道──そう。道なんだよ、結局は。この道を選んだのは、オレだ。でも、この道を拓ひらいたのは、オレじゃない。単に道を歩く人間と、道を拓いた人間とでは、どれくらいの差があるものなのか。今の今まで、ロクに考えた事なんてなかった。

　最初から存在する道なんてない。

　誰かが拓いた道を、オレは歩いているに過ぎない。

　それは当たり前の事実だ。




　──だが、だとしたらオレが今まで歩いてきた道って、一体なんだ？




　オレの比ひ布ぶ瀬せ行きは、最ハ初ナからオレが選んだ道じゃない。

　オヤジに命じられるがままに、有う無むを言わせず押し付けられた道だ。

　一方で、今度の高たか倉くら本家行ゆきは、行くも行かないも自由に道を選べる。

　自由に道を選べる──ように見えて、実はソレもオレが拓ひらいた道じゃないってワケだ。

　そして美み空そらちゃんとの婚約の件も、問題はソコにあるんだ。

　オレや美空ちゃんが望んだ末の婚約ならともかく、ソコに二人の意思はない。

　そんな風ふうにオレの歩く道って、いつも誰かに用意された道ばっかりじゃねぇーか。

　これまでも──そして多分──これからも。

　それって何か変じゃねぇーか？　問題あるんじゃねぇーのか？

　何より一番問題があるのは───。

「このオレ……だよなぁ……」

　常に誰かの用意した道しか歩けない、オレ自身にある──ような気がする。




　──という諸問題を引きずりながら、オレは学校の校門をくぐっっていた。




　学校に来たところで、抱えている問題がどうなるワケでもない。

　都つ合ごうよく、今後の指し標ひようが転がっている可能性も、多分ない。

　そんな事は百も承しよう知ちしつつ、なんでオレが学校に向かったかというと……単に他に行く場所がなかったのだ。情なさけない話だよな、いや全く。でも、行くあてがないからって、神社の境けい内だいで暇ひまそうなハ卜みたいに、ボーっと時間を潰つぶすのも嫌だったしな。つーか、むしろ少しでも明あき羽ば神社から距離を置きたかったワケで──そうなるとオレの少ない選択肢しの先には、学校という場所しかなかったのである。

　こういう時は、シミジミと思うね。

　オレの日常って、やたらと薄っぺらいものなんだなぁーって。

　幾いくら他に行く場所がないからって、休みの学校に足を運ぶヤツもそう居まい。

　けれども、まぁ……この学校に愛あい着ちやくがあるって事まで否定する必要もないだろう。

　たった二ヶ月程てい度どしか通ってないけど、里さとよりもコッチの学校の方が面白かった。それは間違いない。向こうの学校は、単にメシ食って昼寝するダケの場所で──それはコッチでも大して変わってないけど──それ以上でも以下でもなかった。

　でも、コッチの学校には、図々しさを絵に描いたようなナベキュウと山やま梨なしが居る。

　あんな連れん中ちゆうでも、オレにとっては精神安あん定てい剤ざいと同じ効果がある──と、思う。アレを見てホッとする自分自身の精神構こう造ぞうも、なんだかなぁ〜。それでも、まぁ……二人ともオレにとっては初めての「悪あく友ゆう」だと思う。言葉にして出すと、ワリと恥ずかしいが。

　それに学校に行けば、きっと───。

「美み風かぜのヤツも、居るだろうしな……」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、どうにも鼻の頭がムズ痒がゆい。

　この時間なら、まだ弓きゆう道どう部ぶに顔を出しているだろうか。

「………」

　──や、別にアイツと逢あいたいってワケじゃアリマセンヨ？

　別に逢いたかないけど気になるというか。ちょっと顔を見ておきたいっていうか……。

　美風は今回の一件を、どの辺りまで知っているんだろう。まぁ、美み空そらちゃんに関しては、ほとんど知っているんだろうけど。オレが美空ちゃんの婚約者云うん々ぬんに関しても、もう知っているのだろうか……。知っていたら……オレ、殺される？

　後、高たか倉くらの本家行ゆきの話。

　オレの本家行きに、猛もう反対とかするのだろうか？

　それとも──なんとも思わなかったり、とか？

「はぁ〜〜」

　肺の中身が空からっぽになるようなため息。

　オレっていつから、こんなに臆おく病びよう者ものになっちまったんだろう。

　なんとも情なさけない気分を抱えつつ、八月の校舎に足を踏み入れる。

　流石さすがに夏休みなだけあって、校舎に人ひと気けはほとんどない。微かすかに吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏と、グランドから届く運動部の掛け声以い外がいは閑かん散さんとしたもんだ。ついでにいうと図書館と違って、クーラーなんてシャレた設備もないから、かなぁ〜り蒸むし暑い。どうやら真夏の太陽は、真ま面じ目めに部活に勤いそしんでいる連れん中ちゆうに対する慈じ悲ひなんか、一ひと欠かけらも持ち合わせていないらしい。

「しっかし、なんかハリボテみたいな光景だな……」

　薄いセロハンを貼はったような光景、とでもいうのかな。

　窓まど辺べから見える濃のう緑りよくの枝葉も、誰もいない無人の廊下も、まるで違う世界に踏み込んだみたいに、薄いエメラルド色の光が反射している。

　なんなんだろう、この奇き妙みような違い和わ感かんは？

　陽ひ射ざしは眩まぶしく、真夏の光で満ち溢あふれているのに──ココには人の活気が全くない。

　真夜中の校舎とはまた違った、無む人じんの学校が持つもう一つの異い空間。

　それが違和感の正体か？




　皆が居る学校と、居ない学校───。

　平日の学校と、休日の学校───。




　オレが知らない──もしくは気付かないダケで、この光景だって誰かの日常の一部だ。

　視点とか、立ち位置の違い。

　例えば階段の真下から見上げたミニスカートの美少女の後うしろ姿すがたが、階段の上から見ると評価が一いつ変ぺんするように、だ。もしくは真夏の視線を独り占めしていた競きよう泳えい着ぎの美女が、水から上がった途と端たん、プールサイドを絶望の渦うずに叩たたき込んだりするように───。

　視点が変われば、色々変わる。

　進む道も、進みたい道も、その目標も責任も何もかも変わってくる。

　だったらオレの進む道も、進んできた道も、何かが少しズレるだけで大きく変わっていた可能性があったのだろうか。仮に才能のカケラもない炎えん術じゆつに見切りをつけて、普通の高校生デビューをキメてたら、今とは全く違う日常の中でオレは何をやっていたのだろうか？

「………」

　──まっ、今さらいっても詮せん無なき事だ。

　現い在まのオレがオレでしかない以上、仮定のオレの言葉なんかに重みはない。

　だから、オレは訊きいてみたくなった。

　オレとは別の、オレ以外の平へい凡ぼんな日常に身を置いた、アイツらの言葉とかを。

　山やま梨なしやナベキュウを「平凡」と呼べるかどうかは微び妙みようだが、それでもオレとは違う視点を持っている。違った視点と思し考こうと交われば、何か名めい案あんが浮かぶかもしれない。そんな淡あわい期待を持ちながら、教室を覗のぞいてみたら──ホ〜ラ、居た。

　意い外がいにもマジメに机に齧かじり付いている山梨を、ワレ発見♪

　でも、山梨以い外がいに、他に補習を受けている連れん中ちゆうの姿が見えないとは……一体、なんの教科で赤紙を貰もらったんだ？　さすが梵ぼん字じブレスレッドに、自らの夏休みを賭かけたギャンブラーは一ひと味あじ違うって事か。その大物ぶりに敬意を表し──スススゥ〜〜。

　気配を消した歩ほ法ほうを駆く使しして、山梨の背後に音もなく忍しのび寄る。

　当たり前だが、オレの存在に気付いた様よう子すは全くない。フフフ───。

　さて、ここからどうしてくれようか？

　ウカツな山梨の後こう頭とう部ぶを見下ろすと、イタズラ心がワキワキと蠢うごめくぜ。

「………」

　しかし、こうして間ま近ぢかで観察してみると──コイツの髪って、ワリと綺き麗れいだな。軽くウェーブが掛かっていて、フワっと空気の中を泳ぐみたいで。それに上じよう品ひんな柑かん橘きつ系けいの香水の香りも悪くない。いや、悪くないどころか黙って座っていれば間違いなく、育ちのいいお嬢じよう様に見えるんだけど───。

「イヤッホ〜♪　終わったぁ〜〜♪」

　そのお嬢様の小さな拳こぶしが、唐とう突とつに突き上がる。

　プスッ───！

　空気が漏れるような音と一緒に、シャーペンの先っぽが突き刺さった──オレの鼻に！

「──あら？」

　キョトンとしたまま、オレを見上げる山やま梨なしさん。

　眼めをパチクリさせながら──シャーペンをグリグリ押し上げるなっ！

「つーか、いい加か減げんにしやがれ！」

　シャーペンと一緒に、山梨の手をペシリとはたき落とす。

「あん♪　で、どうだった美みヶか速はやくん？　女の子に鼻の穴を蹂じゆう躙りんされる気分は？」

「何が蹂躙だ！　人の鼻に異い物ぶつを突っ込んでおいて、他にいうセリフはねぇーのかっ！」

「ん〜？　美ヶ速くんは、別のアナの方が良かったの？　でも、ソレって邪じや道どうよ。男の子のアナは、やっぱり男の子に開かい拓たくされないとね♪」

　ニシシシといやらしく口元を歪ゆがめる山梨に、オレは咄とつ嗟さにお尻しりを隠かくした。なんつーか、男の本能的に。オレにはそんな神々の黄昏たそがれのような世界には、コレっぽっちも興味ない！

「それで本当はなんの用なの？　ひょとして痔じの相談？」

「いい加か減げん括かつ約やく筋きんに纏まつわる話題から外れろ！　貴き様さまのパンツは何色だ、この外げ道どうが！」

「え？　知りたかったのは、あたしのパンツ？」

「ソレも違う！」

　なんだろう。微び妙みように頭痛がしてきやがった……。

「なぁ〜んだ。まぁ、今日のパンツは、あんまり人ひと様さまに自じ慢まんにできるような可か愛わいいデザインじゃないんだけど──見たい？」

　チラ、っと山やま梨なしは短いスカートの端はしっこを持ち上げた。
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　座っているダケでフトモモ丸まる出だしに近いソレが、更に数センチばかり露ろ出しゆつする。

　スベスベのお肌はだをムチっと重ねた、マシュマロよりもやわらかそうな白いフトモモ。

　まぶしい素す肌はだの上に落ちた影が、徐々に根元の方にまで捲めくれ上がって───。

「──スケベ♪」

「うっ……」

　気が付いた時、オレの眼まな差ざしは食い入る──つーか、むしろ食い破るように山梨のフトモモに注そそがれていた。ワナだと判わかっていたのに。ツリだって理解していたのに。こうも容易たやすく本能が理性を駆く逐ちくしてしまうとは……恐るべしは魔ま性しようのチラリズムよ！

　だがな、山梨。勘かん違ちがいするなよ。

　オレは貴き様さまの色いろ香かに惑まどわされたのではない、チラチラパンツに惑わされたのだ。

　………。

　ちなみにキュートなミント系だった事は、一いち応おう付け加えておくとしよう。

「………（ジ〜〜）」

　ふと山梨から、オレを視し姦かんするような眼差しが注がれる。

「な、なんだよ、その眼差しは？」

「はぁ〜」

　って、何な故ぜにため息？

「生なま傷きずが絶えないのはいつもの事だけど、今日のソレは一体なんなの？　頭に包ほう帯たい、顔中にアザ。風か邪ぜで寝込んでいるってのは聞いてたけど、風邪をひいて傷だらけになるなんて、寡か聞ぶんにして聞いた事がないんだけど？」

　オレだって聞いた事がねぇーよ。

「ま、どうせ美み風かぜとでもケンカしたんでしょ？　それも美み空そら絡み？」

「……うるせぇーよ」

　本当は美風じゃなくて彩あや雲もさんなんだが、そこまで語る必要はない。

　それに美空ちゃん絡みってのは、間違ってない。

「まったく、見ていて飽あきないから構わない──ってレベルから、そろそろ抜け出した方がいいと思うわよ、あたし的には。そりゃ美風は素直じゃないし、それに輪をかけたくらいに美空も素直じゃないし、お互いに進展しにくいってのも判わかるけど」

「お前なぁ〜。オレと美風の間で、一いつ体たい何を進展させろってんだ？」

　ったく、なんでこう女って生いき物ものは、誰かと誰かをくっつけたがるんだ？

「大体、美風が素直じゃないのはともかく、美空ちゃんのどこが美風以い上じように素直じゃないってんだ。あんまりいい加か減げんな事をフイてんじゃねぇーぞ」

「本当にそう思う？　素直か否かが問題なら、美風の方がずっと素直だと思うけど。まっ、あの子の場合、それを素直に前に出すのが苦にが手てなダケで」

　それを「素直じゃない」と言わないのなら、貴き様さまの辞書はとんだ駄だ書しよだ。

「逆に美み空そらは素直過すぎるのよ。いつもいつも自分がどうすればいいのかを考えて、考えた答えにだけ従っちゃっているでしょ？」

　だからそれが「素直な子」じゃないなら、いっそお前の辞書は焚ふん書しよにしちまえ。

「あたしはさぁ、これでも二人の友達だからね。心配なのよ。美み風かぜも美空も、どっちも同じくらいに心配なワケ。美みヶか速はやくんが一緒に暮らすようになって、もうちょっとマシになるかと思ったんだけど……う〜ん。これはちょっと、見込み違いだったのかなぁ〜」

　山やま梨なしの眉み間けんに小じわが寄った。

　微かすかな失望を滲にじませた呟つぶやきに、オレは頬ほおの筋肉をピクリと動かした。

　面めんと向かって見込み違いとは、山梨のヤツもまた大きく出やがって……。

　彩あや雲もさんといい、コイツといい──オレに一体、何を期待していたんだ？

　百歩譲ゆずっても、期待するダケなら他人の勝かつ手てだが、そんな勝手な期待にオレが付き合う必要は毛もう頭とうない。そもそもオレはオレ自身のために、ココで鍛たん錬れんを重ねているんだ。

　他人の評価なんぞ、知った事か。

「………」

　知った事じゃあ──ないハズなのに……。

　胸の奥に、何かが突っ掛かる。なんか大切な事を忘れているような、そんな気がする。

　それとも山梨は、オレには見えていない違い和わ感かんの正体に気付いているのか？

　ソレがオレの求めた、山梨とオレとの視点の違いなのか？

「で、美空の様よう子すはどうなの？　まだ面会謝しや絶ぜつなの？」

「……まぁ、な」

　即そく答とう、できなかった。

　以前のオレなら、状態がどうであれ、言葉を濁にごす必要はなかったのに。

　それは多分、美空ちゃんの正体を知っちまったからだ。

　相手を知った途と端たん、態度を豹ひよう変へんさせるヤツは人間のクズだ──と思っていたけど、オレ自身がそんなクズだったとは、新鮮な驚きだ。でも、別に美空ちゃんの事が嫌いになったとか、そういうワケじゃねぇーんだ。そんな事は、絶対にあり得ないから。イイワケみたいに聴きこえるかもしれないけど、それだけは絶対だ。

　ただ、怖いんだと思う。

　嫌いになったとか、そんなレベルじゃなくって、怖い。

　顔を合わせたら、脚あしが勝かつ手てに震えちまいそうな気がして……それが怖い。

「そっか……。まぁ、美空の事も心配だけど、美風もちゃんと見てあげてよ」

「はぁ？　美風を？」

「だって、ホラ。あの子ってタメ込んじゃう体質じゃない。だから時々、とんでもない暴走とかしちゃうし……。特に美み空そらが絡むと、尚なお更さらね。今、二人が抱えている問題って、美空が強烈に絡んでいるんでしょ？」

「……まぁ、今いま更さらそこまで隠かくし事をするつもりはねぇーけど。ただ、よく判わからんのが、なんでオレがそこまで美み風かぜを気に掛けなきゃならんのだ？　そりゃあオレは立場上、アイツん家ちの居い候そうろうで、多少なりともアイツの面めん倒どうを見る義ぎ理りはあると思わないでもないが───」

　それすら明日には判わからんけどな。

　明日には明日の風が吹く、とは良くいったもんだよ。

「え〜。でも、美みヶか速はやくんってば、美風の事がスキなんでしょ？」

「……………はい？」

　イマ、ナントオッシャリマシタカ、ソコノムスメサン？

「ん？　どうかしたの？　付き合い始めたばかりのカノジョに、突とつ然ぜん携帯の着信履り歴れきを見せてっていわれたみたいに、顔を強こわ張ばらせちゃって？」

　世界に一匹ぴきしかいない珍ちん獣じゆを目の当たりにしたような、そんな奇き妙みような面おも持もちをした山やま梨なし。

　パチクリとした目が、不ふ思し議ぎそうにオレに問う。

「いや、ちょっと待て。いいから待て。なんでオレが、美風みたいな貧ひん相そうな乳ちちと書いて貧ひん乳にゆうと読む美風を相手に、ス──スキナンテヒィーマスカ？」

　うわ、声せい帯たいが引きつって声がヒックリ返っちまったじゃねぇーか!?

　そんな偽ぎ装そうメールもビックリなガセネタが、一体どこから降ってきたんだ!?

　あり得ねぇー。あり得ねぇー、ったらあり得ねぇー。

「そうやって直ぐにムキになるところって、本当に美風とソックリ。でも、いい加か減げんお互いに踏み込もうとしないと、いつまで経たっても進展しないわよ？　全く、なんで二人とも、肝かん心じんなところで臆おく病びようなのかなぁ〜。二人の得意な武ぶ術じゆつの世界だって、臆おくさないで間合いに踏み込む勇気が大切だってうたっているでしょ？　ホラ、なんていったっけ……そう『切り結ぶ太た刀ちの下こそ地じ獄ごくなれ、身を捨ててこそ頭カチ割れ』だったっけ？」

「浮かぶ瀬せもあれ、だ」

　カチ割って、どうする。

　言わんとしている事は、判らないでもない。だが、なんでオレが美風の懐ふところに飛び込まなけりゃあならんのだ。それは、アレか？　あの大根おろしみたいな胸に飛び込んで、顔面をスリスリ擦すりおろせって事ですか？　おお、イヤだイヤだ。

「細かい事はどうでもいいの。大切なのは、美ヶ速くんのキ・モ・チ♪」

「いや、だからオレは───」

　笑顔で断言されて、オレはたじろいだ。

　い、居い心ごこ地ちが悪い。

　山やま梨なしの目はマジだ。オレが美み風かぜにホレていると、微み塵じんも疑っちゃいない目だ。

「マジメな話、美みヶか速はやくんが迷うと美風も迷うし、美み空そらだって迷うと思うの。ヘタクソな優しさは、却かえって二人を傷付けてしまうわよ。その事だけは、覚えておいてね。……あっ、でも美風が美ヶ速くんとくっついちゃったら、独り身は寂しいかも。その分、からかって愉たのしめそうだけど、案あん外がいバカップルになって年中あてられちゃう可能性も……う〜ん」

「んな可能性あるか」

　ドッと噴ふき出す疲れに、なにやら頭痛までしてきた。

　このアホは何がなんでも、オレと美風をカップルとして認にん定ていしたいらしい。

　つーか、これ以上コイツのヨタ話に付き合ってられん。

「アレ？　美ヶ速くん、何ど処こに行くの？」

　回れ右したオレの背中を、楽しげな声が叩たたく。

　絶対に、判わかって愉しんでいやがる。コイツはそういうサド系の女だ。

「ちなみに美風なら弓きゆう道どう場じように居るから、ヨロシクねぇ〜」

　なにがヨロシクだ。

　ヒラヒラと手のひらを泳がせる山梨を鋭い一いち瞥べつで貫つらぬいて、オレは教室を後にした。







　全く、事情を知らないヤツは呑のん気きでいい。

　オレと美風が、引っ付いたり付き合ったり合体するワケがない。

　そもそも何に迷うってんだ。仮にオレが誰かと引っ付くとしたら、美風じゃなくって美空ちゃんだろ。別に納なつ得とくしたワケじゃないけど、美空ちゃんは婚約者なワケで……ん、でもちょっと待て。山梨のヤツは「美風も」って、いっていた。オレが迷えば、美風も迷うって。それって山梨視点ヴイジヨンから見れば、美風もオレにホレているって事なのか？

　………。

　いや、それもあり得んだろう。

「……はぁ〜」

　それなのに、胸にどんよりと重い雲が垂たれ下がる……。

　美風がオレの事を嫌っているなんて、ずっと前から判り切っていたのに、なんでショック──え、オレってショックを受けている？　そんなハズない。でも、三日前に風か邪ぜのせいで寝込んだ時、手法はともかく美風が看病に来てくれた時は、ちょっとダケ嬉うれしかったけど。

　……アレ？

　ひょっとしてオレって、マジで美風にホレているのか？

　この胸のモヤモヤと、顔面から噴き出す脂あぶら汗あせの正体は、まさかソレなのか？

「いやいや、ちょい待て。そう結論を急ぐなよ、オレ。あははは……」

　理由もないはずなのに、心しん臓ぞうがドックンドックンと乱れてきた。

　なんか顔とか耳の裏側まで熱くなってきた。汗とかも噴ふき出しているし。

　ダ、ダメだ。

　取りあえず屋上にでも出て、風に当たって頭を冷やそう。

　思い立った瞬しゆん間かん、オレは人ひと目めを避けるように早足で屋上に向かった。




　　　　　　　　　◇◇◇




　夏休みの最さ中なかだからだろうか、屋上の扉とびらは最初から開放されていた。

　コンクリートを照らし付ける太陽光が、なんていうか神社の境けい内だいよりも禍まが々まがしい。

　もうもうと揺れる大気に、景色が歪ゆがんで見える。地球に何か恨うらみでもあるのか、今日も太陽は元気に核かく融ゆう合ごうの真まっ最さい中ちゆう。タイル張りの屋上は、まるでフライパンの上のようだ。体感で軽く四十度には達しているんじゃないのか。

　それでも吹き抜ける風は、意い外がいと涼しかった。

　まぁ、それに幾いくら暑いといっても、グランドじゃあ運動部の連れん中ちゆうだって走り回っている。仮にも歩く火か薬やく庫こ、人間火か炎えん放射器。美みヶか速はや流炎えん術じゆつ使つかいのこのオレが、この程度の暑さで音ねを上げるワケにはいかんだろ。

　だが、それにしても───。

「お前は一体、こんなところで何をやっているんだ？」

　フェンスの前でうつ伏せ、一いち眼がんレフを構えているナベキュウに、オレは訊たずねた。

「それはもちろん、訊きくまでもない事だよ」

　振り向きもしないまま、ナベキュウはいった。

　一体、何い時つからそこでそうしていたのやら。

　人間を具ぐにした広島風ふうお好み焼きでも即そく座ざに焼き上がりそうな屋上で、日ひ傘がさも差さずによくも寝ね転ころんでいられる。全く、ある意味大たいした根こん性じようだよ。この猛もう暑しよの屋上から校庭の被ひ写しや体たいを狙うその姿は、ロシアの狙そ撃げき兵へいですら舌を巻くに違いない。

「碓かに、訊くまでもないな……。狙いはテニス部と、それに水泳部か？」

「いやいや、それダケじゃないよ。何せ夏は被写体が多いからね。それは運動部に限った話じゃない。夏のオススメの被写体は、実は吹すい奏そう楽がく部ぶさ。人ひと気けのない校舎の中で、周りは女子部員がほとんどだろ？　だから自分の姿に、無む防備になるんだよ」

「そいつはまた、玄人くろうとさんな意見だな……」

「ホラ、コレを見てごらん」

　と、デジカメを構えたまま、別のデジカメを取り出すナベキュウ。

　会話を継けい続ぞくしつつも、ファインダー越しのエモノは逃がさない──良い心構えだ。

「どうだい？　吹すい奏そう楽がく部ぶではダントツ、三年の女子でも五本の指に入る三年Ｇ組西にし村むら碧みどり嬢じようの、この夏一番の画像だよ。猫ねこ背ぜみたいに背中を丸めず、ピンと真っ直ぐに背せ筋すじを伸ばしてトランペットを構えた女性奏そう者しやの姿は、夏の陽光に包まれた背はい徳とくの美学───」

　デジタル画像の中で、件くだんの西村碧嬢は確かに輝いていた。

　被ひ写しや体たいもいいが、撮とったナベキュウの腕もいい。真夏の光を金こん色じきに反射させるトランペットを奏かなでる姿は、なるほど確かに綺き麗れいだ。静せい止し画がであるにも関わらず、活いき活きと輝くマーチテンポの音色が聴きこえてくる。──何より、楽器を構えたブラウスの袖そでから覗のぞく、白いヒモとかレースのカップが醸かもし出すエレガントなエロスが、扇せん情じよう的でメチャ素す敵てき♪

「……見事な構こう図ずだ。なんていうか、見えそうで見えないラインが」

「前にもいっただろ？　モロに見えたら、単なるエロだ。見えそうで見えないギリギリの境きよう界かい線にこそ、人は想像の翼つばさを無限に羽ばたかせ、心の審しん美び回路に蒼あおい電流を奔はしらせる。それこそが理想郷きようだよ。考えてもみたまえ。人間から知性を奪うモロ画像が、どんな芸術を生み出すものか。特にあの、女子テニスの見るに耐えない着けＢ地区や、何かを勘かん違ちがいしたとしか思えないメイド喫茶の量産型がたミニスカメイドを喜んでいるような輩やからの頭ず蓋がい骨こつの内側には、きっとプリオンがギッシリ詰まっているんだろうね」

　むぅ……。

　弱じやつ冠かん、十七歳さいでその境きよう地ちに達するとはこの男……いつか世界を獲とる器うつわかもしれん。

　取りあえず、オレがいえるのは一言ダケ。

　ブラ・チラ・ブラ・ボー。

「で、今日は一体、どうしたんだい？　よもや独りが寂しくなって、夏休みの学校に来るようなタマじゃないだろ、キミは。ましてや、そんな暇ひまな身分でもないだろうし」

「まぁ、な………」

　素そっ気けなく返しつつも、オレは一いつ瞬しゆん、ナベキュウの言葉にドキッとした。

　独りが寂しい──寂しいだって、このオレが？

　そんな事、考えた事もなかったし、指し摘てきされた事もなかった。

　だってオレって孤こ独どくが似に合あう高校生ナンバー１な、ちょっと小こ粋いきなスナフなキンさん。愛と勇気だけが友達と粋がる菓子パンヒーローの上を行く、一匹ぴきオオカミなこのオレが、独りが寂しいですと？　ハハハハハ、あり得ないって……。

「どうかしたかい、美みヶか速はや。図ず星ぼしを指摘されて、ビックリしたとか？」

「何を根こん拠きよに、世よ迷まよい言ごとをいいやがって」

「世迷言ね。まぁ、そういう事にしておくよ」

「そういう事も何もあるか！　そうなの！　世迷言なの！」

「ふ〜ん。でも、そう思われても仕方ないくらい、今のキミは動どう揺ようしているって事だよ」

「動揺？　動揺って、なんの話だよ」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きくと──キミは此こ処こに残るのかい？　それとも行くのかい？」

「───っ！　なんでお前が知ってんだよ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が滑すべり出た。

「星はなんでも知っている、ってね──ヨシ」

　そして『ピッ』と、デジカメのシャッターを押し込む。

「歌うな。しかも答えになってねぇー。つーか、お前の歳としは幾いくつだ！」

「ん〜。タネを明かす──ってほどのものでもないけど、以前にホラ、京きよう都とから来たお客さんとキミとが決闘した時に、境けい内だいの各所に隠かくしカメラとマイクを仕掛けただろ？　アレの幾つかは、実はまだ生きていてね。ハハハハハ」

「ハハハハハ、じゃねぇーわ！」

　軽く目め眩まいがしたのは、頭上の太陽のせいじゃない。

　色々と情報に敏さといヤツだと思ったら、そういうカラクリか！

　録音されていると判わかったら、これからおちおちとトイレにも行けねぇーわ！

「まぁ、マイクとカメラの件はともかく、主題はソッチの話じゃないんだろ？　ボクとしては正直、キミが選択肢しを悩んでいる事ソレ自体が、非常に意い外がいなんだけどね」

「そりゃどういう意味だ」

「バカの考え休むに似たり──いや、待て。先まずは握った拳こぶしを解こうじゃないか」

「解いてもいいが、その前に殴なぐらせろ」

　多分、その方がスッとするから。

「オーケー。判った。言い方が不ふ適切だった事は認める。いい直そうじゃないか。ボクが言いたかったのは、つまりだ。キミが悩んだところで、無意味だ」

　ゴキッ！

　次の瞬しゆん間かん、オレの下段突きがナベキュウの脳のう天てんを貫つらぬいた。

「単にボクは、キミにあれこれ悩む姿は似に合あわないといいたかったダケなのに……ヒドイや」

「だったら最初っからそういえ！」

　ったく、これだからヒネクレ者は困る。

　──もっとも、ナベキュウの言わんとしている事は、良く判るけどな。

　オレ自身、悩むダケ無む駄だだと思ったから、身体からだを動かし足を使って、何かしらのヒントを掴つかもうと思って学校にきたワケだし。

　悩むのは──正直、苦にが手てだ。

　特に悩んだところで正しい答えが出そうにない問題は、どうにも……。

　自分の思し考こう回路が単純だって事は、オレ自身もそこはかとなく諒りよう解かいしている。

　そして世間はオレの思考回路や好みとは無関係に、複雑にできている事も……ね。

「なぁ、美みヶか速はや。取りあえず最初に確認しておきたいんだけど、キミはココから──比ひ布ぶ瀬せの町から出て行きたいのかい？　それとも、残りたいと思っているのかい？」

「………」

　ナベキュウの設問に、しかしオレは口元を結んだダケで答えなかった。

　実はソレすら判わからんのだ。

　残りたい──という気持ちもある。

　離れたい──という気持ちもある。

　どっちの選択肢しがオレの本当の答えなのか、サッパリ判らん。

「なるほどね。キミにとっては暗あん中ちゆう模も索さく。どっちを選んだとしても、後こう悔かいフラグ先に立たず……か。でも一般論ろんでいわせてもらうのなら、そんなに悩む必要もないとは思うよ。どっちを選んでも一緒なら、どっちを選んだところで大差ない、って事なんだから」

　ナベキュウは振り向き、肩をすくめるように笑った。

「あのなぁ、おい。他ひ人と事ごとだと思って、気軽にものをいうんじゃねぇーよ」

「ものいう株かぶ主ぬしってのは、ワリと気楽なものなのさ。それにこの問題は、キミが思い込んでいるほど他人事ってワケでもないよ。将来に対する不安は程度の差こそあれ、キミにもボクにも誰にとっても共通するものなんだから。美みヶか速はやのソレがボクらのソレと幾いく分ぶん、事情や状況が異なるのは承しよう知ちしているけど、向かっているベクトルは同じだよ」

　一いち眼がんレフを外し、ケースに仕し舞まいながら、ナベキュウは言った。

　例えば進学。

　例えば就しゆう職しよく。

　そして、ひょっとしたら恋愛。

　ナベキュウやクラスの連れん中ちゆうが抱えている将来の不安といえば、こんなところだろう。

　確かに同じといっちゃあ同じなんだろうが、一緒くたにされるのも、なんだかなぁ〜。

「オレはお前に、進しん路ろ相談をしに来た覚えはないんだが……」

「もちろんだよ。そういう相談は本来、職員室や進路相談室でするものさ。……これは私見だけど、キミが悩んでいるのは選ぶべき選択や自分の行き先じゃなくって、いずれかを選ぶ事によって発生する、対たい人じん関係の変化そのものじゃないのかい？」

「───っ！」

　いわれた瞬しゆん間かん、雷かみなりで打たれたような衝しよう撃げきが奔はしったような気がした。

「おっと、そんな怖い顔をしないでくれよ。殴なぐられるのは、正直、勘かん弁べんして欲しい」

「……そんなつもり、ねぇーよ」

　いいながらオレは、震えた拳こぶしのやりどころに困こん惑わくしていた。

　何をそんなに動どう揺ようしているんだ、オレは。

　目を背け続けてきた問題に、無む理り矢や理り直面させられたガキじゃあるまいし。

「答えが複雑に見えている時なんて、大たい抵てい、本当は答えが判っている時さ。ただ、その答えを認めるのが癪しやくで反発しているのか、もっともらしく自分を納なつ得とくさせる後あと付づけの理由を模も索さくしている……そんなところだよ」

　その理り屈くつは、判わからないでもない。

　求めているのは、自分自身が納得できる答え。まさに、その通りだ。

　後こう悔かいのない選択肢しは、それなりに見えてはいるんだ。そんなものは明白で──ただそれだけに難しい。全部サクっと上う手まくいけば、そこに後悔なんて生まれない。けど、それは酷ひどくムシのいい話だ。親おや鳥どりから卵を奪わずに卵たまご料理が作りたいと、そう願うのと同じくらいに。

　だから、選ばないといけない。

　親鳥から卵を奪うのか、それとも卵料理を諦あきらめるのかを。

　どちらを選んでも、それはきっと痛みを伴う。

　それが判っているから欲しいんだ。痛みに耐えられる、キチンとした理由が。

　そうしないとオレは多分、どちらの選択にも失敗する。

　ましてや卵を奪っておきながら、料理に失敗した日には目も当てられねぇー。

　オレ自身がキズつくのは、オレの勝かつ手てだ。でも───。

「そんなに誰かを傷付ける事がコワイのかい？　キミは自分が納得できるなら、結果として誰かを傷付ける事も厭いとわない性タ質チだと思っていたんだけど……。つまりキミにとって、それほど特別な存在というワケなんだね、彼女の事は」

　その言葉は、二度目の衝しよう撃げきをオレに与えた。

　彼女と、ナベキュウはいった。

　彼女達ではなく、彼女と。

　その瞬しゆん間かん、オレの脳のう裏りに浮かんだのは──美み風かぜだった。

「その様よう子すだと、何かが視みえたみたいだね。それはきっと、良いコトだと思うよ」

「ナ、ナンノコッテスカ？」

　ギギギと、回す首から錆さびついた音がした。

「その反応を見れば、充分だよ」

　苦く笑しようを浮かべるナベキュウ。

　おどけて肩をすくめるその仕し草ぐさは、まるで侘わびのようにも見えた。

「個人的な意見を言わせてもらえるのなら、ボクはキミに残って欲しいと思っているよ」

「……ウソつけ」

「ウソじゃないよ。誰だって突然、親しい友達が遠くに行ってしまうとしたら、それなりに寂しく思うんじゃないのかな？」

「………はひ？」

　固まった喉のどから、珍ちん妙みような声がこぼれた。

　今、コイツはオレの事を『トモダチ』って、そういったのか……？

　目を瞬しばたたかせて、ナベキュウを見る。

　ナベキュウはオレの困こん惑わくを見み透すかしたように、敢あえて気付かないフリをしたまま荷物を片付け始めていた。

「それじゃあ最後に、コレはボクからのアドバイスだ。今いま更さらだけど、キミは普ふ段だん着ぎのままのキミでいるべきだと思うよ。ここで変に周囲に気を使ったり、自分を取り繕つくろったりしてみたところで、そんな結果に意味はない──そう思うよ」

　大きなナップザックを背中に背負いながら、ナベキュウはいった。

「どういう意味だよ、そりゃ」

　内ない心しんの動どう揺ようを隠かくすために、ムリに不ふ機き嫌げんな声を作ってオレは訊たずねた。

「目的のためなら、どんなに手段がブザマでなりふり構わなくても、貫つらぬき通そうとするのが美みヶか速はや優ゆう夜やの真しん骨こつ頂ちようだとボクは思っているよ。そんなキミが、今更カッコつけたって柄がらじゃないって事さ。いいじゃないか、カッコ悪くたって。キミは元々、カッコ悪いんだから」

　おもむろに、ナベキュウがフェンスに繋つないだロープの結び目を確認する。

「……激しくバカにされているような気がするのは、気のせいか？」

「さて、ね。人間、自分や自分の足元が見えていない時が、一番厄やつ介かいだ。状況が判わからない暗くら闇やみの中だと、二階から飛び降りても平気な人間が、椅い子すの上から飛び降りたダケで足を挫くじいたりもする。もしくは表現力の乏しい三さん文もん作家が、無む理りしてカッコイイ描写を書こうとしたところで、ロクな文章にはならない。いい教きよう訓くんだよ。特に今のキミみたいに自分の立ち位置に迷っている人間には、ね」

　コイツめ……。

　なんかムショ〜〜ウに、一発殴なぐりたくなってきた。

　怒りとか憎いからじゃなくって、なんていうか……それとは正せい反対の衝しよう動どうで。

「おっと、それじゃあボクはそろそろ逃げるよ。後の事は、任せたから」

「まぁ、待てナベキュウ。そう急いで逃げなくても──って、おい!?」

　突然、ナベキュウがフェンスを飛び越えたもんだから、オレは慌あわてた。

　さっきからロープの用意をして、何をするかと思っていたら……一体、どういう行動力をしてやがる。しかも、妙みように動きが慣れているのが、なんか怖こェー。だが、問題はソコじゃなくって、そんな事よりも───。

「さっき「ヨシ！」って撮とった写真、後でオレにも見せろよな！」

　と、叫ぶオレの背中で、誰かが屋上に飛び込んできた。

「ちょっとソコ！　一体、何をやっているの！」

　誰すい何かと同時に、首くび筋すじに照しよう射しやされる鋭い殺さつ気き。

「って、優夜!?　なんでアナタがココに!?」

「美み風かぜ!?」

　振り返った先に、大おお弓ゆみを構えた弓きゆう道どう着ぎ姿の美み風かぜが居た。

　紺こん色いろの袴はかまを鮮やかに揺らし、手にした弓は半月のような綺き麗れいな弧こを描いている。

　オレを見つけた美風は、ビックリしたように目を丸くした。

　が、それはほんの一いつ瞬しゆんの事で、直ぐに厳きびしい眼まな差ざしがオレを刺す。

「ナベキュウなら、もうとっくに逃げたぞ」

　取りあえず、ロープを指差しながらいってみる。

　美風が屋上に駆け込んできた理由は、大おお方かたナベキュウ絡みだろうから。

「………」

　オレの指差したロープに、美風は一瞬だけ目め線せんを送ったが、本当に一瞬だけ。

　きっちり〇・五秒後には、また刺すような眼差しをオレに戻した。

　参ったな。

　そんなに鋭い眼差しで視し姦かんされても、オレの股こ間かんの撃げき鉄てつはピクリとも反応しねぇーぜ。

「………」

　だ、だけど、どうする？　どうすりゃいいんだ？

　夏の午後。

　降り注そそぐ光を遮さえぎるもののない校舎の屋上で、美風と二人───。

　い、意識なんか、してまセンヨ？

　そういや初めてコイツと逢あった時も、こんな空が眩まぶしい真夏の出来事だったな〜とか思ったりしても、そんなの全然、関係ない。ああ、関係ないったら関係ない──ハズなのに、クソッ……。ナベキュウが余よ計けいな事をいいやがったせいで、美風の顔がまともに見られねぇー。

「……優ゆう夜や」

　ドクンッ───。

　薄い唇くちびるが──美風の声が──オレの名前を紡つむぐ。

　たったそれだけの事で、オレの心しん臓ぞうが飛び跳ねる。

　甘く囁ささやかれたワケでもなく、むしろ感情を押し殺したような低い声だったのに。

　なんだろう、このケツの穴がむず痒がゆいような感覚は？

　本当の本当に、オレは美風を求めているのか？

　具体的には、男の子の第三の穴が？

　……イヤン♪

「……ふん。身体からだの方は、もう大丈夫なんだ」

　大丈夫──といえば、大丈夫か。

　今、身体に残っているのは、彩あや雲もさんから受けたダメージくらい。

　なんなら今からベッドの上で、四十八の健康体たい操そうを一通り実じつ践せんしてみましょうか？

　選挙権けんのないお子様には見せられないような、とってもアレな体操を───。

　ちなみに上か下かと尋たずねられたら、オレは上うえ派はだ。

「そう……。大丈夫そうみたいね……。だったら───」

　パシンッ！

「へぶっ!?」

　乾いた音ね色いろが、オレの鼻はな柱ばしらを鋭く叩たたいた。

　唐とう突とつに、オレの顔面に投げ付けられたのは──ゆがけ？

　見れば美み風かぜの右手から、矢を番つがえる手を保護する皮かわ製せいのグローブが消えている。

「って、いきなり何しやがる！」

　コレが英えい国こく風ふうな紳しん士しの国なら、まさに決けつ闘とうの申し込みと誤ご解かいされても───。

「わたしからの果死合いの申し込み、受けてもらうわよ、優ゆう夜や」
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「……はひ？」

　一いつ瞬しゆん、耳を疑う。

　今、果はた死し合あいっていいました？

　誤ご解かいとか冗じよう談だんとかじゃなくって、マジで決闘の申し込み？。

　……え？　マジで？

　戸と惑まどうオレの視線を振り切るように、颯さつ爽そうと踵きびすを返す美風。

　紺こん色いろの袴はかまをフワリと広げて校舎へ戻る美風を、オレは呆ぼう然ぜんと見送った。

　最近、流は行やっているのか、果はた死し合あい？




　　　　　　　　　◇◇◇




　なんでこんな事になったんだ───？

　比ひ布ぶ瀬せに来て以来、色々と理り不ふ尽じんには慣れたつもりだったけど、今回のは極めつけだ。

　夜空に浮かぶ半はん欠かけの月を境けい内だいから見上げながら、シミジミと思う。

　本当に、なんでこんな事になったんだ───？

　オレは確か、自分の進路というか将来というか選択肢しというか……とにかく明日、高たか倉くら本家に行くか行かないの考えをまとめるタメに、学校に足を運んだ。ただそれダケだったハズなのに、なんでそれが美み風かぜとの果死合いなんて事になるんだ？

　しかも結局、明日の事に関しては何一つまとまってないし。

　むしろ余よ計けいに、混乱したダケのような気がする。

　そりゃ求めた答えが都つ合ごうよく、パズルのピースみたいに転がっているなんて、そうそうあり得ないんだろうけど……。それにしたってワケが判わからん。オレの事も、美み空そらちゃんの事も。そしていきなり、オレに果死合いを挑いどんできた美風の真しん意いも……。

「………」

　気になるついでに、もう一つ。

　実はさっきから、胸がザワつくような異い様ような気配を感じている。

　別に不ふ吉きつな予感がするとか、そういうのじゃない。

　ただ、なんていうか、肌はだを掠かすめる空気がいつもと違うのだ。

　それが錯さつ覚かくではない証しよう拠こに、今夜の境内からは虫の鳴き声が聴きこえない。こんなに天気のいい夜なのに、生いき物ものの気配はおろか、生物以い外がいの気配も感じない。夜中に一般開かい放ほうしたら、ナチュラルに心しん霊れいスポット、百パーセント無む添てん加かのオバケ屋や敷しきと化するこの神社の境内で、オレ以外の存在が何一つ感じられないのだ。

　こんな夜は、少なくともオレがコッチに来てからは初めてだ。

　境内の空気が硬く尖とがっていて、流れる風もどこか乾いている。

　誰もが押し黙ったまま、時間が過ぎ行くのをただ待ち行くようなこの感かん触しよく───。

　静せい謐ひつといえば聞こえがいいが、まるで通つ夜やの雰ふん囲い気きだ。

「……ったく、お経きようや祝詞のりとが聴こえてこないのが、むしろ不ふ思し議ぎなくらいだぜ」

　声に出して呟つぶやき、オレは境内の奥に佇たたずむ拝はい殿でんと、更に奥に続く本ほん殿でんを見やった。

　古い木もく造ぞう建築の隙すき間まからは、微かすかに灯あかりが漏れている。彩あや雲もさんと、美み空そらちゃん。多分、二人ともそこに居るんだろうな。これは確信だ。

　普段は立ち入り禁止の本ほん殿でんで、二人して何をしているのやら。

　お互いに巫み女こ服をはだけさせて、禁きん断だんの姉妹愛あいでも確認しあっているのかしら？

　………。

　時々、自分が本気でイヤになるな。

　本当は判わかっているクセに、判らないフリを続けようとする自分が───。

　こんな不自然な空気が、自然発はつ生せいするわけがない。大おお方かた、彩あや雲もさんが何かしらの呪じゆ式しきを使って、美み空そらちゃんの状態を元に戻そうとしている──そんなところだ。そんな事が可能なのかどうかは、オレには判らない。どれくらいの成功率りつがあって、どれぐらいのリスクを背負うのかも、判らない。ただ、ここ最近の慌あわただしさから考えると、刻こく限げんは近いんだろう。オレにとっても彩雲さんにとっても、躊躇ためらっている時間なんて、きっとないから……。

　厄やつ介かいで、面めん倒どうくさい話だ。模も範はん解答もないまま、今夜中に決めろってんだから。

　それなのに、今からココで美み風かぜと果はた死し合あいいときた。

　本殿で呪じよ術じゆつ、境けい内だいでは果死合い───。

　明あき羽ば神社の神様も、今こ宵よいはさぞかし迷めい惑わくな事だろう。神様だって夜くらい、ゆっくり眠っていたいに決まっているもんなぁ〜。

「………」

　──そういやココの神社って、なんの神様を祀まつっているんだっけ？

　改めて思った時、オレは愕がく然ぜんとした。

　オレはオレが暮らしていた場所の事すら、なんにも知らなかったんだ。

　興味がなかったから、といってしまえばそれまでだ。でも、たったそれダケの理由で、オレは些さ細さいな事を沢たく山さん、見落としていたのだろうか……。オレが求めている真実も、答えも、或あるいは最初っから石コロみたいに転がっていた可能性を無視して、直前になってから慌しく走り回っていたのだとしたら……滑こつ稽けいな話だ。

　まるで一いち夜や漬づけで大おお慌あわてしている受験生みたいじゃねぇーか。

　さっきから判らない判らないを連発しているけど、オレは一度でもオレ自身から、何かを判ろうとした事があっただろうか……？

「………」

　思い出す。

　問題は、いつだって山積みだった。

　今だってそうだし、昔だってそうだった。

　思い出す。

　初めて彩雲さんから、炎えん術じゆつのヒントを教えてもらった時の事を。

　それは感じて学ぶのではなく、考えて学べという事だった。

　どんなに優れた武ぶ術じゆつの『型』でも、意味すら判らず覚えたら、それは真夏の盆ぼん踊おどり大会と一緒だ。無意味に繰り返される無む機き質しつな反はん復ぷく動作の延長に、飛ひ躍やく的な進歩はない。と、いう事を胸に刻んだハズだったのにまたオレは、直感や感性ばかりにのみ頼って、考える事を疎おろそかにしていたのだろうか。

　考えるのは、やっぱり苦にが手てだ。

　多分、性しように合ってないし、考えるよりも先に身体からだを動かす方が好きだ。

　ナベキュウもいっていた。オレには悩む姿は似に合あわない、って。

　でも、それだけじゃあ多分、ダメなんだ。

　苦手を理由に、考える事を止めていたら、いつまで経たっても進歩はねぇー。

　感性を大切にする事や、想いを行動に直結させる事と、思し考こう停止はイコールじゃない。

　経験に裏付けされた直感と理り詰づめの計算は、矛む盾じゆんしているようで似たもの同士だ。

　だから、もう少しだけ考える。フリ出しに戻った今だから考える。

　ゴチャゴチャとした余よ計けいな事じゃなくって、本当に大切な事を。

　考える───。

　例えば、この神社。

　チリ一つ落ちていない、清せい廉れんとした空気が漂う明あき羽ば神社の境けい内だいの光景。

　別に複雑に考える事なんてない。

　オレが今日までココで見みてきた事、感じた事、思った事──それダケでいい。

　考える───。

　美み風かぜの事とか、美み空そらちゃんの事とか。

　美風のシマシマパンツさんとか、美空ちゃんのプルンプルンのおっぱいさんとか。

　アレはいいよね、うん。なんつーか、とっても心が癒いやされる。

　──まぁ、それも含めて考える。

　砕けた断だん片ぺんを一つ一つ拾って、自分の中で組み立てる。

　エロな部分も、そうでない部分も、全部ひっくるめてオレ自身だから。

　オレがオレであり続ける限り、オレにはオレ流のやり方でしか、物事を考える事はできないだろうし、したくもない。その上で、自分が一番正しいと思える答えが出せたなら、結果は問わない。自分で考えた選択なら、後はもうなるようになれ、だ。

　どうせ真の結論なんてものは、後にならなきゃ判わかりゃしねぇーんだから。

　だから───。

「……待たせちゃったみたいね」

　静かに決意を固めたオレの背中から、足音を消した気配が近づく。

　蒼あおい闇やみが微かすかに揺れて、境内の奥から弓きゆう道どう具ぐに身を包んだ少女が現れた。

　純白の上うわ衣ぎに、紺こんの袴はかま。半そでの腕には艶つや消けしのされた手てつ甲こうが被かぶさり、同様に胸も深い紺色の防具で覆おおわれている。手にはいつもの七尺しやく三寸ずんの大おお弓ゆみではなく、取り回しのよさそうな小型の弓。背中の箙えびらには、当然のように多数の矢が矢や羽ばねを揃そろえて並んでいた。

　戦いくさ乙おと女め級の、実に凛り々りしいイデタチだった。

　今の美み風かぜなら巴ともえ御ご前ぜんとだって張り合えるだろう。

「んじゃ、戦ヤるか？」

　腰を上げると、胸のモヤモヤが少しだけ軽くなった。

　美風が一体どういうつもりで、こんな戦いを挑いどんできたのかは、まだ判わからない。

　判らないけど、そこに辿たどり着くタメの道みち筋すじは見えていた。

　他人にはどんなに莫ば迦かげた行為に見えても、オレにとっては一番、相応ふさわしい道筋が。

　上う手まくはいえないが、そんな気がする。

「待って。ここじゃ邪じや魔まになるわ」

「邪魔……？」

　首を傾かしげると、美風の目め線せんが夜気を滑すべって神社の本ほん殿でんに移動した。

　まるでそれを合図にしたかのように、本殿から祝詞のりとの調べが厳おごそかに流れ始めた。

「今、本殿で彩あや雲も姉ねえさんが美み空そら姉さんの封ふうを直しているの。完全に元通りにする事はできないでしょうけど、上手くいけばしばらくの間は、美空姉さんは元の生活に戻れるわ」

　やっぱり、そんなところだったか。

　微かすかに嘆たん息そくを漏らした口の中で、濃い苦にがい味が不ふ愉ゆ快かいなハーモニーを奏かなでた。

　強力で精せい巧こうな封を構こう築ちくするのは、機械を使わずに薄い鉄板から球体を創つくり出すような、途と方ほうもなく高い技術が必要だ。そして創った球体が完かん璧ぺきであれば完璧であるほど、一度凹へこんだり歪ゆがんだりしたら、もう元の美しい球体には戻らない……。

「しばらくって、具体的にはどれくらいの間なんだ？」

「……しばらくは、しばらくよ」

　苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたように、美風は言葉を吐はき捨てる。

　美風の視線を追って、オレも本殿に向かって視線を送る。

　今さらとかいわれそうだけど、確かにこれ以上、邪魔をするのは気が引けるな……。

「じゃあ、どこでヤるんだ？」

「裏うら山やまの奥なら、誰の邪魔にもならないわ」

「了りよう─解かい。んじゃ、早さつ速そく───」

　オレと美風は、同時に大地を蹴けった。







　ヌルリと後ろに流れる黒い大気を切り裂いて、二人同時に夜の森へと臆おくさず飛び込む。

　地を這はうように身を屈かがめ、縫ぬうように森を疾しつ駆くする。頭をチョロチョロさせて、いきなり弓矢の的まとになるのは勘かん弁べん願いたい。

　だが、油ゆ断だんは禁きん物もつ。

　美み風かぜの弓きゆう射しや術じゆつは有線誘ゆう導どう式しきの『打うち羽は』と、糸を使わない上じよう位い術の『木この羽は』。

　障害物ぶつだらけの森の中では、有線式の『打羽』は使い物にならない。だが、厄やつ介かいなのは『木羽』だ。以前、京きよう都との優やさ男おとこを相手にした時にも、コイツの対策には腐ふ心しんした。美風は未だ完全に、この弓射術を自分のモノにはしてないみたいだが、全く射いれないというほど未み熟じゆく者でもないらしい。気を引き締めないと、一本の矢で全てが終わる。

「どっちにしろ、遠とお間までの撃うち合いになったら分が悪過すぎるな……」

　つーか、遠距離で撃ち合える有効な攻撃手しゆ段だんなんてオレにはないし。

　本来、御み火か速はや霊ひ系の炎えん術じゆつは、遠距離においてこそ最大の威い力りよくを発はつ揮きするというのに、情なさけない話だな。まぁ、今さらないものねだりをしたって始まらないし、それに早はや目めに接近戦に持ち込めば、逆にオレの方が圧倒的に有利になる───。

　……あれ？

　だったらつい勢いのまま、開始と同時に美風と距離を置いたのは、ひょっとして失敗？

　ビィィィ────ン。

「───！」

　夜気を振るわせる弓ゆみ弦づるの音ね色いろが、オレの肌はだを掠かすめた！

　この鳴めい弦げんは間違いなく、美風の放った探たん信しん音──『音おと信ずれ』──。

　つーことは、次に来るのは───。

　ピュュュュゥゥゥ─────ッッッ！

　はぁ!?　な、なんじゃそりゃあ!?

　闇やみを切り裂く鏑かぶら矢やの音色に、オレは一いつ瞬しゆん、唖あ然ぜんとした。

　何な故ぜに、鏑矢？

　せっかく見えない位置から矢を放っても、音を出したら意味ないだろが!?

　唖然としつつ、身体からだの方は半はん自動的にその場から駆け出す。

　音の方向から予測される鏑矢の軌き道どうを阻そ害がいするように、木々の隙すき間まを駆け抜け、駆け抜けながらタイミングを計り──ダンッ、と地面を思いっ切り踏み込んで、急きゆう制せい動どう。突然の急ブレーキにスっ転びそうになる上半身をグッと堪こらえたその真上を、朱しゆ色いろに塗られた美しい鏑矢が猛スピードで掠かすめ去り、杉の幹みきをガツンと削けずった。

　危なく──は、そんなにはなかった。

　どういうつもりだ？　足元に転がった鏑矢は鏃やじりの付いていない、確か引ひき目め矢やとかいう儀ぎ式しき用の矢だった。鏃の付いていないのは、危なくなくってありがたいのだが、だったらなんでゴム製の鏃を便わない？　わざわざ音を出す鏑矢を選んだ、その理由は？

　首を傾かしげて鏑矢を靴くつ先さきで転がした次の瞬しゆん間かん、オレの背せ筋すじに氷ひよう塊かいが滑すべり落ちた。

「──呪じゆ符ふ!?」

　鏃やじりの先せん端たん部に、一枚の呪じゆ符ふが括くくり付いていた。

　それは「バシュンッ！」と、眩まばゆい閃せん光こうと同時に炸さく裂れつした。熱もなく衝しよう撃げきもなく、膨ぼう張ちようした白色の光が足元からオレの視し界かいを塗り潰つぶす。

「うぎゃあっっ〜〜！」

　め、目がぁ〜〜！　目がぁぁぁ〜〜〜っっっ！

　網もう膜まくに焼き付いた白色の光で、目が何にも見えねぇぇぇ〜〜！！！

　クッ……だ、だが、落ち着け。大丈夫だから、落ち着け。ここで慌あわてたら、それこそ美み風かぜの思う壺つぼだ。天てん空くうの城のムスカ君だ。

　取りあえず五体は無事。五つある感覚の内のたった一つ、視し覚かくを奪われたダケに過ぎん。

　………。

「──って、それが一番マズイがな！」

　視力が回復するまでの数分、なんとかしねぇーと。

　ピュュュュゥゥゥ─────ッッッ！

「ちっ──」

　早さつ速そく、二にの矢やがおいでなすったか。

　舌した打うちと同時に、聴ちよう覚かくのみを頼りに後方に飛び退すさって──ゴツンッ──ふべっ！

　後こう頭とう部ぶをものすごい衝撃が襲おそった。

「おおおおおぉぉぉっっっ〜〜〜〜」

　い、勢い良く飛んだ拍子に、思いっ切り後頭部を木の幹みきにぶつけた。

　当たり前だ。

　目が見えないまま森の中で暴れれば、誰だってこうなる。

　張り出した枝や、足元の薮やぶや根っ子、太い幹──美風の矢からオレを護まもってくれるハズだった様々な障害物ぶつが、手のひらを返したようにオレに襲い掛かってくる。しかも、だからって悩んでいる場合でもない。まごまごして、ジッと突っ立っていたら───。

　バチバチバチバチッッッ───！

「ふぎゃぁっ！」

　着ちやく弾だんした鏑かぶら矢やから落らく雷らいのような音が迸ほとばしり、灼しやく熱ねつした激げき痛つうが肌はだを焦こがした。

　み、美風のヤツめ、今度は雷らい撃げき用の呪符を仕込みやがったか！

　視界を奪われた状況で、広こう範はん囲いを制圧する雷撃で攻められたら、いくらギリギリで躱かわしたって雷撃を浴びちまう。じゃあ、どうする？　何か妙みよう案あんはあるのか？　──ダメだ。直ぐには思いつかねぇー。でも、だからといって、誰が両手を上げるかよっ！

　ピュルルルルルゥゥゥ─────ッッッ！

　──ゴメン。やっぱり両手を上げたくなってきた。

　なんの妙案も浮かばないオレの鼓こ膜まくに、三度目の音ね色いろが絶望的に響ひびく。

　微び妙みように位い相そうがズレたようなこの響ひびき──まさか、二本攻ぜめか!?

　躊躇ためらいが判断を鈍にぶらせた。また何かに激げき突とつするかもしれないという恐怖が、見えざる腕となってオレの足を引っ張った。その僅わずかに逡しゆん巡じゆんする間にも、聴ちよう覚かくは迫り来る二本の鏑かぶら矢やを大声で告こく知ちし、パニくった大だい脳のうは正碓さを欠いた意い思し決定しか下せなかった。

　視し界かいを奪う事による情報遮しや断だんと、音による心理的圧あつ迫ぱく。

　それを演出するための鏑矢であると、今さら気付いたところで後の祭りだ。

　バチバチバチバチッッッ───！

「うあチっ！」

　鏑矢が爆はぜ、肌はだを炙あぶる雷らい撃げきが皮ひ膚ふを焦こがし、プスプスと嫌な臭においが鼻び腔こうを掠かすめた。

　ピュュュュゥゥゥ─────ッッッ！

　そして痛みが退ひくよりも早く、闇やみから届く鏑矢の音ね色いろ───。

　ヤベェーぞ、おい。まんまと攪かく乱らんされちまっているじゃねぇーか。

　息をつく暇ひまもなく、次から次へと鏑矢が響き、弓ゆみ弦づるの音色が交差する。

　結果、一方的に射いられるままに、オレは未だに美み風かぜの気配すら追い切れてない。なまじ聴ちよう覚かくに頼らざるを得ないだけに、アッチコッチから反はん響きようする音に意識が散って集中できねぇー。完全に術じゆつ中ちゆうにハマちまっている。早くなんとかしねぇーと、このままじゃ遠からず気力も体力も削けずり取られて、手も足も出せないままゲームオーバーってな展開にもなりかねん。

　いや、むしろその可能性の方が高い。

　──なら、どうする？

　この勝負、守りに入った時点でオレが圧倒的に不利だ。

　──じゃあ、どうすればいい？

　決まっている。守ったらダメなら、ただ攻め続け─────。




　　　コキィィィ〜〜〜〜ン★




「〒☆※＄Ж♂[image: ]▼〜〜！！！」

　瞬しゆん間かん、目から火花が散った。

　攻勢の決意に立ち上がった股こ間かんに硬い……硬いゴム弾だん頭とうの…矢が………。

「おぅ……あぅ……おぅぉ……うっっ」

　鏑矢の中に、無音の矢を混ぜていたとは……やるじゃねぇーか、美風さんよぉ？

　正直、立てません。

　つーか、勃たちません。

　両手で股間をおさえつつ、暗くら闇やみの中で四よつん這ばう。

　ああ、我が息むす子こよ。愛する愚ぐ息そくよ。

　まさかお前まで、いま流行の引き籠こもりになっちまうとは……。

　お尻しりをピーンと夜空に掲げ、ヒクヒクと悶もだえるその姿は、きっとお茶の間の婦ふ女じよ子しの眼まな差ざしをクギづけにするんだろうなぁ。注そそぎ込まれるピンクの視線は、物理的な貫かん通つう力を伴ってオレの秘密の小こ穴あなを開かい拓たくしたりするんだろうか……。ああ、恐るべしは我が色いろ香か。ボクはもうお婿むこにいけないかもしれないけど、お嫁よめさんにはなれるかも……きゃ♪

　………。

「なってたまるかぁぁぁっっ！！！」

　ガバリと起き上がり、涙で溢あふれた両目をカッと見開く。

　眼球の毛もう細さい血管がブチブチと弾はじけ、蘇よみがえった視し界かいに夜の森が赤あか黒ぐろく浮かぶ。

「みぃぃぃかぁぁぁぜぇぇぇ〜〜！！！」

　闇やみに向かってオレは吼ほえ、雄お叫たけびのままに駆け出した。

　もう矢を躱かわす事も、鏑かぶら矢やの音ね色いろも知った事か！

　ズキズキと痛む股こ間かんにムチ打ち──イヤン♪──木々の隙すき間まを疾しつ駆くする。

　ちょっと内うち股また気味に疾駆する。

　するとどうだ？

　予期せぬ突とつ撃げきに戸と惑まどう美み風かぜの気配が、手に取るように伝わってくるじゃねぇーか！

「恨うらみはらさでおくものかぁぁぁ〜〜〜〜っっっ！！！」

　森を抜け、闇を超え、荒あらぶる怒りのエネルギーが濁だく流りゆうとなって全身を駆け巡る。

　薄うつすらと回復した視界の先で、美風が次の矢を番つがえた。

　だが、オレの足は止まらない。

　──ヒュンッ！

　美風の指が弓ゆみ弦づるを弾き、正面から頭でっかちな鏑矢が滑すべり出た。

　それでもオレは足を止めずに、むしろ加速させ、真ま正面から───。

「しゃあっっっ！」

　ガツンッ！

　裂れつ帛ぱくの気合を迸ほとばしらせ、勢いのままオデコで鏑矢を叩たたき落とす。

　瞬しゆん間かん、額ひたいが割れて赤い血がパッと飛び散ったが、オレの足は止まらない。

　呪じゆ符ふの雷らい撃げきが炸さく裂れつする暇ひますら与えずに、美風の懐ふところに滑すべり込む！

「ジュニアの仇かたきぃぃぃ〜〜！」

「このバケモノ！」

　地を蹴けり、ムチのようにしなる右足で美風を襲おそう。

　が、次の瞬間、美風は弓を握ったまま、弧こを描くオレの足の下に潜もぐり込んでいた。

　躊躇ためらいもなく男の股またの下に飛び込むとは、見上げた痴ち女じよめ！

　見下ろすオレと見上げる美風の眼まな差ざしがぶつかって、バチバチと火花を散らす。

　美み風かぜが上半身を捻ひねりながら、構えた弓を槍やりのように跳ね上げた。細く尖とがった上うわ弭はずが夜気を断ち、一ひと筋すじの光となって斜しやに奔はしる。美風が弓本ほん体たいを使って、槍そう術じゆつないし棒ぼう術じゆつのような攻撃を繰り出す事は知っていたが、今日の一段と──疾はやいっ！

　首くび筋すじを薙なぐ斬ざん撃げきを、膝ひざを沈めて躱かわす。

　次への行動の布ふ石せきとか、バランスが崩れるとかは一切考こう慮りよしない。

　考慮していたら、躱せない！

　ブォンッ！

「うわぉっ!?」

　息をつく暇ひまもなく、美風の後ろ回し蹴げりがオレの頭を掠かすめた。

　躱された横よこ薙なぎの動きをそのままに、独こ楽まのように回って最短の後ろ回し蹴りとは──高たか倉くら美風。相も変わらず、なんてやんちゃな股こ関かん節せつ！

「アレだけ『神かみ岳だけ』を喰らっておきながら、まだソレだけ動けるなんて。さすがに美みヶか速はやの人間は、ムダに頑がん丈じようにできているわ。羨うらやましいわね」

「あんだとコラァ！」

　人ひと様さまの大事なジュニアに深しん刻こくなダメージを与えておいて、それかい！

　トサカに来た。

　コイツのようなヤツが、ショウシコウレイカに拍はく車しやを掛けているんだ。

　謝れ！　オレのジュニアと社会保険庁ちように、今いま直すぐ謝れ！

「今、この瞬しゆん間かんも姉ねえさんは苦しんでいるのに、アナタみたいなのがピンピンしているなんて納なつ得とくいかないわ。姉さんの百分の一でもいいから、ここで苦しみなさい！」

　灼やけるような視線で、オレを睨にらむ。手にした弓が袈け裟さ懸がけにオレの顔面に迫る。

　疾さを重視した、重さはないがキレのあるジャブみたいな攻撃。

　頼りなげに森を照らす月明かりの中で、冷れい然ぜんな音ね色いろを奏かなでて夜気を斬きる弓の先せん端たんは、思いのほか見切りが難しい。微かすかに触れた皮ひ膚ふはパックリと裂さけて、ドクドクと熱い血が溢あふれ出す。そんな切り傷を全身に浴びながら、タイミングを見計らって──左腕を差し込む！

　ガシッ！

　どれだけ先端部が凶きよう器きと化そうが、本物の刃は物ものじゃねぇーんだ。どれだけ強く掴つかんだところで、指が切り落とされる心配はない。刹せつ那なの攻防の中で「どうだ」と言わんばかりの野や獣じゆうの笑みを美風に向ける。ところが当の美風は、オレの笑みを完全に無視。闇やみに溶けるような紺こん色いろの袴はかまがフワリと広がり、オレの足を真ま横よこから叩たたき付けた。

「ぐぁっ！」

　単純にいえばローキック。

　んが、鉄板でも巻き付けているのか、コイツの足には！

　骨にまで響ひびくような痛みに顔をしかめつつ、反対側の足の動きに目め線せんを走らせる。

　予想通り、今度は右からのローキック──と、思わせて、実はハイキック！

　シュンッ！

　けれども、まだ甘い。

　ギリギリのスウェーで躱かわし、一いつ旦たん、間合いを開く。

　ただちょっと、膝ひざの向きとかフトモモの筋肉の動きが、膨ふくらんだ袴はかまにスッポリと覆おおわれていて見づらい。いや、エッチな意味じゃなくって、膝の動きが視みえないと次の動きが予測しづらいのだ。しかし、こうしてヤリ合っていると、美み風かぜの蹴けり技が冴さえる理由が判わかる。弓を握った状態からだと、どうしたところで蹴りが主体になるのは道どう理りだろう。

　そしてキレの良い蹴り技は、鍛きたえられた脚あしから生まれ、鍛えられた脚きやく部ぶはゼイ肉のカケラもない見事な脚きやく線せん美びを造形し、見事な脚線美が生み出すフトモモにはローレグのシマシマパンツが絶ぜつ妙みように似に合あうという、まさに鉄板の法則───。

　恐るべしは、古こ流りゆうの弓きゆう術じゆつよ。

「優ゆう夜やが来たせいで、美み空そら姉ねえさんが余よ計けいな苦しみを背負うようになった！　その意味がアナタには本当に、判っているの!?」

　弓による左下か段だんからの跳ね上がるような刺つ突き。

　スナップの効いた弓の先っぽを半はん身みになって躱し、弓を掴つかんだ右手の手首を左手で掴み、掴みつつ身体からだを巻き込ませるように密みつ着ちやくさせて───。

「あっ……！」

　そのまま一本背ぜ負おいの要よう領りようで、夜の奥へと力任まかせにブン投げる！

　──オレが来たせいで、余計な苦しみを背負うようになっただって？

　勝かつ手てな事をぬかすな！

「ハッ……！」

　ブン投げた美風は、しかし空中で弓を手放してクルリと回転。

　軸じく線せん上に佇たたずんでいた木の表面に足から着地して、その反動を利用して逆にコッチに突っ込んできやがった。アッサリ武器を手放す思いっ切りの良さといい、空中で回転して木の幹みきを利用するバランス感覚といい、器き用よう過ぎるにも程ほどがあるぜ！

「でりゃぁぁぁっっ！」

　咄とつ嗟さに後方へ跳んだオレと、美風の大だい音おん声じようが僅きん差さですれ違う。

　そして美風は勢いのままに、下段突づきを大地に着ちやく弾だん。

　呆あきれるような破は壊かい力に夜気が震え、土つち煙けむりがパラパラと舞った。

「そのヘラヘラした顔面を、美空姉さんの代わりにブン殴なぐらせなさいっ！」

　冗じよう談だんではございません。

　そんな破壊力で殴られたら、オレの顔がザクロみたいに砕けちまうだろが！

　──だが、ソレはソレとしてだ。

　キッとオレを睨にらみつける美み風かぜの眼光。

　烈れつ火かのような眼まな差ざしに、けれどもオレは困こん惑わくしていた。

　熱い視線を浴びるのは、ヤブサカじゃない。でも、なんでそこまで恨うらまれる？　その理由がトンと判わからん。……そりゃ確かに、誰よりもまず美み空そらちゃんってのが、美風の行動様よう式しきだって事は判っている。その美空ちゃんが苦しんで、ぶっ倒れちまって──その原因を作ってしまったのが、直接的にも間接的にもオレだって事も、一応は理解していますよ？

　でも──この温度差さは、なんだ？

「やっぱりあの時、優ゆう夜やの居い候そうろうなんか認めなければよかったのよ。そうすれば美空姉ねえさんだって、不安定になったりしなかった！」

「いや、ちょっと待てよ───」

　戸と惑まどうオレの声と、美風の回し蹴げりが交差する。

　水面を滑すべる飛ひ燕えんのような下か段だん蹴りを、後ろに跳んで躱かわす。

　地に足が触れた瞬しゆん間かん、再度、後ろに跳び退すさる。

「せっかくここ数年は、姉さんも落ち着いていたっていうのにっ！」

　間かん髪はつ入いれずに、艶つややかな黒くろ髪かみを躍おどらせた美風が迫る。

　闇やみの隙すき間まを風のように疾しつ駆くして、瞬しゆん時じに肉にく迫はくした間合いから、渾こん身しんの突きが襲おそい掛かる。

　──こいつは躱せねぇ!?

　ドスッ！

　咄とつ嗟さにクロスガードした両腕の隙間をこじ開けて、美風の正せい拳けんが胸きよう骨こつに入った。

　瞬間、骨が軋きしむ嫌な音が内ない臓ぞうに響ひびいた。

「ぐはっ……」

　折れて──は、いない。

　だが、とてつもない痛みが内臓を侵しん食しよくし、大量の脂あぶら汗あせが全身から噴ふき出す。

「ちょっと待てよ、コラ……」

　血の味が広がる口を動かし、呻うめくように呟つぶやく。

　そんなにもオレだけが悪いのか？　それはちょっと一方的過すぎないか？

　オレは一方的な加害者なのか？

　でもって、ソッチは一方的な被害者なのか？

　……冗じよう談だんじゃねぇーぞ、おい。

　なんでお前の思し考こうは、そんなにも頑がん固こで一いつ方ぽう通行なんだよ……！

「………」

　脳ミソが、マジでブチ切れそうになった。

　煮えたつ溶よう岩がんのような憤いきどおりが、腹の底から噴き上がってくるのも感じた。

　けれども──オレは怒ど鳴なり返さなかった。

　いや、返せなかった。

　だって、見えちまったんだ。

「───っ！」

　拳こぶしを振るう美み風かぜの目め尻じりから、キラキラと輝く雫しずくがこぼれ落ちるのが……。




　　　　　　　　　◇◇◇




　軋きしんだ胸部の激げき痛つうを味わいながら、思し考こうだけがクリアーに冴さえる。

　目の前の光景が、まるで別べつ次元のできごとのようにゆっくりと流れる。

　マシンガンみたいな拳けん打だのラッシュも、カミソリみたいなシャープな蹴けりも───。

　意識とは無関係に身体からだがオートで動き、弾はじき、いなして躱かわす。

「………」

　──ムカついていた。

　マジで、どうしようもなくムカつきながら、けれどもオレは冷静だった。

　美風の涙が、オレの体内で劇的な化か学がく変化を引き起こしたらしい。それは意図的に施せ錠じようしていた心の鍵かぎを蹴け飛とばして、一つの答えを剥むき出しにしちまいやがった。この胸のムカつきの正体。オレが今、何に対して怒っているのか──判わかっちまった。

　互いの拳が顔面を掠かすり、弧こを描く肘ひじが前まえ髪がみを払う。

　鉈なたみたいな蹴りが疾しつ風ぷうとなって肌はだを掠めて、ようやく判った一つの答えだ。

　否いや応おうなく、剥むき出しになった感情。

　それ故ゆえに、意い地じや虚きよ勢せいの衣を脱ぎ捨てざるをえなくなった、自分の本心。

　ようやく認める時がきたって事だ。

　案あん外がい、早かったというべきか。それとも、遅過すぎたというべきか……。

　そんな事すら判らないけど、それでも───。

「散さん々ざん、わたし達の生活を掻かき乱しておいて、用が済んだらハイさよならってワケ？　そんな身み勝がつ手て、わたしは絶対に赦ゆるさないんだから！」

「………っ！」

　勝手オートで下がろうとする足を、オレは無む理り矢や理り、踏み止まらせた。

　ここから先は、オレの──オレ自身の意思だ。

　ちょっとズルしちまったけど、ここから先は、オレが決める選択だ。

　条件反はん射しや的てきな受身は赦ゆるされない──オレが赦さない。

「明日になったらわたし達の事なんか放っておいて、高たか倉くら本家に行くつもりだって事くらい、全部知しっているんだから！」

　──って、オイオイ。それは誤ご解かいだぞ、美風。

　その件に関しては、オレはまだなんにも決めてねぇー！

　ガツンッ！

「───っ!?」

　唐とう突とつに、頬ほお骨ぼねの辺りを硬い衝しよう撃げきが貫つらぬいた。

　一体、何が起こった……？

　脳ミソと一緒に意識が耳の穴からハミ出しそうな衝撃の中、視し界かいの隅すみに掌しよう底ていが映った。

　この唐突な打撃と、その構え……しまった、無む拍びよう子し打うちか。

　ドスッ───。

　揺れた身体からだのわき腹に、今度は強きよう烈れつな蹴けりが突き刺さる。

　横おう隔かく膜まくを圧あつ迫ぱくする激げき痛つうに、思わず胃い液えきが喉のど元もとまで込み上げてきた。

　でも、地面に寝ね転ころがるのはまだ早い。ガクガクと震える膝ひざを叱しつ咤たして、前のめりになる身体をどうにか踏み止まらせる。だって、せっかくいい感じに感情が丸まる裸はだかになってきたんだ。オレも──美み風かぜも───お互いに。美風の怒りの矛ほこ先さきが何ど処こに向いているか、やっと判わかってきたんだ。それをココで中断しちまったら、なんにもならないじゃねぇーか。

「やっぱり時タマには、正面からブツかるのも悪くはないわなぁ……へへへ」

　毎日ツノを突き合わせるのは、さすがに勘かん弁べん願いたいけどね。

　それでも本ほん音ね同どう士しをぶつけ合うのは、悪くない。誰かと言葉を──コイツとの場合は、拳こぶしだけど──交わしている方が、一人でウジウジ悩んでいるより、状況や考え方が建設的になってくるから。本音をぶつけて、初めて見えてくる答えがある。単なるケンカや罵ののしり合いじゃなくって、そこから一歩を踏み込んだ──山やま梨なしのいうような「浮うかぶ瀬せもあれ」だな。

　余よ計けいな事を考えるヒマもない。

　シャープに研とがれた思し考こうの先に、ようやく辿たどり着けたんだ。

　だから、まだ──眠ってはいられない。

「優ゆう夜やなんて、何ど処こにでも好きな場所に行けばいいのよっ！」

　──いわれなくたって、そうさせてもらう予定だ。

「優夜なんか居なくたって、この神い社えと美み空そら姉ねえさんはわたしが護まもるんだから！」

　──ああ、判っているって。お前ならきっと、そうするだろうさ。

　護る『力』が欲しかったから───。

　弱い自分が赦ゆるせなかったから───。

　だからワザワザ京きよう都とまで出向いて、退たい魔ま弓きゆう術じゆつまで学んだ美風だもんな。

　オレには良く判るんだよ。だって、それはオレも同じだからだ。オレと美風は似た者もの同士なんだよ。まるで鏡かがみに映した、自分の姿みたいに。

　でも、一つだけ違う部分がある。それがこの土地と双ふた子ごの姉に対する、執しゆう着ちやくの強さだ。いつだって自由に比ひ布ぶ瀬せを捨てる事ができるオレと違って、お前は捨てる事も目を逸そらす事も赦されない。お前一人には重おも過すぎる責任を抱えて、ココで生きていくしかないもんな……。

　似ているのに、違う部分がお互いに──在る。

　それがイライラの正体だ。

　なんで判わかってくれないのかと、甘えて不ふ貞て腐くされるガキと同じみたいに。

　──だから、なんだろ？

「優ゆう夜やなんか、最初っから───」

　──その激しい眼まな差ざしからこぼれているのは、悔くやし涙なんだろ？

　そこまで思し考こうの道みち筋すじが見えきたのに──そろそろ蓄ちく積せきされたダメージで、息をするのも辛つらくなってきた。まさかココまで追い詰められるとは、予想がチト甘かったか。しかも、こんなにもヤバイっていうのに、涙を散らしてオレを睨にらむ美み風かぜに見み惚とれちまうなんて……。

「わたしの前に、現れなければよかったのよ！」

　バキッ───！

　鼻はな柱ばしらに、美風の頭ず突つきが炸さく裂れつした。

　見惚れちまった一いつ瞬しゆんの隙すきに、容よう赦しやなく頭突きを叩たたき込んでくる──マジ惚ほれるぜ。
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　──いいだろう。今、認めてやる。

　オレはお前にホレている。

「優夜にとって、わたしはなんだったのよ！　美み空そら姉ねえさんは、なんだったのよ！」

「バッキュンッボンッだ、文句あっか！」

「なっ───」

　次の瞬しゆん間かん、目を丸くする美み風かぜに向って全力のグーを放つ。

　姉をコーク瓶びんに例えられて、唖あ然ぜんとすること○・○一秒。

　次いで侮ぶ辱じよくに赤あか黒ぐろく顔面を染めるのに、およそ○・○三秒。

　瞬間湯ゆ沸わかし器も真まっ青さおな美風の反はん撃げきは、当たり前だが苛か烈れつを極める。

　──だが、それでいい。

　お前のそういう、純粋な怒りは──好きだから。

「なにがバッキュンッボンッよ！」

　突き出した右腕の内側を左手で掴つかまれた瞬間、懐ふところに飛び込む美風の肘ひじがオレの顎あごを砕く。

　仰のけ反ぞるオレの右腕を真ま横よこにピンと伸ばして──パッと、左手が離れた。

　間かん髪はつ入いれず、オレの内うち懐で時計回転する美風。伸ばされたオレの右腕の下を掻かい潜くぐって、禁きん断だんの後ろ回し蹴げりが後こう頭とう部ぶに迫る。在り得ない股こ関かん節せつの柔らかさを活いかして、延えん髄ずいの真上に火花が飛び散るほどの蹴りが叩たたき付けられた。だから、股関節がやんちゃ過ぎ……。

「わたしは、優ゆう夜やの───」

　しかも、まだ終わりじゃないらしい。

　前のめりに倒れそうになるオレを、美風が倒れさせてくれなかった。

　後頭部を砕いた右足を折り畳たたみ、膝ひざの裏で挟むようにオレの右腕を固定する。

　後ろ手を掴まれて拘こう束そくされるような、屈くつ辱じよく的なポーズのまま──う、動けない……！

「そういうところが───」

　美風が後方に軽くジャンプした。

　ジャンプしながらアクロバティックに腕に絡み、オレの首に両脚あしを差し込む───。

「大っっっ嫌いなのよっっっ！！！」

　空中三さん角かく絞じめ───！

　美風の意図に気付いた瞬間、全身から滝たきのように血の気が引いた。コイツ、マジでオレの腕をヘシ折るつもりだ。同時に、芸術的な脚きやく線せん美びを誇る美風の両脚が、首の頸けい動どう脈みやくをグイグイと絞め上げてくる。チクショウめ。どうせ挟むなら上の首じゃなくって、下のクビをナマでかつフトモモで挟めってんだ。

　一方で、絡まれた腕はギリギリと不ぶ気き味みな悲鳴を上げている。

　このまま地面に着地した瞬間、オレの右腕は確実に変な方向にヘシ折られるだろう。

　どうせ折るなら上の腕じゃなくって、下のウデをヘシ折り、って───。

「折られてたまるかぁぁぁっっ！」

「───なっ!?」

　オレは強ごう引いんに空中で身体からだを捻ひねって、美風がブラ下がった腕を引っくり返した。

　正面から、背中側がわに───。

　驚きよう愕がくする美み風かぜが体勢を整える前に、勢いのまま美風の背中で地面を──叩たたく！

　ズダンッ！

「ぐあぁっ───！」

　瞬しゆん間かん、とんでもない激げき痛つうが右肩を襲おそった。

　だがそれ以上に、受身も取れずに背中を強打した美風の方が、ダメージは深しん刻こく───。

「クッ……。あの体勢から、こんなバカ力を出せるなんて……」

　と、思ったら、跳ね起きてフアイティングポーズを構えていた。

　むぅ……呆あきれたバケモノめ。

　本当は息が詰まって動く事もツライし、膝ひざだってフラフラのクセに……。

　つーか……オレの方が、もう限界───。

　……クラァ〜。

　視し界かいと一緒に、身体からだが揺れた。

　倒れると転がるの中間くらい勢いで、堅い木の幹みきに寄り掛かる。

　美風のヤツは───。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　向こうも向こうで、膝を付いてダウンしていた。

　ホラ、やっぱりだ。ソッチもやせ我が慢まんじゃねぇーか。

「なぁ、おい……」

　残された力で肺から絞しぼり出すように、掠かすれた声を喉のどから吐はき出す。

「はぁ、はぁ、はぁ……なに、よ……」

「オレは………何ど処こにも、行かねぇーからな」

「はぁ、はぁ、はぁ……はあ？」

　闇やみの向こうで、キョトンとした返事が返ってくる。

「オレは……何処にも行かねぇ……よ。お前一人に、荷物を全部押おし付けるような真ま似ねなんてしねぇーし……。悪かったな、色々と不安にさせちまって……」

　それがオレが選ぶ道で、ここから拓ひらくオレだけの道。

　我ながら陳ちん腐ぷなセリフだ。でも、他に飾った言葉なんて浮かばない。それに──どんなに綺き麗れいで上う手まい台詞せりふが在ったとしても、オレの自身の言葉じゃないと意味がねぇーからなぁ。

　ボロボロになって、虚きよ勢せいも見み栄えも綺麗サッパリ剥はぎ取られちまって──そういう状態から語る言葉に、一ミリグラムのウソもない。

　だからこそ、素面しらふじゃいえねぇーようなセリフも、飾らずに出てくる。

　それは美風……お前だって、判わかるだろ？

「不安なんて、わたしは……」

「裏切られたって……そう思ったんじゃねぇーのか？」

「………」

「美み空そらちゃんの事とか、婚約云うん々ぬんの話は別にしても……だ。荷物を一緒に背負ってくれると思っていたのに、アッサリと目の前から消えちまうと思ったから……違うか？」

　問い掛けながら、身体からだの様よう子すを探る。

　無む茶ちやをした代だい償しように、右肩かたが随ずい分ぶんと酷ひどい有あり様さまだ。

　美み風かぜのウェイトが後もう五キロ……いや、三キロ重かったら、折れるか外れるかしていたかもしれねぇーな。まぁ、現状でも靱じん帯たいが確実に逝いっちまっているみたいだから、コレ以上のリアルバウトはちと難しそうだが……へへへ。

「………」

　木々の隙すき間まに映る星空を見上げ、瞼まぶたを閉じる。

　可お笑かしくもねぇーのに可笑しく感じるオレの頬ほおを、森を流れる夜気がそっと撫なでる。

　このまま眠っちまいそうな、優しい風。

　まるで波の音ね色いろのように吹き抜ける風の中で、ふと甘い微び粒りゆう子しが鼻び腔こうを掠かすめる。

　瞼を開けた先に、漆しつ黒こくの長い髪かみが大きく風になびく。

　山の中を駆け回って、汗だらけになって、土の上に叩たたき付けられて───。

　汗とドロとオレの返り血で汚れた美風の姿は──けれども、綺き麗れいだと思った。

「……それダケじゃあ、ないわよ」

　ふてくされたような言葉で返し、美風がふわりとオレの横に腰を下ろす。

　累るい積せきダメージの差をさっぴいても、もう体力が回復しているとは、タフな娘さんだ。

「わたしが護まもりたいって思っていた日常が、壊れてゆくのが恐かった……。実際、優ゆう夜やが来て以来、色々な事が変わってきた。特に美み空そら姉ねえさんが……。ひょっとしたら、姉さんには優夜が居れば大丈夫なのかな、って。結局、わたしなんかあの時と同じで、ただそこに居るダケの要いらない存在なのかもって思ったら、急に恐くて不安になってきて……」

「あのなぁ、お前……」

　コイツ全然、判わかってねぇー。

「美風が要らない子だってんなら、オレなんかどうすりゃいいんだ……」

　里さとじゃあ「不ふ燃ねん物ぶつ」やら「燃えないゴミ」やら「美みヶか速はや家けの生きた恥ち部ぶ」やら、散さん々ざんいわれ続けてきたオレの立場は、どうなるんだ？

「だって……」

　立てた膝ひざを抱え込む美風は、まるで叱しかられた仔こ犬いぬみたいにシュンとした。

「まあ、誰にも必要とされない不安とか恐さってのは、オレにも判るけどよぉ……」

　誰かに必要とされたいって思いは、誰にだってきっとあると思う。

　オレにだって、ソレはあるし。

「あの時……日ひ取どりの里さとで、初めて出で逢あった時は───」

「……え？」

「あの時はお互いに、どうしようもないほど役立たずだったもんな……」

「それって、優ゆう夜や……じゃあ、やっぱり───」

　目を丸くする美み風かぜに、オレは小さく頷うなずいた。

　オレ達は多分、あの時から始まった。

　お互いの弱さを、何よりも赦ゆるせなく感じた、あの時から……。

「オレはそのタメに、強くなろうって決心したんだ。今度、あの姉妹が同じような目に出くわした時は、その時は絶対になんとかしてみせるって決めたんだ。……だから、他人の思おも惑わくがどうであれ、オレがこの場所を離れる理由なんて、何ど処こを探してもねぇーんだよ」

　いって、耳が赤くなるのをオレは自覚していた。

　これだけボロボロになっても、まだ羞しゆう恥ち心しんが残っていたらしい。

　でも、普段なら口が裂さけても絶対にいえないセリフだし……まぁ、いいよな？

「だからずっと……オレはココに居る。ココに居る理由が、オレには……在る」

「そ、それって優夜……まさか、その………」

　と、美風も顔を紅あかくして、モゴモゴと口を動かした。

　上うわ目め使づかいにオレを見て──頼むからこれ以上、オレにハズカシイ台詞せりふを言わせるなよ。

　オレはムッとしたまま、首をコクリと動かす。

　それを見た美風は決心したように、口を開いた。

「優夜はこの先も、ずっと美み空そら姉ねえさんの側そばに居たいってこと……よね。婚約者として」




　………。

　………………。

　………………………。




「ナゼにそうなるっ!?」

「え？　え？　だ、だって───」

　アタフタうろたえる美風に、目め眩まいすら感じた。

　つーか、ダメだコイツ！

　ダメのダメダメだ！

「お前のオツムの中身はトウフでも詰まってんのか!?　それとも搾しぼりカスのオカラか!?」

「なっ──それって、どういう意味よ！」

「そのまんまの意味に決まってんだろが、コラァ！」

「あ、イタッ！　ちょっと、何すんのよ！」

　柳りゆう眉びを逆さか立だてる美み風かぜのオデコを、左の拳こぶしでコツコツ叩たたく。

　オレの右腕が無む傷きずであったなら、ヘッドロックを掛けて脳ミソをシェイクしていた。

　まさに、ガッデム！

「いいか良く聞け！　オレはなぁ、お前とずっと一緒に居たいっていってんだよ！」

「そんなこと、一言もいってなかったじゃない！」

「いってなくてもそれくらい判わかれ！」

「判るかぁー！　─────へ？」

　ったく、なんでこうまで直接的に言わなきゃ判らんかなぁー、もう！

　察しの悪い鈍どん感かんさんは、これだから困…る……ん？

「───」

　なんだ、コイツ？

　口をまぁーるく開けたまま、石せき像ぞうみたいにカチンコチンに固まりやがって。

「────っっっ！」

　ボンッ！

　と、思ったら、今度は突然真まっ赤かに爆発。

　人の言葉を理解しなかったり、勝かつ手てに固まり真っ赤になったり、とことん失礼な───。

　……ん？

　ちょっと待て。

　オレ、今──『お前とずっと一緒に居たい』って、そういいましたか？

　………。

　うん。間違いなく、いっちゃったわ。

「えっと、あの、その……」

　道どう理りで、美風がバタバタと奇き妙みようなダンスを踊るワケだ。事情を知らない人間が見たら、オレに呪のろいをかける不ふ思し議ぎな踊りに見えるだろうな。でも、まっ、いいか。

　慌あわてる美風を見るのも、ワリと楽しいし。

「ちょ、ちょっと、否定とかしないの？　いい間違えたとか、言葉のアヤとか……」

「いって欲しいのか？」

　イジ悪くいうと、途と端たんに慌あわてる姿がなんと愉ゆ快かい、愉快。

「や、だって、そんな、突然いわれても……美み空そら姉ねえさんの事もあるし……」

「こういう場合、血の繋つながった双ふた子ごとはいえ、他人は関係ねぇーと思うぞ」

「それはそうかも、しれないけど……。姉さんに比べたら女の子らしくないし、料理とかだってできないし……胸だって、その……ないし……」

　シュンと、ペッタンコの胸当ての前で指先をいじくる美風。

「うむ。確かに美風の胸では物理的に不可能なプレイは数多あまたの数に上るだろうが……。そこまで深く考えていなかったな……むぅ……」

「って、そこまで考え込まなくたっていいじゃない！」

「騒がしいヤツだな。落ち込むか怒るか、どっちかにしろや」

「うるさい！」

　おお、コワイコワイ。

　いつもの調子で美み風かぜの柳りゆう眉びが逆さか立だった、まさにその瞬しゆん間かんだった。




　ズドォォォ─────ッッッ……！




　夜と大地を貫つらぬいて、轟ごう音おんが五ご感かんの全てを覆おおった。










　　　　　　　　　◇◇◇




　紅ぐ蓮れんが夜天を染め上げる。

　月をも焦こがすような巨大な火ひ柱ばしらが天を衝つき、見上げるオレと美風を紅あかく染めた。

「な、なんだ……ありゃ………？」

　肌はだを焦がす熱気と、そしてこの身体からだを震わせる波動は──炎えん術じゆつ？

　ンナ、アホな。

　あんな桁けた外はずれに強きよう烈れつな炎術を、オヤジ以外に扱えるワケが───。

「………」

　──いや、居る。そうだ、居たんだ。

　背中の上冷たい汗が流れるのを感じながら、オレはその子の顔を思い浮かべた。

「美み空そら……姉ねえさん……？」

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、美風が呟つぶやいた。

　炎ほのおに照らされたその横顔は、巨大な炎に照らされながら、死人のように蒼あおかった。

「……ちょっと待てよ。そんな事が、本当にあるのかよ？」

　頭から否定してくれたら、オレはその言葉を信じたに違いない。

　そんな淡あわい期待を、しかし美風の言葉は無む情じようにも打ち砕いた。

「だって、あの火柱、神社の方から………」

　震える指先が示す方角。

　火柱の消えた後、その根元の辺りに篝かがり火びのような小さな灯とう火かが見える。

　美風と激しくヤリ合いながら駆け抜けてきた方角──麓ふもとの位置とか、月とか星の向きや闇やみの奥にうっすらと浮かぶ稜りよう線せんの形とか、諸もろ々もろの条件を重ねても、答えは等しく同じだった。

　間違いねぇー。

　チロチロと揺れる赤い光は、明あき羽ば神社の境けい内だいで何かが燃えている光だ。

　つーことは、まさか───。

「封ふうが……破れた……？」

「おいおいおい。そりゃ一体、どういう事だよ!?　美み空そらちゃんの封は、彩あや雲もさんが直してくれるんじゃなかったのかよ!?」

「わたしだってそう聞いてたわよ！　でも！」

　──でも、現実に、境内が燃えている。

　そして境内の本ほん殿でんには、美空ちゃんと彩雲さんが居る！

「優ゆう夜や！」

「判わかってらぁ！」

　立ち上がり、美み風かぜと一緒に闇やみの中を疾はしり出す。

　何が起こったのか考えたくもねぇーが、とにかく今は急ぐしかねぇー！

　──なのに、クソッ！

　何もない場所で、思わず足元がヨロケそうになる。

　気を抜いた瞬しゆん間かん、視し界かいが霞かすみそうになりやがる。

　身体からだ中が──中でも右肩が、とんでもないくらいに……痛イテェ。

「だ、大丈夫なの優夜？　顔が真まっ青さおだよ？」

「……心配いらねぇーよ」

　心配顔がおの美風に、ぶっきらぼうに返す。

　つーか、他にどう言えと？

　いい加か減げん、身体のダメージがレッドゾーンを振り切っているのは判ってる。

　背中のシャツを濡ぬらす汗からして、状態は相当──嫌な感じがする。

　でも、それでも──だ。

　心しん臓ぞうが止まろうが、脳ミソが酸さん欠けつを起こそうが、知った事か！

　闇を抜け、森を抜けて、遮しや二に無む二に駆け抜け、そして───。

「──っ、抜けた！」

　唐とう突とつに視界が開け、見み慣なれた神社の境けい内だいから赤い光が飛び込んできた。







「───っ！」

　目の前で、本殿と拝はい殿でんが紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれていた。

　舞い上がる火ひの粉こがパチパチと弾はじけ、噴ふき上がる熱ねつ波ぱに頬ほおが炙あぶられる。

　明羽神社が燃えている───。

　だが、それ以上に衝しよう撃げき的な光景が、そこで繰り広げられていた。

「このぉ！　ナメんじゃないわよっ！」

　真まっ赤かな髪かみを振り乱し、燃え盛る真しん紅くの羽が石いし畳だたみの表面を滑すべる。

　その正面からは、直径一メートルはある火か球きゆうが稲いな妻ずまのような疾はやさで迫っていた。

　赤い羽と火球が交こう錯さくした瞬しゆん間かん、深夜の境けい内だいを轟ごう音おんが叩たたいた。

　まるで打ち上げ花火を間ま近ぢかで爆発させたように、飛び散る火花が視し界かいを赤く染め上げる。

「唯ゆい子こ!?」

　降り注そそぐ火ひの粉こに覆おおわれた境内の中心で、唯子が『焔ほむら』の羽を舞わせていた。

「──あっ！　無事だったのね、ユウくん！」

　コッチに気付いた途と端たん、唯子の表情がパッと輝いた。

　だが、直ぐに表情を引き締めると、燃え上がる本ほん殿でんの方角へ双そう翼よくを構える。

　さっきのデタラメなサイズの火球といい、一体何なにがどうなっている？

　つーかお前、里さとに帰ったんじゃなかったのか？

「ちょっと！　美み空そら姉ねえさんと彩あや雲も姉さんはどこよっ!?」

　オレの背後から、美み風かぜがヒステリックな声で叫んだ。

　自分の神社が目の前で焼け落ちていく中で、流石さすがに平静さを保てるもんじゃない。

「知らないわよ！　っていうか、コッチはソレどころじゃないのよ！」

　叩たたき付けるように言い返す唯子。

「なんですってぇっ！」

「落ち着け、美風！」

　──ギュ！

　柳りゆう眉びをキケンな角度で逆さか立だたせ、今にも飛び出そうとする美風の手を咄とつ嗟さに掴つかむ。

「離してよ優ゆう夜や！」

　燃えるような怒りを宿した目が、オレを射い抜ぬく。だからこそ、オレも引けない。

「いいから落ち着け。今、お前がするべき事は、唯子とケンカする事か？」

「………」

「いいからオレのいう事を聞け。判わかったな」

　諭さとすようなオレの声に、しかし言葉は返ってこなかった。

　──ぎゅっ。

　だが、握った美風の手から、力が返ってくる。それが返事だった。

「絶対に、なんとかしてやらぁ。だから、任せておけ」

　美風と一緒に、自分自身にもいい聞かせるように、オレはいった。

　──ぎゅうっ〜〜。

　さっきより、強く握り返してきた。

　でも、今度のソレは信頼の証あかしではなく、不安の裏返し。

　オレも美み風かぜも、本当は判わかっていた。彩あや雲もさんはともかく、美み空そらちゃんが何ど処こに居るかくらいは、最初から見当がついていた。だって、唯ゆい子こが戦っていたんだから。いくら好こう戦せん的な唯子でも、相手もいないのに戦えるほど器き用ようじゃない。唯子は誰かと戦っている。

　誰と───？

　そんなものは判り切った答えだ。

「………」

　美風から手を離し、唯子に近付く。

　本当なら、前に進み出るのは美風の役割だったのかもしれない。

　何かがあった時、そして二人の前から彩雲さんが居なくなった時──この社やしろと双ふた子ごの姉の全てを、美風はその小さな肩で担になっていくつもりだったのだろう。それがどんなに莫ば迦かな考えなのか、本人だって判っているハズだ。でも、他に良い手段が思い浮かばなかった。どうすればいいのか判らない中で、美風は美風なりに精せい一いつ杯ぱい考えて、結論を出した。

　それがどんなに不ぶ器用で、愚おろかしいものだとしても……。

　だから今は、オレが前に出る。

　どうしようもなく莫迦で不器用だけど、家族のために必死になって、自分の事を置き去りにしちまうような優しい美風が──好きだから。

「そんな美風を、美空ちゃんと戦わせるワケにはいかねぇーだろ……」

　ましてや得意の弓も持たず、徒と手しゆ空くう拳けんの美風じゃ無む理り。

　まぁ、オレにしたってボロボロで、どこまで役に立つかは判らねぇーけど……。

　シガラミの多い美風に代わって、シガラミのねぇー余よ所そ者もののオレが露つゆを払う──か。

　上じよう等とうだ。それこそオレが望んだ、強さの源みなもとだ。

「よぉ。苦労しているみたいじゃねぇーか」

　唯子の隣となりで、歩みを止める。

　眼まな差ざしの先には、盛大に燃え上がる拝はい殿でんと、その奥に佇たたずむ本ほん殿でん。

　それなりに歴史もあっただろう社の中心が、ほんの数分余あまりで灰になろうとしていた。

「逃げなくて、いいの？」

　横に並ぶ唯子が、静かに問う。

「同じ言葉をそっくり返すぜ？」

　──炎ほのおの中に、ユラリと動く人ひと影かげが見える。

　叶かなうのであれば、目の錯さつ覚かくであって欲しいと願ったが──やっぱ無む理りな話か。

　美空ちゃんは、そこに居た。

　さすがに火の神様の寵ちよう愛あいを受けるお姫さま。炎えん上じようする社の中に在って、オレンジ色に輝く白はく衣いの上から無数の火ひの粉こを舞い散らせる姿は、まさに荘そう厳ごんと呼ぶに相応ふさわしい。その姿は息を呑むほど綺き麗れいだ。妖あやしくて、危険な美しさだ。オレが蛾がか羽は虫むしの親しん戚せきだったら、まず間違いなくあの美少女の像をした松明たいまつに飛び込んでいただろう。主に、胸の辺りに♪

　でも──どこか儚はかない。

　まるで精せい巧こうなガラス細ざい工くに似た、脆もろい美しさだ。

　夜を焦こがす紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中心でありながら、どこか頼りなく俯うつむいた面おも持もち。

　そして、意思のカケラも感じられない虚うつろな瞳ひとみ───。

　多分、自らの発する『焔ほむら』に、意識が呑み込まれちまっているのだろう。

　つまり───。

「こりゃ言葉責ぜめによる説得は、どうにも無む理りっぽい感じだな……」

　美み風かぜの手前、勇んで前に出てきたけど、なるべくなら手て荒あらな真ま似ねはしたくない。

　つーか、手荒な展開になったらオレの命が風ふう前ぜんの灯ともしびだ。

　それが判わかっていても、退ひくに退けないのが今日のオレ。

「で、どうするの？　言葉で口く説どけないなら、力ずくで組み伏してみる？」

「無理矢や理りってシチュは、オレのシュミじゃねぇーんだけどなぁー」

「フンッ。フェミニストなのは構わないけど───」

　グルリと首を振り返らせて、唯ゆい子この湿った眼めがオレを睨にらむ。

　なんていうか──怖こわッ！

「そういう台詞せりふは、人の背中に隠かくれながらいうもんじゃないわよ？」

「や、つい、思わず……。鉄板みたいな胸をしている唯子なら、楯たてとしてもそれなりに有効だったりするかなぁー、とか思ってヘブッ！」

　顔の真ん中に、鋭く飛び込んできた唯子のグー。

「誰の胸が鉄板よ！」

「だ、だってお前、ブラのカップが入ってなかったら、限りなくＡに近いＡＡ──いえ、なんでもありませんです」

　ジロリと睨まれ、オレは続きの言葉を呑み込んだ。

「いいことユウくん！　いっておくけど、アレはユウくんレベルがフェミニストを気取りながらどうこうできる相手じゃないのよ！　ココで焼け死にたくなかったら、本気で戦うか全力で逃げるか、もしくはアタシと一緒に婚こん姻いん届とどけを出してちょうだい！」

「いいたい事は判わかった。しかし、最後のは断る！」

　なんか色々と、ヤバそうだから。

　ついでにいうと、向こうでコッチを見ている美風の様よう子すも、めちゃヤバそう。

　唯子も怖いけど、美風はもっと怖ッッッ！

　更にもう一つの視線。

「─────」

　なんかさっきから、美み空そらちゃんまでオレの事をジッと見ているし。

　右に左にそして前。

　美び少しよう女じよ三人による三方向同どう時じ三本責ぜめに、オレの股こ間かんはヌレちゃいそう……。

「──っ！　来るわよっ！」

　唯ゆい子こが叫び、オレは地面を押して真ま横よこに跳んだ。

　直後、飴あめのように真まっ赤かに灼やけた飛礫つぶてが大地に無数に突き刺さり、炎ほのおが爆はぜた。

　ズドンッッッ！

　膨ふくれ上がった熱ねつ風ぷうが乱暴に大気を掻かき乱し、視し界かいを紅ぐ蓮れんのカーテンが覆おおう。

　直ちよく撃げきによる衝しよう撃げきではなく、広こう範はん囲いに迸ほとばしる灼しやく熱ねつの暴ぼう風ふうそれ自体が凶きよう器きとはタチが悪い！

　咄とつ嗟さにクロスさせた両腕の皮ひ膚ふが、ヒリヒリと痛んだ。

　そしてそれ以上に、外れかけた右肩がズキズキと痛む。

　が、間かん髪はつを入れる間もなく右肩の事は頭の片かた隅すみに追いやって、着地と同時にもう一回、地面を蹴けり直す。第二波は、第一波よりも至し近きんだった。完全に躱かわしたつもりでも、かなりの衝撃波はに煽あおられて、片かた膝ひざが崩れる。踏ん張ってみたけどダメだった。右肩の痛みに片膝をついて、炎の中で無表情に佇たたずむ美み空そらちゃんを見やり、唸うなる。

　これは予想以上に、無む謀ぼうな戦いだったか？　自分をドランゴンスレイヤーと勘かん違ちがいしたスペランカーには、一体、どんなエンディングが用意されているんだろう？

　──さて、どうする？

　自問するが、自じ答とうできない。

　どうすりゃ美空ちゃんを、元の状態に戻せる？

　今さらになって冷ひや汗あせを浮かべるオレの肩を、ギュッと掴つかむ腕があった。

「大丈夫なの、優ゆう夜や!?」

　美み風かぜだった。

　ったく、後ろに下がってろっていったはずなのに───。

「下がってろって美風。今の美空ちゃんは、ちょっと……いや、かなり普通じゃねえ。徒と手しゆ空くう拳けんのお前がなんとかできる相手じゃねぇーよ」

「それでも見てられないわよ！　っていうか、役に立たないっていう点なら優夜だって似たり寄ったりじゃない！」

「グッ……」

　ソレをいったらお終しまいって言葉を、キミはどれくらい理解しているのかなぁ？

　だが、オレだって全く無意味な存在ってワケじゃあねぇー。オレがココで、こうして立っているダケでも、それなりに意味はある。

　そういう意味では、美風が一緒になってくれた事はありがたい。

　なぜなら───。

「もらったぁぁぁ〜〜〜〜！！！」

　月を背にした『焔ほむら』紅あかの羽が、滝たきとなって美み空そらちゃんの頭上から降り注そそぐ。

　オレが美空ちゃんの意識を引き付けている間に、唯ゆい子こが死し角かくから攻める。古こ今こん東とう西ざい使い古された──それ故ゆえに実績のある戦術は、今回も有効だった。ありがとう。遙か古いにしえの時代にコレを考えた名もなき兵ひよう法ほう家かさん！

　二に対ついの羽は、まだ辛かろうじて基礎の残っていた本ほん殿でんごと叩たたき潰つぶした。

　容よう赦しやもナシ。手て加か減げんもナシ。まさに轟ごう天てん爆ばく砕さい、必ひつ倒とうの一いち撃げき。

　ズドドドドッッッ─────！

　本殿が崩れ、轟ごう音おんの中から無数の火ひの粉こが濛もう々もうと舞い上がる。

　だが───。

「ちょ、ちょっと！　幾いくらなんでもヤリ過ぎよっ！」

　美み風かぜはそう吼ほえるが、それは違う。

　頭を沸ふつ騰とうさせる美風とは対たい照しよう的に、オレの思し考こう回路は冷静だった。

　あの程度でノックアウトできる相手なら、誰も苦労はしない。

　だって、そうだろ。伝説にうたわれ、炎えん術じゆつ使つかい最大のタブーとされ、里さとのオヤジに対する切り札とまで目もくされる絶対的火力の保有者アンタツチヤブルが相手なんだぞ。第一、今の一撃も、山から拝おがんだ巨大な火ひ柱ばしらと比べたら、その十分の一にも満たない火力なんだから。

　コース料理で例えたら、せいぜいオードブルの一皿分ぶん。もっとも、オレの火力は、食前のウメ酒クラス。彩あや雲もさんなら、どうにかメインディッシュを張れるだろうか。その彩雲さんにしたところで───。

「……ったく、人の家の境けい内だいで派は手でにやってくれるじゃないかい」

　鳥とり居いの方向から流れてきたその声に、オレと美風は同時に振り返った。

　闇やみに浮かんだ、鳥居の向こう側。

　ズタボロになった右腕をダラリと垂たらしてソコに立っていたのは、彩雲さん───！

「よぉ。お前さんも無事だったとはね……。思っていたよりシブトイじゃないかい」

　フラフラの足取りで鳥居にもたれ──そこで彩雲さんの膝ひざが、ガクリと折れる。

「彩雲姉ねえさん!?」

　蒼そう白はくな悲鳴を滑すべらせ、美風が駆け寄る。

　──なんてこった！

　舌した打うちし、オレも美風の後を追う。

「ちょっと、ユウくん！　コッチはどうするのよっ！」

　悲鳴のような唯子の声に振り返ると、炎ほのおの中に美空ちゃんの姿が見えた。

　炎の中で美空ちゃんは、当たり前のように──無む傷きずだった。

「じゃ、唯子。ちょっとの間、一人でなんとか押さえてくれ！」

「薄はく情じよう者ものぉぉぉ〜〜〜！」

　柳りゆう眉びを逆さか立だてた唯ゆい子この背中で紅ぐ蓮れんの羽が天に伸び、夜空を焦こがして破は裂れつした。

　無数の閃せん光こうが夜気を貫つらぬき、紅あかい豪ごう雨うとなって降り注そそぐ。

　それは美み空そらを中心にして着ちやく弾だんすると、轟ごう音おんと閃光が境けい内だいの全てを支配した。

　まるで一つの陣じん地ちにダース単位の榴りゆう弾だん砲ほうで集中砲ほう火かを浴びせたような、しっちゃかめっちゃかのお祭り騒ぎだ。かつて「芸術は爆発だ」と称した芸術家が居たそうだが、この光景を目の当たりにしたら、なんと吼ほえるだろう。いや、ホントに、もうメチャクチャだ。

　でも、この様よう子すなら五分や十分くらいなら大丈夫だろう。

　頼もしさ半分、恐ろしさも半分抱かかえて、オレは鳥とり居いに向かって駆け出した。

「彩あや雲も姉ねえさん！　しっかりしてよ！」

「……してるよ。だから、そんな大きな声を出しなさんな」

　気だるそうに笑みを浮かべる彩雲さんは、オレ以上にヒドイ有あり様さまだった。

　清せい廉れんとした巫み女こ服は真っ黒に煤すすけ、或あるいは焦げて穴だらけで、まるで爆ばく撃げきの中を駆け抜けてきたみたいだ。特に右腕がズタボロで、袖そでの部分なんかほとんど焼しよう失しつしちまっているし、胸の辺りも大きくはだけている。

　肩からズリ落ちた胸元に至っては、血の滲にじんだサラシが大きく上下していた。
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「なんて、こった……」

　信じられない光景に、声が震えた。

　まさかこんな……彩あや雲もさんが…クソッ！

「何やってんですか彩雲さん！　そんな大きな胸をサラシで捲まいたりして──一体、何を考えているんですか！　ああ、もう、全く信じられねぇ！　せっかくの巨きよ乳にゆうを粗そ雑ざつに扱って、もしも像が崩れたりしたら取り返しのつかない事になるでしょうが！」

「こんな時に冗じよう談だんいっている場合じゃないでしょう！」

　ゴンッ！

　もの凄すごい形ぎよう相そうで眦まなじりを吊つり上げる美み風かぜに、後こう頭とう部ぶを思いっ切り殴なぐられた。

　失しつ敬けいな話だ。オレは思いっ切り、本気だったのに……。

「それよりも姉ねえさん、キズの方は大丈夫なの？」

「ああ、まぁ、なんとか……ね。……ふん、情なさけない話さね。爆発の一発目……あの火ひ柱ばしらに吹き飛ばされて、麓ふもとの近くまで落っこちまってこのザマだよ」

　いいながら、彩雲さんは唇くちびるの端はしっこで小さく笑った。

　まるで自分の無力さを嘲あざけるような物いいだが、あの火柱の中心に居ながら、むしろ生きている事の方が驚きなんですけど……。つーか、ここから麓までって、一体どれくらいの距離を吹き飛ばされたんだ。しかもそのケガで、あの長い石いし階段を登ってきたと……？

　この、バケモノめ……。

　その無む駄だにエロイＧカップな胸は、きっと衝しよう撃げき緩かん衝しよう材ざいの役割を果たすに違いない。

「おい優ゆう夜や……」

「は、はひっ!?」

　鋭い視線に貫つらぬかれ、また殴られるのかと一いつ瞬しゆん、焦った。

　でも、そうじゃなかった。

「お前さん、どっちにするのか、もう決めたのかい……？」

　揺るぎのない瞳ひとみが、オレを見み据すえ、問い掛ける。

　その意味と、意思と───。

　考えて、今、ここで選べと、促うながす。

　その意味と、意思が───今は、判わかる。

「………」

　案あん外がい、せっかちな人だ。

　時間にうるさい魔法使つかいだって、シンデレラに午前零れい時じまでの猶ゆう予よを与えたってのに。

　──だけど、もういい。

　鐘かねが鳴る五分前に帰り支じ度たくを終わらせておくのが、生き真ま面じ目めなシンデレラってもんだ。

「どうすりゃ美み空そらちゃんが正気に戻りますか？」

　それがオレの答え───。

　他に幾いくつか在っただろう選択肢しの中で、最後に選ぶ事のできた唯ゆい一いつの結論。

　後になって、この選択が吉きちとなるか凶きようとなるかは正直、判わからない。ひょっとしたら、後こう悔かいする事になる可能性だってある。でも、だからこそ、今、この瞬しゆん間かん、自分が一番正しいと──納なつ得とくできる行動を選びたい。

　オレはなんのタメに、強くなりたいと願った？

　勿もち論ろん、美み風かぜや美み空そらちゃんを、護まもりたいと願ったからだ。

　それなのにココを離れて、仮に望むような強さを手に入れたとしてなんになる？

　そんな強さに、ハナガミほどの価か値ちだってあるものか。

「……それで、いいんだね？」

「つーか、他に一体、どうしろと？」

「………ふん。お前さんがそれでいいってんなら、それでいいだろうさ」

　投げやりな吐と息いきをつき、彩あや雲もさんは僅わずかに身体からだを揺すらせた。

　別に褒ほめられたワケじゃないし、満足した答えってワケでもないと思う。

　多分だけど、呆あきれと安あん堵どを混じり合わせた苦く笑しようの類たぐいだった。

　だけど──オレにはそれで充分だ。

「時間もあんまりなさそうなんで、単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊ききます。美空ちゃんを元に戻すには、どうすりゃいいんですか？」

　オレの問いに、美風が息を呑む。

　そんな方法はない、といわれた時はどうなるのか？

　指先まで蒼そう白はくに震えさせる美み風かぜの手に、オレの手をそっと重ねる。

「……取りあえず、境けい内だいから離れな。まずは、そこからだ」

「境内を？　そりゃまた一体、どうして？」

　ここから離れろって事は、また森の中に入れって事だろうか？

「これ以上、ウチの境内で暴れられたら堪たまったもんじゃないからね……」

「あ〜〜」

　グルリと周囲を見渡せば、今夜の被害は先日の比じゃないからなぁ〜。

　しかも事態は収しゆう拾しゆうどころか、これからがタケナワときた。

　神社の管理人としては、コレ以上ないくらいに正当な要求だろう。でも、正直にいうと境内の方がまだ戦いやすいんだけどなぁ〜。広いし、足元もしっかりしているし。それは向こうも同じなんだろうけど、この期ごに及んでの退たい去きよ命令には、ちょっぴり納得いかないな。

「……ま、お前さんが焼けた建物を新築してくれるんなら、別にいいけどね」

「謹つつしんでこの場より離れさせていただきます」

　オレはうやうやしく頭を垂たれた。

「姉ねえさん。取りあえず離れろって事は、何か方法があるって事なの？」

「……まぁ、ないって事もない。そんな程度になら、ね」

「それでも充分よ！　そうでしょ、優ゆう夜や！」

　瞬しゆん間かん、美み風かぜの表情に生せい気きが蘇よみがえった。

「別にそう難しく考えなくったっていいんだよ……。美み空そらのアレは、いわば膨ふくらみ過ぎた風船のガスが、出口を求めて噴ふき出しているような状態さね。きちんとガスを抜いてやれば、自然と元に戻る……。問題は時間が余りない事と、上う手まくガス抜きして、しかる後に元もと栓せんを締める必要があるって事だ。美空がまだ、美空である内なら、それも可能なはずさ………」

「……いや、物事を単純化すれば、そういう説明でいいんでしょうが。教えて欲しいのは、結論じゃなくってノウハウの方なんですけど？」

「お前さんは、やっぱり莫ば迦かだね。一々、ああしろこうしろと指示されないと、なんにもできないマニュアル世代の典てん型けいだよ。ちったぁーオツムを使いな。お前さんの腕に付いている握り拳こぶしは、ただの飾りかい？　ええ？」

「オレの握り拳……？」

　いわれて、自分の拳に視線を落とす。

　なんの変へん哲てつもない、ただの握り拳だ。

　武器を握っているワケでもなく、新たな力に目覚めたワケでも──ないよなぁ？

　ワケが判わからず、困こん惑わくした眼まな差ざしを彩あや雲もさんに戻す。

　彩雲さんはいった。

「ゲンコツが二つあれば、それで充分。それが男ってもんだろうが」

「ンな無む茶ちやな！」

「泣き言なんざ聞きたかないね。無茶も通せば道どう理りが引っ込む。死しに物もの狂ぐるいで時間を稼かせぎな」

「だからそれが無茶──って、時間稼ぎ？」

「そうだ。時間稼ぎ……だ」

　それってつまり──時間を稼げば、何か手段があると？

　目を丸くしたオレの心を見み透すかしたように、彩雲さんは小さく頷うなずく。

「カグヤヒメつったって、元となっているのは生なま身みの人間さね。意識が完全に『焔ほむら』に呑み込まれちまう前なら、幾いくらでも手段はあるさ……」

　それは確信というよりも、自分にいい聞かせているような言葉だった。

　だけど──そうだ。どんなに強力な『焔』を宿しても、火元はたった十七歳さいの女の子だ。

　とても制御できない半面、それ故ゆえに、鎮ちん火かする可能性だって……きっと有る。

　つーか、ないと困る。切実に、困る。

「判りました。一時間でも二時間でも、見事に稼いでみますよ」

「じゃあ、わたしも───」

「お前はダメだ」

　オレと一緒に立ち上がろうとした美風に、彩雲さんの鋭い声が飛んだ。

　直ぐさま「どうして!?」とばかりに彩あや雲もさんを睨にらむ美み風かぜだったが、思いのほか強い彩雲さんの眼まな差ざしに見み据すえられ、言葉を呑む。

「美風には優ゆう夜やとは別に、やってもらう事がある。そのための時間稼かせぎだ」




　　　　　　　　　◇◇◇




「全く、とんだ貧びん乏ぼうクジだわ！」

「ああ、オレも内ない心しん、ちょっとはそう思うよ！」

「ウソつき！　ちっともそんなこと、思ってもないクセに！」

　境けい内だいから仲良く駆け出すオレと唯ゆい子こ。

　夜空に浮かんだ半はん欠かけの月と重なる、お山の頂いただきに向かって───。

　昔むかし話ばなしだと、カグヤヒメはあの月に還かえった事になってるらしいが、アリャ大おお嘘うそだ。

　ついでにいうと、カグヤヒメを護ご衛えいする為ために時のミカドが腕うで利ききのモノノフで屋や敷しきを十と重え二は十た重えに囲んだっていうのも、真まっ赤かっか。屋敷を取り囲んだのは警けい護ごじゃなくって、朝ちよう廷ていの討とう伐ばつ隊。まっ、その討伐隊は返り討うちに遭あって全ぜん滅めつしちまうワケだけど──重要なのはソコじゃない。討伐隊を灼やき尽くした後、カグヤヒメも自分自身を灼き尽くして、ひと握りの灰になっちまったって事だ。

　………。

　そんな残ざん酷こくな結末に、美み空そらちゃんを重ねるワケにはいかねぇーもんな。

　でも、ソレはオレの問題だ。

「だったら別に、降りたっていいんだぜ？」

　隣となりを走る唯子に問う。

　これ以上は唯子が無む理りして、オレに付き合う必要はどこにもない。

「何よソレ!?　カワイクない！」

「ここから先の事まで付き合えだなんて、指示されたワケじゃねぇーんだろ？」

「………」

「ホラ、やっぱりだ」

　唐とう突とつな沈ちん黙もくは、早い話が質問への肯こう定ていってヤツだ。

「大おお方かた、高たか倉くら本家の動どう向こうを知ったオヤジ辺りが、サグリを入れるためにお前をコッチによこしたんだろ？　オレの様よう子すとか、美空ちゃんの状態とかも……。偶然にしちゃ、この時期ってのはちょっとデキ過ぎだもんな」

　別にそれ事じ態たいに関しては、怒っているワケじゃねぇーんだ。

　愉ゆ快かいか不ふ愉快かと訊たずねられたら、そりゃ不愉快だと答えるけどね。

　でも、そういう工作くらい、別に仕掛けてきたっておかしくない。むしろ、手をこまねいて何もしない方が妙みように感じる。特に、あのオヤジの場合は。

「それに里さとに帰ったハズの唯ゆい子こが、隠かくれて残っていたのだって、コッチの様よう子すを探るためだとしたら納なつ得とくがいく。オレがどうするか、本家がどう動くか見み極きわめる前に、里に帰るワケにはいかなかった、ってワケだ」

「……だとしたら、どうなのよ」

「別にどうもしねぇーよ。それよか礼を言わなくちゃ、ってね」

「お礼？」

「ホラ、これだよ」

　懐ふところから、オレは一枚のハンカチを取り出した。

「昼間、境けい内だいでぶっ倒れていたオレを木こ陰かげに運んでくれたのは、唯子なんだろ？　あのまま境内でぶっ倒れていたら、ミミズの干ひ物ものみたいになってたところだ」

「ふんっ……。お礼だったら言葉なんかより、態度で示してほしいわよ」

　ふてくされたように、唯子の唇くちびるがツンと尖とがる。

　眉み間けんに寄ったシワを見る限り不ふ機き嫌げんそうにも見えるけど、そのワリに心なしか───。

「？　なんか顔が赤くねぇーか？」

「赤くない！」

　指し摘てきした瞬しゆん間かん、走りながら横よこ顔がおを殴なぐられちまった。

　ヒデェー理り不ふ尽じんだ。

「それでどーすんだ？　役目が終わったんなら、これ以上、キケンな目に付き合う必要はねぇーだろ？」

　訊たずねると同時に、背中の方でズゥンと腹に響ひびく音が大気を騒がせた。

　走りながら振り返ると、遙か後方に小さな半はん球きゆう状の火の球が見える。

　そして火の球から飛び出すように、小さな人ひと影かげがコッチに向かって来るのも……。

　狙いは──オレか。

「時間がねぇーぞ。マジで逃げるんだったら、今の内だぞ！」

「ふんっ！　どうして日ひ取どりの紅あかい魔ま女じよが逃げるだなんて、そんな見っともない醜しゆう態たいを晒さらさないといけないのよ！　見くびるヒマがあったら、他にいう事があるんじゃなくて!?」

「他にいう事って、なんだ？」

　再び腹にこたえる爆発音が大気を揺らした。

　さっきよりも爆発が近い。森の中を駆けるより、爆発を使って飛び跳ねて距離を詰めて来るとは、オレには到とう底てい真ま似ねのできない手段だ。

「ユウくんこそロクな炎えん術じゆつも使えないクセに、しかもそんな右腕の状態で、どうやってあのカグヤヒメと戦うつもりなのよ！」

　チッ、バレてやんの。

　外れ掛かった右肩でどこまでやれるのか、正直オレにも判わからない。

　だが、負けるワケにはいかないのだ。……勝てる気は、しないけど。

「力を貸して下さいとか、どうか手伝って下さい強く気け高だかく美しい唯ゆい子こお嬢じよう様さまとか、気が狂いそうなくらい愛しているんだとか、そういう言葉はないの!?」

「力を貸して下さい、どうか手伝って下さい美しい唯子お嬢様。気が狂いそうなくらい──以下省しよう略りやく！」

　いい終えた瞬しゆん間かん、一いつ帯たいを轟ごう音おんと熱風が支配した。

　風というより壁というか、むしろテトリスのブロックが横よこ殴なぐりに突っ込んできたような爆ばく風ふうが、周囲の木々を根こそぎ薙なぎ倒す。反はん撃げきどころの話じゃない。吹き飛ばされないように、踏み止まるのがやっとだ。それも咄とつ嗟さに唯子が背中の羽で防ぼう壁へきを張ってくれたからの話で、それがなかったら容よう赦しやなく吹っ飛ばされていた。

　判っちゃいたんだけど……目の当たりにすると、改めて思い知らされる。

　自分が今から、どれだけ無む謀ぼうな事をしようとしているのか……。

　息を呑む事さえ、この空気が固こ形けい化かしたように硬い雰ふん囲い気きの中では、辛つらい。

「……どうして……逃げるの……？」

　静かな声が問い掛けてくる。

　綺き麗れいに抉えぐられたクレーターの中心で、何事もなかったように……。

　と、美み空そらちゃんの柔らかな髪かみが、風もないのにフワリと舞う。

「どこにも……行っちゃ…やだ………」

　呟つぶやいた足元から、無数の赤い火ひの粉こが浮き上がり、美空ちゃんをグルリと囲む。

　例の火の粉だ。酔った美空ちゃんが、酔ったままに使ったあの炎えん術じゆつ。あの赤い火の粉ひとつひとつが、並の炎術使つかいを軽く上回る火力を秘めている。それがザッと見渡す限り、二十から三十も浮いてやがる。どっかのエースパイロットは、強力な武器を前に「当らなければどうという事はない」と豪ごう語ごしたもんだが……絶対に強がりだろ、ソレ。

「一緒になろう……優ゆう夜やくん……わたしと……一緒に……」

　う〜〜ん。

　ソイツはまた魅み力りよく的な提案だ。ベッドの上でもう一度、聞きたい台詞せりふだ。

　でも、違うんだな……。

　美空ちゃんの周りを漂う火の粉の一つが、隣となりに立つ杉の木に触れた。

　瞬間、十メートルを遙かに超える立りつ派ぱな杉の木が、巨大なキャンドルと化した。

　油を染み込ませた松明たいまつみたいに轟ごう々ごうと燃え上がり、後には真っ黒な残ざん骸がいだけが残る。

　これが──今の美空ちゃんのいう、一緒になろうだ。

　自らの発する強大な『焔ほむら』で、一緒に燃え尽きようというお誘いだ。

　人、それを『無む理り心しん中じゆう」という。

「勝かつ手てな事をいうんじゃないわよ！　ユウくんと一緒になるのは、この唯ゆい子こなの！」

　ゴウンッ！

　真まっ赤かな羽から、無数の火か弾だんが爆はぜた。

　握り拳こぶしほどの炎ほのおの榴りゆう弾だんがヒュンヒュンと不ぶ気き味みに風を切って、美み空そらちゃんを包む。

「向こうの炎えん術じゆつはアタシがなんとかするから、その隙すきに───」

「爆ばく炎えんの中に飛び込めってか！　上じよう等とうッ！」

　いって、オいは爆炎の中へ飛び込んだ。

　唯子の戦い方を見て、少し気付いた事がある。現状の美空ちゃんに対して、遠えん距離からの炎術はほとんど通用しない。美空ちゃんの周囲には炎術に対する不ふ可か視しの壁があって、ソレを防いでいる。オレがガキの頃、タックルをかわそうとして弾はじかれてしまった、あの壁だ。

　アレが存在する限り、御み火か速はや霊ひ流の炎術ではラチが開かない。

　だから唯子が遠とお間まから壁を剥はぎ取るから、その隙すきにオレに吶とつ喊かんしろって話だ。

　炎術が通じない相手に、肉にく弾だん戦せんは有効か？　そんなの知らん。知らんっていうか、試したヤツが居るとも思えん。つまり、このオレが栄はえある先さき駆がけ第一号ってワケだ！

「わりぃ、美空ちゃん！」

　謝しや罪ざいの言葉を乗せた回転蹴げりを、爆炎を割さいて美空ちゃんに浴びせる。

　──ガンッ！

「なっ───」

　瞬しゆん間かん、とんでもねぇー衝しよう撃げきが繰り出した脚あしに奔はしった。

　な、なんじゃそりゃぁぁぁ〜〜!?

　まるで巨大な岩石を蹴け飛とばしたみたいな激げき痛つうが、脚から脳のう天てんへと突き抜けた。

　驚きよう愕がくした眼まな差ざしの先、爆炎が晴れたその向こう側で、美空ちゃんはダラリと両腕を下げたまま静かに佇たたずんでいる。──ただし、垂たらした腕から伸びる、金こん色じきに輝く羽は衣ごろもみたいな『焔ほむら』の帯おびが、オレの蹴りを受け止めていた。

「じょ、冗じよう談だんじゃねぇーぞ、おい……」

　物質化かするほどの高こう密みつ度どな『焔』って──反則だろ、ソレ？

　唖あ然ぜんとするオレを、美空ちゃんの無表情な瞳ひとみが映す。

　蹴りの威い力りよくにちょっぴり手心を加えてしまったのが、結果として幸いした。もしも本気で蹴飛ばしていたら、絶対に折れていた。炎術的には彩あや雲もさんの見せてくれた『焔』の刃やいば『御雷みかずち』と同じなんだろうけど──だとしたら、圧倒的に分が悪い！

　つーか、二本目、三本目の帯が生はえてきてるんですけど!?

「ユウくん！」

　唯子の声に、左足一本で後方に飛び退すさる。

　すれ違うように背後から、無数の火か炎えんが美空ちゃんに吸い込まれていった。

　危ないんだか有あり難がたいんだか、少しでも射しや線せんとタイミングがズレたらオレの背中を直ちよく撃げきしている絶ぜつ妙みよう──というより微び妙みような援えん護ご射しや撃げきに肝きもを冷やしつつ、一いつ間けん、二間と間合いを開く。吸い込まれた火か球きゆうは次々と炸さく裂れつして、美み空そらちゃんの身体からだを劫ごう火かに包んだ。

「今度こそ殺ヤった!?」

「殺るなっ！　ってか、殺ってどうする!?」

　と、律りち儀ぎに突っ込んではみたが、本当は判わかっている。

　爆ばく炎えんが晴れた先には──ホラ、やっぱり。

「………」

　金こん色じきの『焔ほむらの羽は衣ごろも』に包まれた美空ちゃんが、無む傷きずで佇たたずんでいる。

「どうなんてんのよ、アレは！　幾いくら直撃を浴びせても、全ぜん然ぜん効果ないじゃない！」

「オレが知るか。いわゆる『絶対防ぼう御ぎよ』とかなんとかいう、厄やつ介かいなシロモノだろ」

「チッ。だったらアタシも対抗して、ニーソくらい穿はいてくればよかったわ」

「何を対抗するつもりかは知らねぇーが、そりゃ『絶対領りよう域いき』だ」

　日本人の宿しゆく命めいたるダイコン足を、エロッちく昇しよう華かさせる魔ま法ほうのアイテム・ニーソックス。

　スカートの裾すそとの隙すき間まに構成された、上下約やく十五センチの生アシが醸かもし出す魔ま力りよくこそ、究きゆう極きよくのチラリズムといってもいいだろう。ナベキュウはいう。「見せる」と「隠かくす」という相あい矛む盾じゆんした課題に対する、一つの答えがそこに在る──いやいや、そうじゃなくってだ。

　あの帯おびが美空ちゃんの意思で動いているのか、それとも攻撃に対して反射中ちゆう枢すうがオートで反応する仕組みなのか……後者なら、かなり厄やつ介かいだな。言っちゃ悪いが、どんなにパワーアップしようが素そ体たいは所しよ詮せん、美空ちゃん。おっぱいの大きさは彩あや雲もさんに匹ひつ敵てきしても、その運うん動どう能力はマルチーズを相手に蹂じゆう躙りんされかねないくらい──トロイ。

　まぁ、そこが無む防備でカワイイんだけど、ソレはこの際おいといてだ。

　反射中枢──要するに条件反射的な動作なら、かなりの速度で対応されちまう。

　しかも、唯ゆい子この炎えん術じゆつの直撃に正面から耐えられる強固さを兼ね備えているのなら、オレの股こ間かんのゲイボルグをもってしても、突破は不可能かもしれん。

「優ゆう夜やくんから……離れて………」

　ユラリと熱を帯びた風が動いた。

　虚うつろな瞳ひとみが──持ち上げた腕が、オレの横に立つ唯子を指し向こうする。

「っ──！　逃げろ唯子!?」

「上じよう等とう！　受けて立とうじゃないの！」

　叫び、唯子の『焔』の羽ばたく熱ねつ風ぷうが、赤い髪かみを躍おどらせる。

　だが、余りにも無む謀ぼう過ぎる！

「よせ、唯子──うわ!?」

　ゴウンッ！

　一ひと際きわ大きな羽ばたきが、オレを小石のように吹き飛ばした。

　──いや、違う。突き飛ばした。

「唯ゆい───」

　目を剥むくオレの眼まな差ざしの先で、唯ゆい子こはチラリとオレを一いち瞥べつして、小さく笑った。

　瞬しゆん間かん、その笑みの意味に全身の血液が沸ふつ騰とうした。

　あのバカ、それで自分が囮おとりになったつもりか!?

　美み空そらちゃんの意識を自分に集中させて、あくまでもオレが美空ちゃんを止めるチャンスを作るつもりかよ。自分の炎えん術じゆつが、一切通つう用ようしないって判わかっているから。オレがあの絶対的な『焔ほむらの羽は衣ごろも』をなんとかすると、言葉じゃなく行動で信じて……クソッ！

　美空ちゃんの腕から金こん色じきの光が奔はしるのと、唯子が地を蹴けったのは同時だった。

　光は唯子の羽を撃うち貫つらぬいたが、唯子自じ身しんは無事。残ったもう一本の羽を脳のう天てんから叩たたき付けるものの、例の羽衣が寸すん前ぜんで防ぐ。大気が爆はぜ、土が焦こげる異い様ような臭においが爆ばく風ふうに乗って全身を突き抜ける。一いつ瞬しゆんにして視し界かいの閉ざされた黒こく煙えんの中で、しかし唯子の赤い『焔』と美空ちゃんの金色の『焔』が激しく何度も交差する───。

　煌きらめく閃せん光こうを視界の端はしに映しながら、オレは唇くちびるを噛かみ締めて爆ばく炎えんの中を疾しつ駆くしていた。

「───っ」

　──とはいえ、全身が、悶もだえるくらい、マジ痛イテェ……。

　ただ全力で走るダケで身体からだが軋きしむなんて、初めての体験だ。

　ったく、美み風かぜのバカ……。殴なぐるな蹴けるなとは言わないが、もうちょっと加か減げんってものを覚えてくれよ。でないとこの先、オレの身体がもたねぇーだろが。もし、今日のコレで身体がガタガタになっちまたら、絶対に御ご奉ほう仕しさせてやる──勿もち論ろん、メイド服で！

「ちなみにエプロンドレスは、膝ひざ上うえ二十センチで！」

　爆炎を割さき、踏み込んだ右足を、中心線から斜め十五度にセット。

　──待ってくれよ、オレのロマン。持ってくれよ、オレの右肩！

　晴れた視界の先に在るのは、抱き締めたら折れちまいそうな美空ちゃんの細い背中。

「ヒュゥゥゥゥ───ッッッ」

　握った拳こぶしの中指を突とつ起きさせて、笛ふえの音ね色いろのような吸きゆう気きを鳴らす。

　吸った気は唸ねんと交わって意い念ねんを発し、力は精せいと交わって武ぶ技ぎを形作る。これすなわち三さん宝ぽうの根こん源げん。炎術が使えなかったオレが、炎術を使えないが故ゆえに覚えた武ぶ術じゅつの呼吸法。手っ取り早くいったら、体内で練った『気』を突起させた中指の第二関かん節せつに集中させる事で破は壊かい力を増ぞう幅ふくさせて、しかも急きゆう所しよを打ち抜く。かなりキケンな打撃だけど──悪い、美空ちゃん。

　オレのエプロンドレスのために、今夜だけは我が慢まんしてくれ！

　ゴキッ───！

「………」

　狙ったのは腰よう椎ついの中心──『活かつ殺さつ』と呼ばれる人じん体たいの急所。

「………………っ」

　神経の束たばが走っているココを突けば呼吸は止まり、脳の機能も一時的にマヒする。

「………………………っっっ〜〜！」

　──当っていれば、の話だ。

　だけど、オレが打ち叩たたいたのは……金こん色じきの羽は衣ごろもだった。

　同時に、中指と右肩に激げき痛つうが奔はしる。

　指は多分、折れた。肩は多分、靱じん帯たいの何本かが確実に逝いっちまった。

　なんて、こった……。利きき腕うでがコレじゃあ……三点攻ぜめとか、指とか……使えねぇ。

　まさか背後からの奇き襲しゆうにも対応しているとは……後ろに目でも付いているのか！

「離れて、ユウくんっ！」

　そこへ正面から、唯ゆい子こが飛び込んでくる。

「なっ！　バカ！　逃げろ！」

　奇襲が失敗した時点で、なんでさっさと逃げないんだよ！

　叫ぶ声に、振り翳かざす美み空そらちゃんの右腕が重なり、閃せん光こうが迸ほとばしる。

　夜が真昼に変わるほどの凄すさまじい光が、夜気と地ち表ひようを削けずり取りながら唯子を直ちよく撃げき。

「───っ」

　咄とつ嗟さにガードした『焔ほむら』の羽ごと、唯子の身体からだが木この葉はのように夜を舞った。

　鼓こ膜まくがイカレちまうような爆ばく音おんと、熱ねつ風ぷう。

　赤い髪かみがパッと散り、細い身体からだを斜めに泳がせて、地面の上を幾いく度どもバウンドする。

「唯子っ！　おい、唯子っ！」

　おい、冗じよう談だんはよせよ。

　幾ら呼んでも、うつ伏せに倒れた唯子はピクリとも動かない。

「ちょ、離せ！　離してくれ美空ちゃ──グァァァッッ〜〜！」

　胸の辺りを締め付ける『焔の羽衣』に、ゴリゴリと全身が軋きしんだ。

　は、外れない……！

　まだ自由に動く左腕で引き剥はがそうともがいてみたが、万まん力りきみたいにビクともしねぇ。

「ダメ……もう、離さないから……ずっと……一緒………」

　帯おびはオレを絡めたまま、美空ちゃんと向き合わせた。

「もう……離れない………」

　どこか詠うたうような、恍こう惚こつとした声───。

「そいつは嬉うれしい言葉で……」

　軽かる口くちを叩たたきつつ、冷ひや汗あせが滝たきとなって背中を流れる。

　美空ちゃん級の美少女に「もう離れない」なんて台詞せりふ、この先いってもらえるだろうか？

　──多分、ねぇーな。

　ある意味、快かい挙きよだ。

「でも、悪いけど離してくれや」

「どうして……？　わたしじゃ……嫌なの……？」

　虚うつろな瞳ひとみが、微かすかに揺れる。

「ああ、嫌だね。酔った人間の言葉なんざぁ、コレっぽっちも価か値ちがねぇー」

　ましてや『力』に酔った言葉なんて、美み空そらちゃんには似に合あわねぇーし。

「………」

「いい加か減げん、目を覚まそうや。彩あや雲もさんも、美み風かぜも心配して──ぐぁ！」

　ギリギリと、絡む帯おびが肺を圧あつ迫ぱくする。

「他の女の子の名前なんか……言わないで……」

「ホ…ントに……男冥みよう利りに尽きる……嬉うれしい言葉…なんだけど……答えは…ノーだ」

「………」

「だから……わりぃ………」

　謝る。

　色々な意味を籠こめて。

　オレって口ベタだから、他に気の利きいた台詞せりふとか思いつかない……。

「………………ヤダ」

　俯うつむく美空ちゃんの口から、ポツリと小さな言葉がこぼれる。

　同時に、パチパチと火ひの粉こが燃え盛る音が夜気を弾はじく。

「一緒……ずっと………一緒………溶けてしまえば……みんな…同じ……」

　夜が赤く染まる。

　燃え上がる火ひの粉この渦うずが周囲の木々に飛び火して、森もり全体に広がってゆく……。

「ゆっくりと……溶かしてあげる……命と肉と……肉と血を……」

　純白の袖そでに包まれたか細い腕が、オレの喉のどに向かってそっと伸びる。

　優しく包むように、その美しい指が柔らかい喉に食い込む……。

「ウ……グッ……」

「命の息い吹ぶきは……『焔ほむら』の月夜に……ゆっくりと………」

　淡たん々たんと祝詞のりとを紡つむぐような調べに、火の粉の弾ける音が重なる。

　そして美空ちゃんの腕を、金こん色じきの『焔』が滑すべった。

　熱くもなく、冷たくもなく───。

　ユラユラと控え目に踊る幻げん想そう的な『焔』が、ゆっくりとオレの身体からだに燃え移ってくる。

　どこかで見たような光景だった。

　当然か。あの日に一度、見た光景だもんな……。地じ獄ごくからの生せい還かん──なんて、なまやさしい装そう飾しよく語ごが足元にも及ばない、燃え尽きて灰になる二、三歩手前の体験をオレは既すでに味わっているのだ。正直に言うと、一度で充分の体験だ。二度は多過すぎる。つーか、責任者出てこい。被害者代表として土ど下げ座ざさせちゃると、切実に叫びたい。

　そもそも、なんでオレなんだか。

　オレなんて里さとの中では幾いくらでもゴロゴロしている炎えん術じゆつ使つかいの、その遙か下にランク付けされたヘッポコ炎術使いの見習いなんだぞ？　喰っちまおうが、溶かして同どう化かしちまおうが、どう考えても火の神様が満足するような『焔ほむら』なんか持ち合わせてねぇーってのに。

　………。

　まぁ、グチっていてもしゃーねぇーやな。

　子供の時は、途中で美み空そらちゃんが気を失ってくれたから助かった。

　多分、余りにも子供過ぎて、覚かく醒せいやら暴ぼう走そうが取り返しのつかないレベルになる手前で、身体からだの方が参ってしまったのだろう。いうなれば奇き跡せき。美空ちゃんの、まだ未み成せい熟じゆくな肉体に助けられたダケのこと。でも、今回はダメだ。だって、もう立派に育っちゃっているから。

　だから今回は……最後くらい、自分の力で………。

「少しくらいは……抗あらがわせて………」

　震える右腕を、ゆっくりと持ち上げ……伸ばす。

　右肩がもう限界だけど、後もうちょっと……。

　もうちょっとダケ……届いて……届けよ……頼むから………。

　プニュ〜〜。

　持ち上がった腕の先が、やわらかな感かん触しよくとぶつかった。

「っ───」

　瞬しゆん間かん、美空ちゃんの肩がピクンと跳ねた。

　──あ、ガードが下がった。拘こう束そくも緩んだ。

　このまま一気に、白はく衣いの胸元に指を滑すべらせたくなる誘ゆう惑わくに駆られつつ、手てのひらの中心に意識を束たばねる……。決して絹きぬごしにＤないしＥのプニプニした感触を味わっているとか、下着の有う無むを確認しているとか、ましてや神しん秘ぴのＢ地区を探しているワケじゃない。いや、本当は是ぜ非ひともそうしたいんだけど、今はさすがにその時じゃない。

　トクン、トクンと、美空ちゃんの鼓こ動どうを感じる。

　美空ちゃんが、人間だって証しよう拠こだ。

　何も言わなくても伝わってくる、温かくて力強い命のリズムだ。

　だから──ゴメン。本当に、ゴメン───。

　美空ちゃんの命──オレが勝かつ手てに、預からせてもらうからな！

「─────っっっ！」

　残った力の全てを手のひらに集中させるように、霊れい力りよくを練り上げる。

　この密みつ着ちやく状態からなら、絶対防ぼう御ぎよもクソもねぇー。

　だから術じゆつと呼ぶには全然、完成度が足りてなくても、火か力りよく自体も大してないけど……それでも構わない。オレがコッチに来てから散さん々ざん、彩あや雲もさんに浴びせ付けられた基本中の基本のこの術が、例えその威い力りよくの何十分の一でも構わないから───。

　熱くなる。手のひらの中心が。

　そして判わかる。心しん臓ぞうが刻む、リズムの終しゆう着ちやく点てんが。

　今、この一いつ瞬しゆんだけでいいから──諸もろ共ともド派は手でに、ぶっ飛ばしてくれ！

「『華か閃せん』───」

　閃せん光こうが、手のひらの中で膨ふくらんだ。




　　　　　　　　　◇◇◇




　次の瞬しゆん間かん、何な故ぜかオレは宙を舞っていた。

　スローモーションで流れる視し界かいの先で、お星様がキラキラと輝いている。

　どうやら自分で放った炎えん術じゆつに、自分が吹っ飛ばされたらしい。これまで幾いく度どとなく被ひ験けん者として吹っ飛ばされた、指し向こう性の爆発を叩たたき付ける基礎の炎術──『華閃』を、見よう見み真ま似ねで試してみたら、このザマかよ。いかにもオレらしいマヌケな話だな。

　もとより、自じ爆ばくは覚かく悟ごの上だった。だけど、やっぱりコレはマズイ。空中遊ゆう泳えいしたまま、身体からだがピクリとも動かない。綺き麗れいな夜空が徐々に斜めに傾いて、ゆっくりと身体が降下する。

　ああ、ちょっとタンマ。このまま後こう頭とう部ぶから落下したら、いくらなんでも───。

「優ゆう夜や───っ！」

　ほぇ？

　頭の真下から、誰かの叫ぶ声。

「キャッ───！」

　ドスンと、地面にしてはやわらかく、しかも、温かい何かとぶつかった。

　痛い……けど、覚悟していたほどじゃない。このムニュとやわらかくて、けれどもどこか哀かなしいこの弾だん力りよくの正体は？　仮に美み空そらちゃんを特大メロンパンだとしたら、押し潰つぶされたバターロールかコッペパンみたいな、ペチャンコな──こう、クニュクニュと……。

「ひゃぁ〜〜！　ド、ドサクサに紛まぎれてドコを触ってんのよ！」

「あ、やっぱり美み風かぜだったか。納なつ得とく、納得♪」

「するなっ！」

　うむ。打てば響ひびくような、この反応。

　身体を張ってオレを受け止めてくれたのは、やっぱり美風だったか。

　ありがたい話だが……グッ………。

「え、あっ、大丈夫なの優ゆう夜や？　どこかぶつけた？」

「くっ……受け止めてくれた拍ひよう子しに、背中に硬い胸がぶつかった……」

「どういう意味よ、それ！　──って、優夜その右肩!?」

　まるで自分の事みたいに、美み風かぜの目が丸く見開かれた。

　いわれるまでもないんだから、頼むからそんな悲鳴みたいな声を出すなよ。余よ計けいに痛くなってくるじゃねぇーか……つーか、やっぱりイてぇーな、チキショウ。ソフトボールみたいにプックリと膨ふくれやがって、道どう理りで痛いワケだ。どぉ〜見たって外れているし、ヘタすりゃ折れているかも……ピクリとも動かないし……。

「………」

「………」

「……まぁ、取りあえず……見なかった事にしよう」

「するの!?」

　さっきは「するな！」と怒ったり、今度は「するの!?」と叫んだり、忙しいヤツめ。

「オレの事はどうでもいいから、それよりも美み空そらちゃんは……？」

　見よう見み真ま似ねで自じ爆ばくしたオレは、ある意味で自じ業ごう自じ得とくだ。

　それよりも強制的に、半なかば無む理り心しん中じゆうのように巻き込んだ美空ちゃんはどうなった？

　ゼロ距離からの、絶対防ぼう御ぎよもヘッタクレもない一いち撃げき。

　いうなればダイナマイトを押し付けたまま、一緒にドカン。

　オレも相当なダメージを受けたけど……美空ちゃんには、果たして効果はあったのか。ワリと複雑な気分なんだが、オレの右みぎ腕うで一本と引き換えにして、それでも美空ちゃんに深しん刻こくなダメージを与える事は不可能だろう。でも、無む傷きずとも思えない。

「……美空姉ねえさんなら、ソコに居るわ」

　硬い声こわ色いろ。

　オレを掴つかむ指先が、ギュッと力む。

「………」

　美風の目め線せんを追うと、果たして美空ちゃんはソコに居た。

　距離にして僅わずかに七、八メートル。

　オレみたいに引っくり返っているワケでもなく、ただ悠ゆう然ぜんとそこに佇たたずんでいた。

　ヤレヤレだね。僅かに左胸の着ちやく衣いが乱れ、黒く焼け焦こげている──その程度ですかい。コッチは全身ボロボロ、右腕一本ダメにしたってのに、全然ワリが合ってない。

「なぁんだよ……。ほとんど無傷じゃねぇーかよ……」

　笑えないハズなのに、なんでか笑いが込み上げてきやがる。

　さぁ、どうする？　この調子だと、第二ラウンドは殺さつ戮りくショーになるのは間違いない。

　だからって逃げるワケにはいかねぇーし、さりとて玉ぎよく砕さいなんてもっての他───。

「…………げて………くん」

　え？　今、美み空そらちゃん、何か喋しやべったか？

「……逃げて、美み風かぜ…優ゆう夜やくん」

「っ───！」

「姉ねえさん!?」

　ハッキリと、美空ちゃんの口からその言葉は流れた。

　正気に戻った!?

　虚うつろだった瞳ひとみに、弱々しいながらも意思の光が感じ取れる。

　オレの捨て身の一いち撃げきは、まったくのムダってワケじゃあなかったのだ。

　それなのに───。

「早く逃げて、美風……優夜くん……！」

　訴えるように、涙を溜ためた大きな瞳で、オレを見る。

　まるで、これが今こん生じようの別れであるかのように。

「優夜くんのおかげで、今は少しだけ……自分の意思を保っていられるけど、直ぐにまた呑み込まれちゃう……。だから、私が自分を抑え切れる間に、少しでも遠くに離れて……！」

　……まだいうのか、この意い地じっ張ぱりさんめ。

　涙を溢あふれさせながら訴える言葉は、多分、事実なんだと思う。

　瞳に意思の光は戻っていても、全身から溢あふれ出す『焔ほむら』の気配は変わらない。あの厄やつ介かいな『焔の羽は衣ごろも』も、そのまんま残っている。感動のフィナーレのつもりで駆け寄ったら、あの金こん色じきの帯おびに抱ほう擁ようされて、数秒足たらずでケシ炭だ。

「オレと美風を逃がした後、美空ちゃんはどうすんだ？」

「優夜───もが……」

　耳元で大声出だす美風のお口を左腕で塞ふさぎ、訊たずねる。

　息を整えながら。

　過か重じゆう労働に悲鳴を上げる心しん臓ぞうをなだめながら。

　そして──焦こげてはだけた上うわ衣ぎから覗のぞく、白いブラチラを観かん賞しようしながら。

「抑えている『焔』を開放して神の火ひ矢や……アマツカグヤを天に解とき放ちます。そうすればきっと、わたしの中の『焔』は全部、燃え尽きるハズだから………」

　いって、美空ちゃんは細く小さな肩を落とした。

　落ちた肩から、上衣が滑すべる。

　ブラの紐ひもも一緒に肩から滑る──あ、止まった。

　後もうちょっとで落ちる──落ちろ──いいから落ちろって、ああ、もう───！

「もどかし過ぎるにもホドがあるんじゃあぁぁぁっっ！」

「───っ!?」

　オレはガバリと立ち上がった。

　ビクリと肩を震わせる美み空そらちゃん。

　それでもブラの紐ひもは、肩から滑すべり落ちなかった──無む念ねん。

「確かに『焔ほむら』を天に放てば、全て綺き麗れいに収まるだろうさ。けどなぁ、ンナ事をしたらそれこそカグヤヒメみたいに、美空ちゃんまで『焔』と一緒に蒸発しちまうだろう。オレや美み風かぜがそんな事も判わからないと──判っていて頷うなずくとでも、本気で思っているのか？」

「だって……でも、そうしないと優ゆう夜やくんや美風が……彩あや雲も姉ねえさんだって………」

「そんなの関係ない！」

　いいながら、ようやく山やま梨なしの言葉の意味が判ってきた。

「でも………」

「でもはナシ！　つーか、関係ないの！　オレは気にしないし、美風だって気にしないし、彩雲さんも同じ！」

　この子は自分が望む形よりも、目の前の他人を優ゆう先せんさせてしまうから。

　もしくは、他人を押し退のけてまで、自分を望まない女の子だから。

　そしてそうしないと、自らの欲望に『焔』が灯ともってしまうから───。

　強い『力』は、心にも影えい響きようを及ぼす。強過すぎる『力』を持っている美空ちゃんは、一ひと度たび何かを強く求めてしまったら、それが『力』──『焔』と結び付いてしまう。さっきまでの美空ちゃんが、オレに執しゆう着ちやくしたように……。

　それを知っているから、美空ちゃんは常に自分を押し殺してきたんだろう。

　ある意味、スゴイ忍にん耐たい力だよ。

　どんな時でも心と身体からだが素直に反応しちまうオレには、絶対に真ま似ねのできない事だから。

　だけど、もういい───。

「オレなら、全然、構わない。美空ちゃんがなんであれ、全然、構わない」

　これ以上、自分を傷付けてまでガマンする必要なんか、ない。

「優夜のいう通りよ、美空姉ねえさん。わたし達は美空姉さんの事が大好きだもん。お願いだから自分が犠ぎ牲せいになるなんて、そんな哀かなしい事を言わないでよ！」

「そういう事だ。美風を助けて、美空ちゃんを見捨てる。そんな選択肢しなんか、オレは選ばないからな。どうせ選ぶなら『特とく盛もり姉妹丼どん』を要求する！　それもツユダクで！」

「優夜くん……美風………」

「いっておくけど、オレは本気だからな。これは自じ慢まんだが、オレはいつだって思った事は行動に移すし、思ってもない事をやりたいとは思わないからな」

　いつだって身体からだごと、全力でぶつかるのがオレの主義。

　それは美空ちゃんだって、知っているハズだ。

　つーか、イヤイヤで命と身体を張れるほど、オレは酔すい狂きようなバトルマニアじゃない。

　ヤリたい事をヤルだけの、ただのバカかもしれないけど───。

　ヤリたくない事とか、見て見ぬフリを決め込むのは、ゼッタイに──しない。

「この先、何度でもオレがなんとかする。オレが美み空そらちゃんの側そばにいる限り、何度『焔ほむら』が暴走を始めようが、その度たびにオレが鎖しずめる。何度でも、だ」

「何度……でも……？」

　美空ちゃんは、俯うつむき加か減げんに呟つぶやいた。

「何度でも、だ」

　だから、力強く返す。迷いは、ない。

　仮に拒否されようが、その時は──力ずくだ。

「……うん」

　美空ちゃんは、小さく頷うなずいた。

「信じて………いいんだよね……？」

「当たり前だ」

　美空ちゃんが信じてくれるなら、それだけで充分だ。

　それだけで、ボロボロになった身体にもう一度、力が沸わいて来る。

　何度でも──戦える！

「でも、あの……私、どうしたらいいのか判わからない。この溢あふれてくる『焔』だって、どうすれば抑えられるのかすら……判らないの」

　困こん惑わく気味にオロオロと、自分の身体を覆おおう『焔の羽は衣ごろも』を手で押さえようとする。

　その姿はなかなか可か愛わいいんだけど、確かにアレは厄やつ介かいだ。

　困ったようにオレを見る美空ちゃんに、オレは美み風かぜへと目を配らせた。

「美風」

「判っているわよ。その為ために、時間稼かせぎをしてもらったんだから」

　美風が背中から、漆しつ黒こくの弓と矢を取り出した。

　七尺しやく三寸ずんの大おお弓ゆみは、弓には素人しろうとのオレにすら判るほどの威い圧あつ感かんを備えていた。

　ただ剛ごう弓きゆうじゃない。

　なんらかの霊れい的てきな効果が付与された、呪じゆ術じゆつ用の武ぶ具ぐである事は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　矢は、鏃やじりのない鏑かぶら矢やか。オレに浴びせたヤツとは、また違った引ひき目め矢やのようだ。しかも丹たんで塗り固めてあるのか、禍まが々まがしいほどに朱あかい。この矢も見ているダケで、肌はだの表面がゾクゾクと粟あわ立だってくる。美風のヤツめ、よくもこんな弓ゆみ矢やを素す手でで握れるものだ。

「彩あや雲も姉ねえさんが、わたしのため何年も前から用意してくれていた弓きゆう具ぐよ……。毎朝、毎晩、姉さんが御ご神しん体たいと一緒に祀まつってきたから、それなりの威い力りよくは蓄ちく積せきされているわ。これで美空姉さんの肉体と『焔』の繋つなぎ目をピンポイントで──消し飛ばす」

「おいおいおい……」

　それが彩あや雲もさんの言う「元もと栓せん」を締める、てか？

　締めるつーか、むしろ吹き飛ばそうとしてねぇーか？

　けど、確かに火を消す手段として、爆ばく破はってのは意い外がいなくらいに有効な方法だ。

　高速高こう圧あつの爆ばく風ふうで、火元から酸素を吹き飛ばすという方法は、油ゆ田でん火災じゃ常識だし。

　……かなーり乱暴なヤリ方ではあるけどな。

　それを応用したヤリ方なんだろうけど、やっぱり乱暴だ。下へ手たすりゃ、美み空そらちゃんまで一緒に吹き飛びかねない。

　けれども実じつ際さい問題として、それしか方法もないか……。

　もっとも───。

「ちゃんと繋つなぎ目に、命めい中ちゆうすればの話だけど……」

　その通りだ。

　どんなに強きよう烈れつな爆発でも、命中させないと意味がない。逆にオレ程度の火か力りよくでも、防御を無効にさえすれば充分に通用した。

　問題なのは、美空ちゃんの意思とは無む関係に動く、あの『焔ほむらの羽は衣ごろも』だ。

　あの『絶ぜつ対たい防御』を、どうやって無力化する？

　どうすれば、矢で射い抜ぬけるチャンスを作り出す事ができる？

「優ゆう夜や……判わかっているとは思うけど、矢は一本しかないのよ」

「そんな事だろうと思った」

　だったら尚なおさら、一発で決める慎しん重ちようさが必要になってくる。

　なんの考えなしに新婚初しよ夜やで大当たりをかますような、そんなラッキーは期待できん。

　だが、ゆっくり悩んでいたら、また美空ちゃんの意識が『焔』に呑まれる。そうなったら最後、矢を当てるチャンスは絶望的になっちまう。無む茶ちやは承しよう知ちで、またオレが突とつ貫かんするしかないのか？　それが唯ゆい一いつの方法なら厭いといはしねぇーが……どうする？

　どうすりゃ確実に、矢を当てる事ができる？

　無茶を承知で、二回戦にいくか？

　股こ間かんのゲイボルグも、まだヤレルと叫んでいるし───。

「やれやれ。ここまで来て、何をそんなに悩んでいるんだい？」

　後ろから、唐とう突とつに背中を叩たたいたその声に、オレは自分の耳を疑った。

　ちょっと待て。

　なんでココに、お前が居るんだ──ナベキュウよ？

「そうそう。ちゃちゃっとカタして、早く家に帰って美空の特とく製せい冷やしつけ麺めんでも食べましょうよ。その方が、きっと有ゆう意い義ぎよ？」

　挙あげ句くにもう一匹ぴき。

　人の不幸とか苦労とかを、蜜みつより甘いロイヤルゼリーとしか思ってない山やま梨なしまで。

「アタシも居るわよ……ったく……」

　しかも、山やま梨なしの肩を借りた唯ゆい子こまで……。随ずい分ぶんとズタボロになっちまったようだが、生きているなら問題ないか。しかし、唯子はともかくとして、コイツら一体何なにしにこんな所まできやがったんだ？　つーか、ここが今、どれだけ危険な場所か判わかってんのか？

「ちょっと二人とも、どうしてココにいるワケ!?　オマケにそんな可か燃ねんゴミまで拾って！」

　オレの代わりに美み風かぜが一いつ喝かつした。

「ま、ちょっとした助すけ太だ刀ちみたいなものだよ」

「そんなところ。あ、それからコッチの彼女は、タマ除よけくらいにはなるかなと思って」

「誰がタマ除けよ！」

　唯子は吼ほえたが、さすがだな山梨。その女なら立りつ派ぱにタマ除けの務めを果たせる。

　だが、お前らが来ても助太刀なんぞにはならん。

　故ゆえに───。

「帰れ。今夜の明あき羽ば神社は秘密のナイト・パーティーの真まっ最さい中ちゆうなんだよ。招待状を持ってない無ぶ粋すいな一般市民は、お家うちに帰ってミソスープでも啜すすってなさい」

「帰るなら、キミ達も一緒だ。むしろボクらは、キミ達を迎えに来たんだからね。だから早く高たか倉くら姉あねを元に戻して、祝しゆく宴えんでも開こうじゃないか」

「───！」

　器用に片目を閉じてみせるナベキュウに、オレは唖あ然ぜんとした。

　なんでコイツ、まるで事情を全部知しっているみたいな口ぶり──ああ、そうか。コイツ、神社とか森の中の至る場所に、カメラとマイクを設置してたんだっけ。

「さっきから投とう了りよう寸すん前ぜんの棋き士しみたいな顔つきをしているようだけど、キミは重要な事を見落としている──もしくは、忘れていないかい？」

　重要な事……？

「アソコに居るのは、高倉姉だ。他の誰でもなく、ボクらの知っている高倉姉だ。その本質が変わってない以上、弱点なんて目め白じろ押おしじゃないのかい？」

「うんうん。あたしが知っているダケでも、毛虫でしょ？　ゴキブリでしょ？　体育全ぜん般ぱんも苦にが手てで、食べ物でいうと辛からい系？　そしてなにより、エッチな話題♪」

「あのなぁ、お前……。そんな弱点が、一体───」

　なんになる？

　その言葉は、突とつ如じよとして脊せき髄ずいを貫つらぬいた蒼あおい閃せん光こうに掻かき消された。

　……なるほど、そうか。その手があったワケだ！

「く……くくくっっ………！」

「ゆ、優ゆう夜や？」

「オーケー、美風。オレが今から美み空そらちゃんの注意を引き付けるから、合図を送った瞬しゆん間かん、躊躇ためらわずにその矢をぶっ放せ」

「う、うん。判わかったけど、優ゆう夜やはどうするつもりなの」

「こうする──つもりだ！」

　動く左腕の袖そでから、紐ひもで結ばれた二本の棒ぼう手しゆ裏り剣けん──『双そう蛇じや』を取り出す。

　一本は左手に、もう一本は口に咥くわえる。

　その糸に念ねんを送ると、糸がウネウネ動き出し、鋭い切きっ先さきが美み空そらちゃんを指し向こうした。

「みふぇふぇやるじぇ。ひぶしぇのあおきやひゅうーでんしぇふを」

（訳：魅みせてやるぜ。比ひ布ぶ瀬せの蒼あおき野や獣じゆう伝説を）

「野獣っていうより、むしろ『淫いん獣じゆう』だよね……」

「判りやすくていいじゃないか」

　頷うなずきあう山やま梨なしとナベキュウ。コイツら後で絶対、ブン殴なぐる。

　だが、その前に、腰を落とし──奔はしるっ！

　大地を蹴けった靴音を背後に流して、夜に佇たたずむ美空ちゃんに向かって、風よりも疾はやく。

　脚あしが鉛なまりみたいに重く、いきなり鼓こ動どうが飛び跳ねているが、そこは気合でカバーするっきゃねぇーよな。痛いのも苦しいのも、生きている証しよう拠こだ。我が慢まんするか、痛みに素直になるかは人それぞれだ。だけど、ソレを感じる事ができないというのなら、それは不幸ってもんだ。

　オレは今、生きている事が実感できる。

　苦しいからこそ、同じように苦しんでいる美空ちゃんを助けたい。

　その想いに、願いに、小こ賢ざかしい理り屈くつなんて要いらねぇー。

　必要なのは想いを打ち貫つらぬく、オレが手にしたオレ自身の『力』だ。

　故ゆえに──行け、相あい棒ぼう！

　まずは左手の手裏剣を、打つ！

　シュン───。

　艶つや消けしをした漆しつ黒こくの刃やいばは、まず間違いなく素人の美空ちゃんに反応できない。

「え？　え？　え？」

　だが、自動的に反応する『焔ほむらの羽は衣ごろも』は別だ。

　虚こ空くうを貫き、半円を描きながら背後に滑すべり込ませた『双蛇』を、乾いた音を奏かなでて弾はじき返してくれた。だが、それは判り切っていたこと。むしろ本命は───。

　シュルルル───。

　後に残った糸そのもの！

　左腕を思いっ切り引っ張って、張った糸を手た繰ぐり寄せるように──跳ぶ！

　一いつ足そく飛とびに間合いへ飛び込むと、手繰り寄せた糸が真しん円えんを描いて美空ちゃんのトップとアンダーに巻き付いた。つーか、喰い込んだ。薄い夏用の襦じゆ袢ばんと白はく衣いを押しのけて、絞しぼり出されるように膨ふくらむ量感タップリの夏スイカ。収しゆう穫かくの時は、まさしく今ぞ！

「きゃあぁぁぁ〜〜〜〜！」

　途と端たんに美み空そらちゃんは真まっ赤かになって、自分の胸を両腕で包み隠かくす。

　同時に四本の『焔ほむらの羽は衣ごろも』も一緒になって、腕の上から胸きよう部ぶ全体を繭まゆのように包み込む。

「イクぜ！　ホンバン！」

　間かん髪はつ入いれずに、口に咥くわえたもう一本の手しゆ裏り剣けんを、オレは打った。

　今度は美空ちゃんに向かって直線的に打った手裏剣を、しかし即そく座ざに反応した『焔の羽衣』の中の一本が易やす々やすと弾はじき返す──直前に、着火。ボンッ、と真っ赤な火か球きゆうが至し近きんで爆はぜる。それなりの衝しよう撃げきが、美空ちゃんと羽衣の間に腕うで一本ほどの隙すき間まを啓けい開かいさせて、それはオレが間合いに踏み込むのとほぼ同時だった。

「貰もらったぁぁぁ〜〜！」

　放つのは、左の抜き手。

　風を切り、人じん体たいの弱点の一つ──鍛きたえる事が困難な下か腹ふく部ぶのヘソを抉えぐるように───。

　シュルンと、緋ひ袴ばかまの帯おびを引っこ抜いた。

「───へ？」

　キョトンとする美空ちゃん。

　直接、美空ちゃんの身体からだをガードしていた『焔の羽衣』も、流石さすがにコレには無む反応。

　そして踏み込んだ足の指で垂たれた袴をつまみ、思いっ切り──ズリ下ろす！

　ズル───。

　衣きぬ擦ずれの音が響ひびき、緋色の袴が膝ひざの下まで綺き麗れいにズリ下がった。

　まず目に飛び込んできたのは、真っ白な白はく衣い。袴をズラせば即そくパンチラなどというのは、現実を知らぬアリスちゃんの幻げん想そうよ。だがしかし、白衣の下から覗のぞく透すき通った白いふくらはぎに萌もえないヤツは、男じゃない。ましてや貞てい淑しゆくな美空ちゃんの、緋袴がズレてナマ脚あしチラリというシチュエーションの美お味いしさは、脳のう内ないのマイピクチャに永久保ほ存ぞん即そく決定！

「い、いやぁぁぁ〜〜〜〜！」

「今だ、美み風かぜ───っ！」

　天をも衝つく悲鳴に重なるように、オレは野の太ぶとく吼ほえた。

　美空ちゃんがパニクった瞬しゆん間かん、四本の『焔の羽衣』もまた、石みたいに硬こう直ちよくしている。

　今、この瞬間をおいて矢を射るチャンスはない！

　──ハズだったんだけど。

「………」

　あろう事か美風は、口をアングリと開けたまま、弓すら構えていなかった。

「バッ──何やってんだよ、美風！」

「それはコッチの台詞せりふよ！　っていうか、何をやってんのよ優ゆう夜や！」

「見ての通り。美空ちゃんの公開ショータイムだ」

「そ、そんな事をさせないで！」

　涙なみだ目めで叫び、美み空そらちゃんはアタフタと袴はかまを穿はき直そうとしていた。

　──でも、させない♪

　隙すきを突いて、美空ちゃんの正面から左足を軸じくにした後ろ回し蹴げり。

　もちろん即そく座ざに反応した羽は衣ごろもがオレの踵かかとを受け止め、ガキィンと硬い音ね色いろが夜気を叩たたく。微かすかに金こん色じきの火ひの粉こがパっと散り、それを貫つらぬく槍やりのように別の羽衣が頬ほおに迫る。

　咄とつ嗟さに膝ひざを抜いて上半身を逸そらしたが、灼しやく熱ねつの痛みが頬の上を斜めに奔はしった。

　飛び散る血ち飛沫しぶき。

　掠かすったダケといい切るには、チト深い傷きず痕あとが右みぎ頬に刻まれちまったが──せいっ！

　リンボーダンスのみたいな格かつ好こうから、左に向きに身体からだを捻ひねって左腕を伸ばす。

　指先に、白はく衣いの帯おびが引っ掛かる。

　──ふん、やっぱりだ。

　蹴りや手しゆ裏り剣けん、炎えん術じゆつみたく攻撃的な存在には即座に反応する『焔ほむらの羽衣』だが、脅きよう威いと感じられない動作には無む反応。多分、美空ちゃんの「キャ、危ない！」っていう知覚に、自動的に反応する仕組みだから、普通に腕を伸ばす分には邪じや魔まされないってワケだ。

　ならば、好こう都つ合ごう。

　オレは思いっ切り伸ばした腕で──美空ちゃんのお尻しりをツルリと撫なでる。

「ヒッ───」

　鋭い声がこぼれ出し、細い背中がビクンと跳ねる。

　そしてオレを追つい撃げきしようとしていた羽衣の動きも、ピタリと止まる。

「さすがは美みヶか速はやくん。高たか倉くら姉あねの弱点を的てき確かくに責める、見事な攻撃だ」

「どこが!?」

「まだ判わからないの、美み風かぜ。美空が美空でいる限り、あの方法が一番、効果的なんだって」

　そういう事だ。

　美空ちゃんが美空ちゃんである限り、その身体は美空ちゃんのもの。

　例え美空ちゃん以外の何かが美空ちゃんを乗っ取ったとしても、その肉体に蓄ちく積せきされた記き憶おくや反応は、やっぱり美空ちゃん以外の何者でもない。肉体とは、そういうものなのだ。決して魂たましいとか心の容器という、ただそれダケの存在じゃない。

　心と身体の二つが揃そろって、初めて『個』が生まれる。

　だから、オレの勝しよう機きは──そこに在る！

　───うひ♪

「いや、だからって、ちょっと──あの嗤わらい方は、絶対におかしいわよ！」

「戸と惑まどうよりも先に、弓を構えるべきだと思うよ、高倉妹いもうと」

「ほら、次に胸にいった。あ、今度は首くび筋すじから背中へのコンボ。スゴイわ美ヶ速くん。右腕が動かないのに、アレだけのテクニックが使えるなんて♪」

「……ふん。胸が大きいからって、なによ。薄いには薄いなりの需じゆ要ようだってあるんだから」

　好き勝かつ手てに、言って、くれるぜ──っと！

　一いつ句く一句を心の中で区切りながら、美み空そらちゃんへのセクハ──もとい、急きゆう所しよ責ぜめを続ける。

　面白可お笑かしく批評するのは勝手だが、左ひだり腕うで一本でヤリ合うのは至し難なんの業わざなんだぞ！

　ブォン───。

　ふと目の前に金こん色じきの羽は衣ごろもが現れた。

　神こう々ごうしい光を帯おびた『焔ほむら』の帯おびが、間かん一いつ髪ぱつのタイミングで頭上を過ぎ去る。あんなので平ひら手て打うちをされると思ったら、ゾッとすらぁ。頬ほお骨ぼねが砕けちまったら、美空ちゃんの手作りカボチャコロッケを頬ほお張ばれね──ンッガッ！

　背中の上を、凄すさまじい衝しよう撃げきが叩たたいた。

　くぐもった音が頭ず蓋がい骨こつの内側にまで響ひびき、そのまま地面に叩たたき付けられる。

「優ゆう夜やくんっ！」

　泣きそうな美空ちゃんの悲鳴に、倒れる寸すん前ぜん、膝ひざをグッと堪こらえる。

　判わかってる。元より悪いのは、美空ちゃんじゃない。

　膝を屈くつするのは、まだ早いッ！

「せりゃあ！」

　血の混じった唾つばと一緒に裂れつ帛ぱくの気合を吐き出して、後方に跳ぶ。

　打たれた背中が、痺しびれるように痛い。

　つーか、身体からだのどこにも痛くない所なんて、もうない。

　だから、これが最後───。

「美み風かぜ───ッ！」

　バックステップから、二歩、三歩とステップを踏んで───。

「───」

　チラリと美風を一いち瞥べつすると、弓を構えた鋭い眼まな差ざしが返ってきた。

　アイコンタクトだけで全てが通じる──心ここ地ちいい緊きん迫ぱく感かんだ。

「せいっ！」

　バックブローからの一いち撃げき──に、重ねて───。

「その乳ちち、揉もみしだくっ！」

「ひゃっ───」

　差し伸ばした左腕が胸に届く──寸前、金色の光が拳こぶしを砕いた。

　ベキッ……。

「───っ！」

　い、いてえーじゃねぇーか、こんチクショウ……！

　覚かく悟ごを超えた激げき痛つうに、視し界かいが白く霞かすみそうになった。

　おそろしい事に、人差し指と中指があり得ない方向に曲がっている。

　噴ふき出す脂あぶら汗あせに膝ひざがガクンと崩れ、身体からだがゆっくり背後に傾いてゆく──。

「優ゆう夜やくん！　優夜くんっ！」

　あ〜あ、泣かせちゃったよ。

　ボロボロと涙を流す美み空そらちゃんをローアングルで俯ふ瞰かんしながら、ゆっくりと、ゆっくりと倒れてゆく──けれども、アレだ。この角度から見上げても、白はく衣いの裾すそが邪じや魔まで刺し激げき的な光景が目に映らないなんて、どうにも納なつ得とくがいかん。

　だから、どうか──オレの意識がある内に───。

　最後の、力で───。

　倒れる靴の先っぽで、白衣の裾を──うおりやぁぁぁっっ！




　ぶわさぁっ───。




　引っくり返りながら、オレは渾こん身しんの力で白衣の裾を蹴けり上げた。

　するとモーゼさんの海うみ割わりの奇き跡せきのように、純白の裾が二つに分かれて舞い上がる。

　ニョキリと映える、シミひとつ見当たらない透すき通るような二本の足。

　ちょっとムチっとしていて、お餅もちみたいな、スベスベの肌はだ。

　そしてオレの眼まな差ざしは、偉大なるモーゼさんを憧どう憬けいするヘブライ人の如ごとく───。

「ひっ───！」

　美空ちゃんのフトモモの付け根の、最後の一枚をベストアングルから、俯瞰した。

「………『白』？」

「っっっ─────！」

　清せい楚そ、可か憐れん、純粋、無む垢く───。

　あらん限りのその手の言葉が、脳のう内ない宇宙を駆け巡る。

『白』───。

　ただそれダケのシンプルでスタンダードな一枚の布が、コレほどまでに眩まばゆく、オレのリビドーを加速させようとは……甘かった。取りあえず、言いたい事はただ一つ。ごちそうさまでした、美空ちゃん。これで当分の間、眠れない夜に困りそうにありません。

　次の瞬しゆん間かん、美空ちゃんの悲鳴が闇やみ夜よを切り裂さいた。

　オレの想像だけど、多分、これ以上のパニックになるような体験を、美空ちゃんは体験した事がなかったんだろう。美空ちゃんの悲鳴に合わせて、『焔ほむらの羽は衣ごろも』がピタリと動きを止めてしまった。まるで制せい御ぎよ回路がショートしてしまった、オモチャみたいに。

　そしてその隙すきを、今度こそ美み風かぜは見み逃のがさなかった。
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　滑すべるように飛ひ来らいした矢が、美み空そらちゃんの胸で眩まばゆい閃せん光こうを炸さく裂れつさせて───。




　オレが覚えていたのは、ソコまでだった。




　　エピローグ







　ユサユサと揺れる身体からだに右肩とか背中とかが悲鳴を上げて、オレは重い瞼まぶたを持ち上げた。

「やぁ、起きたようだね」

　ナベキュウの顔が間ま近ぢかにあった。

　つーか、背中に背負われていた。

　周囲の様よう子すを窺うかがうと、そこは真まっ暗くらな山道。空を見上げりゃ無数の星がチカチカと瞬またたき、頼りない月が微かすかに足元を照らしている。どうやらココは山道で、明あき羽ば神社に向かって歩いているようなんだが───。

「………最悪の目覚めだ」

「うわ、ヒドイ」

　だってそうだろう。

　何が悲しくて夜の夜中に、男の背中で目覚めなければならんのだ？

　オレはコイツの首くび筋すじに顔を埋うずめた上に、ひょっとしたら唇くちびるを押し付けたりしたのかもしれないんだぞ。ああ、おぞましい。おぞましいったらおぞましい。帰ったら速そつ効こうで歯を磨みがいて、イソジンでウガイして、顔も一緒に洗っておこう。

「あ、目を覚ましたんだ、美みヶか速はやくん」

「………」

　と、コチラは山やま梨なしと唯ゆい子こ。

　唯子は自力で歩いているものの、肩を山梨に貸してもらっていた。

　その横よこ顔がおは──なんだか知らんが、唇を尖とがらせて随ずい分ぶんと不ふ機き嫌げんそうに見える。

　美み空そらちゃんに敗れた事か、それとも山梨に肩を借りてる事が嫌なのか───。

「……ふんっ」

　チラリとオレを一いち瞥べつして、直ぐさま明後日あさつての方向を向いてしまった。

　なんだ、そりゃ？

　一言いってやりたい気もしたが、ボロボロな姿に免めんじて謹つつしんで黙っていてやろう。

　それよりも───。

　オレは視線を水平に移動させて、先頭を歩く美み風かぜと美空ちゃんの背中を見やった。

　……よかった。

　仲良く並んで歩く二人の背中に、オレは安あん堵どのため息をこぼした。

　何も訊きかなくたって判わかるし、訊かなきゃ判らん事は後でゆっくり訊けばいい。

　差し当たって、二人が無事ならソレでいい。

「美風、美空ちゃん。ソッチも大丈夫だった───」

「───（キッ！）」

　声を掛けた瞬しゆん間かん、美風にスンゴイ眼まな差ざしで睨にらまれた。

「………」

　一方、美空ちゃんは美空ちゃんで小さな肩をぷるぷると震わせて、押し黙ったまま。

　な、なんだろう。この重苦しい空気は？

　オレ、なんかマズイ事を──したな。うん。した。バッチリと。

　思い出すだけで天国に登っちまいそうな、ベストアングルからの純白のショーツ……。

　──っとと、イカンイカン。思わずヨダレが出ちまった。

「………くん」

　謝るべきかな？　謝るべきだろう〜なぁ〜。

　下へ手たするとこの先、明あき羽ば神社の調ちよう理り長は毎朝の味み噌そ汁しるから、オレの分だけ具ぐを入れてくれないかもしれない。ご飯のおかわりも禁止されるかもしれない。ひょっとしたら、お弁当だってなくなってしまうかもしれないし……いやいや、待て待て。

　ここで謝った方が、却かえって美み空そらちゃんを傷つける事になるんじゃないのか？

　よくいうアレだ。傷きず口ぐちに錬ねりワサビを塗りこむってヤツだ。

「……夜やくん」

　ここは毅き然ぜんたる態度を保ちつつ、後でそれとなく、怒りの矛ほこ先さきを収めていただこう。

　あの瞬しゆん間かんの事を訊たずねられても、「いや、見てません」と──は、さすがに無む理りがある。アレは仕方なく──いや、それは失礼だろう。美空ちゃんの純白ショーツは、仕方なく見るものなんかじゃない。むしろ福ふく沢ざわ先生を握り締めて、かつ拝おがんで見させていただくものだ。

　ふむ……。なら、答えは簡単じゃないか。

「あの、優ゆう夜やくん……？」

「まさしく眼がん福ぷくでした」

「っ〜〜」

　ポカッ！

　唐とう突とつに、後こう頭とう部ぶへの軽い衝しよう撃げき。

　振り向くとそこに、カワイイ顔で精せい一いつ杯ぱいの怒った顔をつくった美空ちゃん。

　可能であるなら、その頭を撫なでたかった。でも、生あい憎にくと右肩は外れているし、左手にいたっては、とても女の子にはお見せできないグロテスクな状態だ。あ、そういや右手の中指も折れていたっけ……。ちゃんと治ってくれよ、オレの中指ちゃん。この先ずっと、中指が使えなくなっちまったら、人生の楽しみの内の何％かは損しちまう事になるからな。

「……ふん。優夜のバカ」

　と、美空ちゃんの反対側から、こちらはドライアイスみたいに冷たい美み風かぜの呟つぶやき。

　声も冷たいけれど、視線も冷たい。

　──やれやれ。

　明日も続く昨日からの日常を護まもるために、こんなにも頑がん張ばったオレを、誰か褒ほめてはくれないものなのかね？　世界の救きゆう世せい主しゆ──なんて、大おお袈げ裟さな事をいうつもりはないけれど、せめてご町内の勇者を自じ称しようしても構わないくらいの事はやったと思うのに……クスン。

「優夜くんなんて……大だい嫌きらい……」

「ぐっ……」

　そ、そんな恨うらみタップリの声でいわれると、幾いくらオレでも言葉に詰まる。

「もう、どこにも……お嫁よめに行けない……」

「いやいや、それはさすがに大袈裟──いえ、なんでもありません」

　しょげた顔のまま、下からオレを睨ねめ上げる美空ちゃん。

　不ふ謹きん慎しんながらも、やっぱり可か愛わいい。

　今まで故こ意いに、美空ちゃんを怒らせたり困らせた事はなかったけど……。

　コイツはちょと、クセになるかも♪

「本当に悪かったと、反省している……？」

「はい。反省しています」

「本当に……？」

「本当です」

「本当の本当に……？」

「本当の本当です」

「じゃあ私の事……お嫁よめさんにしてくれる？」

「はい。謹つつしんでお受けし──って、はいぃっ!?」

　今、なんとおっしゃりましたか？

　お嫁にしてくれる？　誰を？　美み空そらちゃんを？　誰の？　オレの？？？

「ちょっと待った姉ねえさん！　それは幾いくらなんでもずるいんじゃないの!?」

「うんん。ずるくないよ、美み風かぜ？」

　血けつ相そうを変える美風に、けれども美空ちゃんはニコリと微ほほ笑えんでいた。

　あの〜、美空ちゃん？

　貴女あなたはつい先ほどまで、泣いていませんでしたっけ？

「うわ、初めてみた。美風と美空の間で火花が散ってる……」

「クワバラ、クワバラ」

　とかいいながら、妙みように楽しそうだな、山やま梨なしにナベキュウ。

「ゆ、優ゆう夜やはわたしと一緒に居たいって……その、ハッキリといったんだから！」

「そうなの？　でも、大丈夫……。だって優夜くん、私にもずっと一緒に居てくれるって、いってくれたから……。それに、両家の公こう認にん……」

「ちょっと、アンタ達。あたしをおいて。勝かつ手てに話を進めないでくれる？」

　う……唯ゆい子こまで、話をややこしくするんじゃねぇーよ！

　三さん者しや三さん様ようの火花が飛び散る中で、オレは明日の我が身を案じるしかなかった。

　つーか、キリキリと胃が痛い。

　こんな調子でオレ、本当に大丈夫なのか？

　なんか別の理由で、高たか倉くら本家に旅立ちたくなってきたなぁ〜。

　──ポンッ。

　不ふ意いに山梨の手が、オレの左肩を叩たたいた。

「……ま、なるようになるわよ」

「気き楽らくにいうなや！」

「気楽に考えた方が、きっと身のためだよ。それにそんな先の将来より、キミは明日からの生活を心配した方がいいんじゃないのかい？」

「聞きたくもないが、それはどういう意味かいってみろ」

「あら、そんなの判わかり切っている事じゃない。だって優ゆう夜やくん、当分は両手が使えないんでしょ？　だったらきっと誰かの、付きっ切りの介かい護ごが必要だもんね♪」

　わ、このバカ！

　そんなキケンな台詞せりふを、今ここでいったら──ヒッ!?

　背せ筋すじに悪お寒かんが走った。

　三つの笑顔が三通りの眼まな差ざしでオレを凝ぎよう視しし、近づいてくる。

「そういう事なら、遠えん慮りよは要いらないわよ優夜」

　いや、遠慮させてくれ美み風かぜ。

　お前の看病は、マジでシャレにならないレベルでキケンなんだよ。

「……任せてくれても、きっと大丈夫」

　うん。美み空そらちゃんが大丈夫なのは、信じているんだけどね？

　その他の二名が、座してソレを見守ってくれるとは思えないワケなの。判る？

「何もいわずに、この唯ゆい子こさんに任せなさい。じゃないと、コロス」

　笑顔で指をパキパキ鳴らすな、唯子！

　つーか、コロスってなんだ!?　看病するんじゃなかったのかよ、おい！

「いや、モテモテだね美みヶか速はやよ」

「う〜らや〜ましぃ〜♪」

「勘かん弁べんしてくれ……」

　オレはがっくりとうな垂だれながら、疲れた脳ミソで色々な事を考えた。

　それは主に今後の事。

　美風の想いと、美風への想いに気付いちまった以上、コレとは真剣に向き合わないとな。

　この想いは決して、一いつ過か性せいの流は行やり病やまいみたいなものじゃないから。

　それに美空ちゃん。

　気持ちはありがたいし、魅み力りよく的なおっぱいも捨て難いが──さて、どうしたものか。

　何より美空ちゃんが『カグヤヒメ』であるという宿しゆく命めいは、今夜の一件で断ち切られたワケじゃない。今後も何かの拍ひよう子しに、また『焔ほむら』の誘ゆう惑わくに身を委ゆだねる事もあるだろう。その時はもうちょっとスマートに火消しができるように、今から準備しておかねぇーとな。

　後、どうやって唯子を丁てい重ちように里さとに送り返すかも、ワリと難しい問題だ。

　ヘタに唯子を怒らせたら、今夜ぐらいのケガじゃ済まないもんなぁ〜、実際に。

「………」

　考える事は、山ほどある。

　やっておかないといけない事も、きっと同じくらいに山やま盛もりだ。

　いくら考えたって時間は足りないし、身体からだを鍛きたえたところで限界もあるだろうけど。

　それはまぁ、今後の課題。

　取りあえず今いま現在、オレの火か急きゆうの懸けん案あん事項は───。




　明日からの生活、両手の使えないオレに抵抗できる手段は幾いくつあるのか──だった。







　　あとがき







　●月●日───。

　どうにか、ようやく、やっとの思いで最終巻かんの原げん稿こうが書き上がる。

　寝よう。とにかく、寝よう。

　そして遊ぼう。積みゲーに、積み本がオレを待っている。

　………。

　あれ？　なんか忘れている？

　そう思った●月▲日。担たん当とうＹ氏しよりメール。

『あとがきをお願いします。できれば■日までに───』

　それだっ！　っていうか、後あと二日しかないがな！




　──と、毎度のようにドタバタしている一いつ色しき銀ぎん河がです。こんにちは。

　なんと言いますか、最終巻だというのに慌あわただしいです。最後くらい、もっとゆっくり余よ裕ゆうを持って進行したかったのですが……。まぁ、アレですね。悪いのは、自分だと。少なくとも三巻から半年以上も空あけておきながら、もっと時間を寄こせは流石さすがに図ずう々ずうしいですか。

　まぁ、そんなワケでして、この「あとがき」は眠い目をこすって電車の中で書いてます。

　ふと窓の外に視線を移せば、雨が降っています。気分は『ＪＲの車しや窓そうから』でしょうか。電車での執しつ筆ぴつは、駅に到着したら執筆終しゆう了りようという明確なタイムリミットがあって、ワリと集中できたりします。たまに横から注そそがれる白い視線が気になりますが、気にしたら負けです。

　そんなこんなで、とうとう最終巻です。

　なんだかんだといって、四巻まで続く事ができました。

　優ゆう夜やも最後まで、優夜らしく書けました。

　能力的にかなりアレな主人公なので、最後まで書けるかどうか不安でしたが、どうにか「謎なぞの力・覚かく醒せい」とか「真の能力・開かい花か」とかする事もなく、主人公の大たい任にんを果たしてくれたと思います。いや、木当にお疲れさま。後は適当にのんびりと……できないだろうなぁ〜。

　ついでに作者の方も、あんまりのんびりできそうにないです。

　のんびりしたいと、心から願っているんですがね……。

　毎回の売れ行きが、続刊の可か否ひに直結していたので、心しん底そこハラハラものでした。今は無事にエンドマークを打てた事を、何よりも幸せに感じていますけど。前作の『若わか草くさ野球部』の時も同じような事を言っていますが、これは偽いつわらざる作者のホンネです。読者の皆さんの温かい声援が、この作品を後あと押おししてくれたから、ここまで続ける事ができました。

　本当に、感謝しています。

　幾いくつかのファンレターを頂きましたが、返事を書けずにスミマセン。

　どれも宝物で、大切に保管しています。

　そして読者の方々と同じくらい感謝しなければならないのが、イラストのゆいさん。

　学業とイラストの二に束そくのワラジで大変だったと思いますが、毎回ステキなイラストを描いて頂き、本当にありがとうございました。文庫本が出る度たびに、ゆいさんの描く優ゆう夜やや美み風かぜ、美み空そらのイラストを見るのが、とても楽しみでした。

　それから遅ち筆ひつでサボリがちな作者を、最後まで見み捨すてずにチャンスを与え続けてくれた担たん当とうさんにも、本当に感謝です。この恩おんは、次回作さくで少しでも報むくいたいと思っています。

　さて、まだまだ尽きぬ感謝と、沢たく山さんのありがとうがありますが、今回はここで締めさせて頂きます。応援して下さった方々と、支えてくれた人々に──ありがとうございました。








二〇〇六年秋。（連れん覇ぱって、難しい……）一いつ色しき銀ぎん河が









一いつ色しき銀ぎん河が

兵庫県在住。電車の中で原稿を書くようになってから、読書量が激減。二、三ヶ月前に買った未読の文庫が、山積み状態に……。誰か僕に本を読む時間を下さい。
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ゆい

１９８８年生まれの広島県民。高校を卒業してすぐ車の免許を取ったので、ドライブが楽しくて仕方ないこの頃です。只今ミラジーノを買うべく貯金中っ！








電撃文庫

想おもいはいつも線せん香こう花はな火び④






一いつ色しき銀ぎん河が
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